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　豪ごう華かな飾かざりと調度品の並ぶ謁えつ見けんの間。威い厳げんを象しよう徴ちようするかのようなその一室には、部屋の規模に見合った椅い子すが一脚きやく置かれている。

　玉座とさえ言えるような椅子だ。だがそこに座るのは威い圧あつ感かんを放つ王ではなく、華はなやかな衣服を纏まとう少女。質の良い布を使った正装は厳おごそかさを感じさせ、少女の美しさを引き立てている。それでいて重苦しさはなく、少し動くだけで軽かろやかに裾すそを揺ゆらしていた。

　そんな正装を纏う少女は、並ぶ面々に臆おくする様子無く椅子に腰こし掛かけ、隣となりに立つ女性に視線をやった。三つ編みに結ばれた金の髪かみがふわりと揺れる。

「次の者、前へ」

　視線を受け、玉座の傍かたわらに立つ女性が並ぶ面々へと声をかけた。

　それを聞き、ゆっくりと一人の老人が歩み出てくる。数歩進んでは足を擦さすり、数歩進んでは膝ひざを擦り……と、その歩みは随ずい分ぶんと遅おそく痛々しい。今すぐにでも止まってしまいそうなほどだ。

　それでも老人は玉座の前に歩み出ると、恭うやうやしく一度頭を下げた。

　次いで玉座に座る少女を「キャスリーン様」と呼び、まるで訴うつたえるように己おのれの膝を一度擦って見せた。

「キャスリーン様、どうも先日から膝が痛みまして……。どうか聖女のお力で治していただけませんか」

　男の嘆たん願がんに、キャスリーンは応じるため片かた腕うでを上げ、聖女の癒いやしの力を使い……はせず、ジロリと老人を睨にらみつけた。

　むぅと眉み間けんに皺しわを寄せ、精せい一いつ杯ぱいの迫はく力りよくを見せる。以前であればキャスリーンの顔はベールで覆おおわれ誰だれにも見られなかったが、一人前の聖女となる儀ぎ式しきを終えた今、目の前で揺れるベールは無い。視界は開けており、睨みつければ当然相手にも分かる。

　……だが分かったところで、理解してくれなければ意味が無い。現に、睨まれた老人はいまだ恭しく「どうか聖女の力で」と告げてくる。その態度こそキャスリーンを敬っているが、いかに睨みつけても変わらないあたり、効果は薄うすいと言えるだろう。

「ヘイン伯はく、膝が痛いのは孫を追いかけて走り回ったからじゃないかしら」

「おや、ご存じでしたか。どうにも『じぃじ早く』と急せかされると年とし甲が斐いもなくはしゃいでしまいまして。それでは今日は膝ではなく腰こしの痛みを……」

「腰の痛みは、二人の孫を何度も高い高いしたからよ」

「そちらもご存じでしたか。これもどうにも、高く上げた時に喜ばれると何度もしてあげたくなりまして」

　いやはや……と笑いながら己の頭を搔かくヘインに、キャスリーンがふんとそっぽを向いた。上げていた片腕も見せつけるように自分の膝に戻もどす。厳かなこの部屋と玉座には似合わぬ、なんとも年とし頃ごろの少女らしい怒いかりの表し方ではないか。

　隣に立つナタリアがクスクスと笑い、先さき程ほどまで畏かしこまった表情で並んでいた者達もどことなく表情を緩ゆるめている。王宮内の謁見の間、それも聖女を相手にと考えれば無礼極きわまりない態度だが、このやりとりがもう何度も繰くり返される馴な染じみのものとなっているのだから仕方あるまい。

　なにより、キャスリーンが彼女らしい素す直なおな態度で接してくれることが嬉うれしく、この場にいる者達の表情を緩めさせるのだ。

「まったくもう。今回は治してあげるけど、孫に頼たのまれても無理はしないって約束して」

「なんと優やさしいキャスリーン様。見目と同じくお心までも美しい」

「煽おだてても駄だ目め！　次は無いんだからね！」

　ぴしゃりと言い切り、キャスリーンが再び片腕を上げた。

　以前は力を使うために集中していたが、今は相手の事を考えれば自然と胸の内から力が湧わいてくる。周囲に慕したわれ社交界を取り纏まとめ、息子むすこを始め次代を担になう者達を支え、そしてなにより孫に甘く、愛いとしい孫に強請ねだられると何でもしてしまうヘインの事を……。

　なんと憎にくめない伯はく爵しやくだろうか。そんな彼が体を痛め、足を引きずりながら歩いているのだ。治してやりたいと心から思える──もちろん苦言は欠かせないが──。

　そうして思いのままゆっくりと手をかざせば、ヘインが「おぉ」と感かん嘆たんの声をあげた。見れば、先程まで足を擦って僅わずかに屈かがんでいた彼が今は平然と立っている。痛みを和やわらげるために曲げていた腰もピンと伸のび、表情は随分と晴れやかだ。

「さすがキャスリーン様、お見事ですな」

「もう無む茶ちやはしないでね」

「実は今日は孫が遊びに来ていまして、鬼おにごっこのお誘さそいが」

「無茶しないでってば！」

　キャスリーンが声をあげて咎とがめれば、ヘインが楽しそうに笑う。

　そんなヘインを押しのけるように現れたのは、公こう爵しやく夫人マーサ。「キャスリーン様、次は私わたくしを！」と進み出て、自分の髪を一束摑つかんで見せつけてきた。艶つやのある赤い髪だ。

「見てください、キャスリーン様！」

「いつ見ても素す敵てきな髪ね」

「いいえ、ここです！　ほら枝毛が！　他ほかにも枝毛が、ここ一週間でもう三本も！」

　悲鳴じみた声をあげ、マーサが己の髪を指さしながら訴えてくる。

　それに対してキャスリーンは肩かたを竦すくめて返した。ヘインもだが、彼女も相変わらずなのだ。そして相変わらずがゆえに誰も止めようとしない。

「いつも言うけど、聖女は美容師じゃないし、謁見の間はサロンじゃないのよ？」

「美を求める女にはどちらも同じ場所です」

「言い切ったわね……。その断言を評して、癒してあげる」

　キャスリーンがクスクスと笑いながら片手をマーサへと差し伸べる。

　軽く揺らせば、マーサが自分の髪を撫なで嬉しそうに礼を告げてきた。キャスリーンからしてみれば変わらず美しい赤い髪だが、美を求める彼女から見ると何かが変わったのだろう。

「明日あしたから二人は特別料金を取ろうかしら」

「おや、お駄だ賃ちんですか？　孫達にも手伝うといつもお駄賃をあげるんですよ。これがまた奮発してしまいまして」

「払はらいます！　美の為ためならばいくらでも払いましょう！」

「ぐぬぬ、さすが伯爵家と公爵家。微び動どうだにしないわ」

　思わずそんなことをぼやけば、隣に立つナタリアが笑う。次いでツンとキャスリーンの頰ほおを突つっついて「ぼったくりましょうねぇ」と誘ってきた。この母も相変わらずだ。

　そんなやりとりを続けていると、謁見の間に鐘かねの音が響ひびいた。午前の執しつ務む終しゆう了りようを知らせるための鐘の音。この謁見の間はおろか、王宮中、それどころか市街地にまで響いている。

　それを聞き、キャスリーンがパッと顔を上げた。視線を向けるのは謁見の間に飾られているレイピア。細身の刀身には美しい彫ほり込みがされており、華やかな台に飾られて調度品のような厳かさを見せている。

　まるで玩具おもちやを見る子供のように輝かがやくキャスリーンの瞳ひとみに、ナタリアが笑いながらレイピアを手に取って差し出してきた。

「キャスリーン、気をつけて『無茶はしないで』ちょうだいね」

「わ、分かってるわ……」

　先程自分がヘインに言った言葉をそっくりそのまま告げられ、キャスリーンがバツの悪さを覚えてつたない返事をした。だが次いでナタリアの手に頰をツンと突っつかれると、もう何も反論出来なくなってしまう。

　なにせ先日、訓練中にひっかき傷を負ってしまったのだ。言わずもがな先程ナタリアが突っついてきた頰にである。

　傷を癒す力を持つ聖女だって傷を負う。もちろんすぐに自らの力で治したが、それを今になって指し摘てきされキャスリーンが慌あわてて自分の頰を押さえた。ナタリアに「内ない緒しよにして！」と小声で訴えれば、彼女の笑えみがより強まる。

　あれほど散々ヘインに無茶はするなと言った手前、実は自分も怪け我がをしていた……などと知られたら立つ瀬せがない。そのうえ、頰の傷を負った際に髪も少し掠かすめて切ってしまった。ほんの少しとはいえ、マーサだったら卒そつ倒とうしかねない。

「キャスリーンは……いえ、キャスは頑がん張ばりやだから不安だわ。無茶をして可愛かわいい顔に傷をつけてしまったらどうしましょう」

「も、もう行かなくちゃ！」

「この愛らしい三つ編みが切られてしまったら……！」

「大変、遅おくれちゃう！　行ってきます！」

　ナタリアの話を遮さえぎり、キャスリーンが慌てて立ち上がる。

　そそくさと扉とびらへと向かえば、見守ってくれる面々の視線のなんと穏おだやかな事か……。あまりに温かすぎて『もしかして知られてるのかも』という不安も湧くが。

　そうして扉の前で一度立ち止まり、クルリと振ふり返った。正装の裾すそが揺ゆれる。翻ひるがえる様はまるでドレスのように軽かろやかで、それに合わせて軽く跳はねる腰こし元もとの鞄かばんとレイピアがキャスリーンの活発さをよく表している。

「みんな、行ってきます！」

　そう告げてキャスリーンが頭を下げれば、皆みなが口々に見送りの言葉をかけてくれる。玉座の隣となりに立つナタリアも、夫であるブレントと寄り添そって手を振ってくれた。

　聖女の退室と考えれば落ち着きが無いが、以前のように不満を胸に彼等を見送っていた時よりも心地ここち好よい。そう考えてキャスリーンは扉から出て、堂々と通路を歩いた。
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　王宮を出てキャスリーンが向かったのは、第四騎き士し隊の訓練所。

　輪の中にいる一人に声をかければ、労ねぎらいの言葉と共に迎むかえ入れてくれた。そのうえ、皆が「キャス、こっちに」だの「ほらもっと中に入れ」だのと背を押してくる。半ば強ごう引いんに、それどころかまるで運ぶかのように。

　そうして通されたのは話し合いの中央。輪の中に放ほうり出されるように進み出れば「キャス」と声をかけられた。

　アルベルトの声だ。顔を上げれば、彼が嬉しそうにこちらを見ている。キャスリーンもまた彼の名を呼び近くに行こうとし……ドンと強く背中を押された。今度はかなり強引で、それも背を押す手は二人分と感覚で分かる。

「うわっ……！」

　押された勢いに負け、キャスリーンが前につんのめる。転ばないようにと足を出すが体全体のバランスを持ち直す程にはいたらず、不ぶ恰かつ好こうに数歩あたふたと進み、転ぶ寸前でポスンと何かにぶつかった。

　硬かたい、何か。それにぶつかるとほぼ同時に、自分の腰こしに何かが触ふれる。

　いったい何だとキャスリーンが顔を上げ、苦く笑しようを浮うかべるアルベルトの顔が近くにあることに気付いて一いつ瞬しゆんにして顔を赤くした。

　藍あい色いろの瞳が愛いとしそうに細められている。優やさしくて幸せそうな表情。穏やかな声で「大だい丈じよう夫ぶか？」と問われ、腰元に回る彼の腕うでがぎゅっと自分を抱だきしめてくる。

「す、すみませんアルベルト隊長！」

「気にするな、キャスのせいじゃない。……あの二人だ」

　穏やかな声こわ色いろを呆あきれの色に変え、アルベルトの視線が他所よそへと向かう。

　その先は……とキャスリーンが彼の視線を追えば、そこに居るのは案の定ローディスとロイ。今日もまたさすが一いち卵らん性せい双そう生せい児じと言いたいくらいに瓜うり二ふたつであり、まるで鏡写しのような二つの顔がしてやったりと笑っている。

「ローディス！　ロイ！　危ないでしょ！」

「なんだよ、そう怒おこるなよ。俺達、キャスが早くアルベルト隊長に会いたいだろうと思って背中を押してやっただけだ。なぁロイ」

「あぁ、それにアルベルト隊長も早くキャスに会いたそうだったからな。つまり俺達の厚こう意いだよ。感謝してほしいくらいだ」

　善行を咎められたとでも言いたげな二人の言い分に、キャスリーンが彼等を睨にらみ付ける。

　だが次いで表情を緩ゆるめたのは、ポンと頭の上に何かが載のってきたからだ。大きくて温かく、適度な重さが心地好い。そんなアルベルトの手。宥なだめるように数度撫でられ、キャスリーンの胸の内に湧わいていた怒いかりがゆっくりと静まっていく。

　改めてアルベルトを見上げれば、キャスリーンの機き嫌げんが直ったと察したのか彼の手がポンと最後に一度頭を叩たたいて離はなれていった。

　そうしてコホンと咳せき払ばらいし、今までのやりとりを見守っていた部下達に向き直る。キャスリーンもまた彼等に視線をやれば、殆ほとんどの者達がニヤニヤと笑っているではないか。

　中には穏やかな表情の者もいるにはいるが、対してヒューと高い口笛を奏かなでる者もいる。はたはたと己おのれを扇あおいでいる者は「お熱いことで」とでも言いたいのだろう。

　見守り二割・冷やかし八割といった彼等の態度に、キャスリーンもまたアルベルトに倣ならって咳払いで誤ご魔ま化かした。







　今日の第四騎士隊の任務は市街地の警けい邏ら。

　全員で動くわけではなく、数人が市街地をまわり、異変が無いかを聞いたり各地での頼たのみ事をこなす。騎士の仕事らしくはないが、他ほかの騎士隊と違ちがい身分や階級に隔へだたりなく集められた第四騎士隊らしいとも言える。

　それに、たとえ雑用といえども定期的に騎士隊が市街地を巡じゆん邏らするのは犯罪を事前に防止し、市民に安心感を与あたえる。

　とりわけキャスリーンが見て回れば効果は大きい。なにせ国の至宝とさえ言われる聖女。そんなキャスリーンが市街地を歩き、市民の頼み事を聞き、些さ細さいな声にもこたえようとする。それだけでも有あり難がたがられるのだ。

　もちろん市民の中にはキャスリーンの癒いやしの力を求めてくる者も居る。といってもキャスリーンを医者代わりにするのではなく、頼んでくるのは殆どが気休め程度。治ち療りようというよりは名の通り『癒し』であり、急を要するようなものではない。

　現にキャスリーンの姿を見かけて歩み寄ってきた女性にも急いでいる様子はなく、苦痛に呻うめいている様子もない。それどころか癒しが必要なのかと疑問を抱いだきかねないほどに嬉うれしそうで、キャスリーンに一礼すると腕の中を見せてきた。

　そこに居たのは小さな赤ん坊ぼうだ。その愛らしさにキャスリーンが小さく声をあげる。

「先月生まれた娘むすめです。見てください、目を擦こするせいで目元に傷が。キャスリーン様、どうか癒しの力を」

「えぇ、任せて！」

　愛らしい赤ん坊の目元が微かすかに腫はれているのを見て、キャスリーンがそっと手を伸のばす。

　そうして目元に触れようとし……小さな手できゅっと人差し指を摑つかまれた。なんという可愛さだろうか。離すよう促うながすために軽く揺するも、それが楽しいのか太陽のような愛らしい笑えみで返されてしまった。

「聖女の業務妨ぼう害がいだ。キャスリーン様への不敬罪で訴うつたえねば」

　とは、それを横から見ていたローディスの言葉。

　同じように隣で見ていたアルベルトが呆れたと言いたげにローディスに視線をやり、

「不敬罪ならお前達が一番にしょっぴかれるぞ」

　と告げた。尤もつともな話である。

　そんな二人のやりとりにキャスリーンは小さく笑い、自分の人差し指を摑む小さな手を、もう片方の手でそっと包んだ。すっぽりと手の中に納まってしまう、この小ささもまた愛いとおしい。

　そうして胸に湧く愛おしさに任せれば、赤ん坊の目元の腫れがすっと溶とけるように消えていった。母親が愛しそうに娘を見つめ、深々と頭を下げて去っていく。

　そんな女性と入れ替かわるように現れたのは、同じように赤ん坊を抱く女性。こちらは男児のようで、幼いながらも母親の腕の中で元気に暴れている。これは活発な子だ。

「キャスリーン様、どうかこの子にも癒しを。元気が過ぎる子で、まだ立てもしないのに怪け我がばかり……」

「任せて！　……と言いたいところだけど、元気な子を大人しくするのは聖女にも無理ね」

　冗じよう談だんめかしてキャスリーンが告げれば、女性が楽しそうに笑う。そんな母親と息子むすこを眺ながめつつ、キャスリーンがそっと赤ん坊に手を伸ばした。

　頰ほおと額と鼻先に掠かすり傷、随ずい分ぶんと暴あばれん坊のようだ。日ひ頃ごろの暴れ具合が一目で分かる。

（元気なのは良いけど、あまりお母さんを困らせないようにね）

　そう心の中で囁ささやきつつ、そっと赤ん坊の頰を撫なで……、

「ほっぺたなんてまどろっこしい、顔面鷲わし摑づかみにしたら一気にいけるだろ」

「ローディス、聖女の業務妨害でしょっぴくぞ」

　という外野のやりとりにふっと小さく笑みを零こぼした。言わずもがなローディスとアルベルトである。

　そんな彼等の会話を聞きつつ、赤ん坊の頰を撫でる。次いで額を鼻先を……と順に撫でれば、くすぐったいのか楽しいのかキャァと高い声をあげてパタパタと手足を動かしだした。

　最後に一度頭を撫でて手を離せば、もちろん傷きず跡あとは無くなっている。母親が感謝の言葉を口にし、これでこの子も更さらに元気に育つと、覚かく悟ごしなくてはと楽しそうに笑った。

　そうして去っていく母親を見送れば、次に待っていたのは赤ん坊とは真逆の老人。その後ろにはお腹なかの大きい女性、瞳ひとみを輝かがやかせる若い女性二人連れ、後ろには男性……。と、いつの間にか列が出来ているではないか。

「人が増えてきたな。ローディス、列整備の準備を。……ロイはどこに行った？」

「俺がロイです」

「ならローディスはどこに行った」

「いや違いました、俺がローディスです」

「……つまりロイはどっか行ったんだな。もう良い、どちらでも良いから列を整備してくれ」

　溜ため息いき交じりにアルベルトがローディスに指示を出す。それを見ればキャスリーンの胸に申し訳なさが湧くが、それでも自分が頼たよられる嬉しさが勝まさり、名を呼んでくる老人へと向き直った。




　市民にとって、キャスリーンの聖女の癒しは、『治療』というよりは祈き禱とうに近い。最近では『聖女の祝福』とさえ言われ、これを受けた子供は元気に育ち、悩なやみのある者は癒され、健すこやかな日々が続き、果てには恋れん愛あい成じよう就じゆだの安産だの……と幅はば広ひろくなっている。

　今までは王宮の最さい奥おうに居て目にすることの無かった聖女、それが騎き士しを名乗り市民の前に現れてくれた。となれば拝みたくなるものなのだろう。とりわけキャスリーンとアルベルトの仲は周知の事となり、『騎士と聖女の身分を越こえた愛』が恋愛成就の信しん憑ぴよう性せいに拍はく車しやを掛かけている。

　そのためキャスリーンが市街地を回るとあちこちから名を呼ばれ、時には今のように祝福を求めて列ができることもある。

　実際に声を掛けずとも「キャスリーン様が見られた、今日は良いことがありそうだ」と誰だれもが口々に話をし、最後の一人に癒しを与え終えたキャスリーンは照れくささで頰を搔かいた。

「ちょっと恥はずかしいけど、自分の力を皆みんなのために使えるのは嬉しいです」

　そう話せば、アルベルトが労ねぎらうように頭を撫でてきた。大きな手がゆっくりと髪かみを掬すくってくる。その温かさと心地ここち好よさに、力を使った疲ひ労ろうがゆっくりと溶けていく。

「良いことだが、あまり無む茶ちやをするなよ？　皆キャスを慕したってるんだ、無理してキャスが倒たおれたら元も子もない」

　ぽんぽんと頭を軽く叩かれながらアルベルトに案じられ、キャスリーンが頷うなずいて返す。

　だがそんな話をしている矢先に、子供が窓から「キャスリーン様！」と声をあげて呼んでくれるのだ。身を乗り出して手を振ふってくる姿のなんと愛おしい事か。

　彼等の姿に、温かく見守ってくれる周囲の優やさしさに、もっと力を使いたいと思えてしまう。

　それを話せば、聞いていたローディスが名案が浮うかんだと言いたげにぽんと己の手を叩いた。

「いっそ聖女の祝福パレードとかしてみたらどうだ？　市民は道沿いに並んで、そこをキャスが聖女の力を振りまきながら歩く。楽団やサーカスも呼んで華はなやかにして、楽しそうだろ。ついでに警邏も済ませば一石二鳥」

　ローディスの提案に、キャスリーンがむぅと唇くちびるを尖とがらせた。

「それじゃ見み世せ物ものじゃない。聖女の癒しは見世物じゃないの。それに警邏は市民の安全を守るためなんだから、パレードのついでになんて出来るわけが無いでしょ。ねぇロイ」

「あぁ、警邏は第四騎士隊の立派な任務だ。使命感を持って務めなきゃな」

「そういうなら買い食いを止やめろ。どこに行ったのかと思ったら……」

　総菜パンを食べながら歩くロイに、アルベルトが溜息交じりに咎とがめる。

　キャスリーンが「いつの間に！」と声をあげるのは、ロイの買い食いに気付けなかったからだ。そして同時に悔くやむのは、またしても彼等の買い食いを見み逃のがしてしまったからである。

　双ふた子ごの買い食いは第四騎士隊名物であり、キャスリーンの警けい邏らと並んで市民に愛されている。

　その愛されようと言えば、通り掛かりの市民がロイに「美味うまそうだな、どこの店だ？」と尋たずね、店名を聞くやいそいそとそちらへと向かうほどである。

　ただでさえ瓜うり二ふたつという容姿で目立つ彼等が、美味おいしそうに何かを頰ほお張ばる。それだけで宣伝になるのだ。……もっとも、第四騎士隊の他ほかのメンバーからしてみれば許せる事ではない。騎士隊の名めい誉よにかけて何とか阻そ止ししようと決意し合って今に至る。

　……いまだ阻止出来ず、ロイが総菜パンを頰張っている今に至る。

　なにせローディスと話していればロイが買い食いをし、ロイを警けい戒かいしていればいつの間にかローディスが菓か子しを頰張っている……と、双子の巧たくみなコンビネーションと買い食いへの貪どん欲よくさに誰もが翻ほん弄ろうされてしまう。

　キャスリーンも阻止しようと努めているが、市民から癒しの力を求められると応じないわけにはいかない。その隙すきに双子のどちらかがすっと視界から消えてしまうのだ。

　また今回も阻止出来なかった……とキャスリーンとアルベルトが顔を見合わせて肩かたを落とすも、それを見る双子の得意げな表情といったらない。

「でも、キャスは俺達のどっちかでも止められるんだから大したもんだよな。他の奴やつらだと買い食いし放題だし。なぁロイ」

「あぁ。みんな俺達の区別がつかないから『何言ってるんだ、食べてるのは俺じゃないだろ』って言えばすぐに騙だまされる」

「だから私が二人と組まされるの。皆から『俺達の仇かたきを討うてるのはキャスしかいない』って託たくされてるんだから。次こそは買い食いさせないからね！」

　二人共止めてみせる！　そうキャスリーンが宣言すれば、ローディスとロイが不敵に笑った。普ふ段だんの悪戯いたずら気な笑みとは違ちがう、まるで煽あおるかのような挑ちよう戦せん的な表情。

　それを睨にらみ付けるキャスリーンの瞳にも闘とう志しが宿っている。金の髪が気き魄はくでふわりと浮かび上がりそうなほどだ。

　これぞまさに騎士の睨み合い。緊きん迫ぱくした空気が漂ただよい、誰もが気け圧おされ言葉を飲み込み……などするわけがない。なにせ話題は買い食い、それもロイの片手にはいまだ食べかけの総菜パンがある。

　おかげで周囲も穏おだやかに笑ってこのやりとりを見守っている。それどころか祖父母の年代に至っては「相変わらず元気で良いねぇ」とやんちゃな孫を見るかのようだ。

　だが一いつ瞬しゆんにして周囲がざわつきだしたのは「誰か来てくれ！」と助けを求める声が聞こえてきたからだ。鬼き気き迫せまったその声に誰もが息を吞のみ、キャスリーンがビクリと肩を震ふるわせる。

　一瞬にしてアルベルトが剣けんの柄つかに手を掛けたのは、さすが騎士の反射神経と言えるだろう。先さき程ほどまでふざけていたローディス達もアルベルトに負けず劣おとらずな反射神経で剣を手にし、声の主を探さぐるように周囲に視線をやっている。先程までのゆるいやりとりが噓うそのように、三人とも警戒を露あらわにした表情で声の主を見つけるや駆かけ寄った。

「何だ、何があった！」

「その制服、王宮の騎士か！　良かった。市街地の外れで柄がらの悪いのが集まってるんだ。女性が一人捕つかまっていて……」

「分かった。俺達が行く、任せてくれ」

　助けを求めてきた男の肩を叩たたいて、アルベルトが彼の瞳を見つめて頷く。落ち着かせるためだ。騎士の中でも背が高く勇ましいアルベルトの「任せてくれ」という一言に、青ざめていた男の表情に僅わずかながら安あん堵どの色が浮かぶ。

　そうしてアルベルトは男が来た方向へと視線をやり、「行くぞ」と声を掛けると共に駆け出した。もちろんキャスリーンもローディス達と共に彼の後を追う。

　だがもとよりキャスリーンとアルベルト達には脚きやく力りよくの差があり、徐じよ々じよに距きよ離りが出来てしまう。なにせキャスリーンは騎士の訓練こそ受けているものの、身体能力はただの少女程度。対してアルベルト達は騎士として十分な素質をもっている。それもアルベルトはかつて氷騎士と謳うたわれた程で、双子もまた身軽さでは騎士隊の中でも抜ぬきんでている。

　そんな彼等と共に走れるわけがない。最初こそ手を伸のばせば届きそうだった距離が次し第だいに遠くなり、彼等の背が小さくなっていく。

「キャス、後から付いてこい！」

　振り返ることすらせず投げかけられるアルベルトの言葉に、キャスリーンの胸に不ふ甲が斐いなさが湧わく。

　だが今はその不甲斐なさに足を止めている場合ではない。そう己おのれに言い聞かせ、せめて見失わないようにとアルベルト達の背中を見つめ……。

　スッ……と、左右を挟はさむように擦すり抜けていった二つの影かげに、煽られるように金糸の髪かみを揺ゆらした。

　速い。

　キャスリーンより、それどころか前を走るアルベルト達に負けぬほどに速い。

　二人共灰色の上着を着ており、それがたなびくように翻ひるがえる。銀の髪と黒色の髪は対照的で、とりわけ黒髪の方は長い髪を一つに結ゆわき、揺らす様はまるで流星の尾おのようだ。

　迷いなく駆けていく二人の後ろ姿に、キャスリーンが虚きよを衝つかれたと言いたげに走る速度を緩ゆるめかけ……、

「ま、待って……！　危ないですよ！」

　と、慌あわてて声を掛けて再び走り出した。

　アルベルト達には先行を託した。待たれて足あし手で纏まといになるくらいなら後から駆けつけて出来る事をするだけだ、そう考えられる。

　だが市民は別だ。彼等にどんな目的があるのか分からないが、危険な場所に向かう市民をみすみす見逃せるわけがない。

「でも速い……！　待って、危ない……待って、聞いて！　置いてかないでぇ！」

　そんなキャスリーンの悲痛な制止の声が響ひびいた。……誰だれも足を止めなかったが。




　そうしてキャスリーンが前を走る二人を追って現場へと向かえば、そこは長閑のどかな市街地とは一転して緊迫した空気が漂っていた。

　向かい合うは、両手に足りそうな人数の男達と、アルベルト達。男達の後ろには女性が一人座り込んでおり、己の体を抱だきしめるようにして怯おびえを露わにしている。見たところ痛みに苦しんでいる様子は無いが、立ち上がってこちらに逃にげてくる事は出来そうにない。

　アルベルトとローディスは既すでに剣を抜いている。ロイは剣こそ抜いてはいないものの、柄に手を掛かけ一いつ触しよく即そく発はつといった様子だ。

　そんな中にキャスリーンがレイピアを片手に飛び込めば、アルベルトが振り返りキャスリーンを呼ぼうとし……共に来た二人の姿に言葉を止めた。

「……お前達、なんでここに」

「アルベルト隊長！　後ろ！」

　アルベルトが呆ぼう然ぜんとしたことで隙が出来たと考えたのか、対たい峙じする男達の一人が彼に殴なぐりかかってきた。

　剣を持つ騎き士しを相手に素す手でとは無む謀ぼうもいいところだが、数で押せると考えたのだろうか。もしくは、騎士ならばそう簡単には市民に手を出せまいと考えたのか。

　だが事実、威い嚇かくのため剣を抜きこそしたものの振ふるうことが出来ず、アルベルトが悔くやしそうな表情で迫せまる拳こぶしを避よける。仮にこれが戦場であったなら、殴りかかってくるのが殺意と悪意を持った明確な敵であったなら、アルベルトは迷うことなく剣を振るって鋭するどい一いち撃げきを放っていたはずなのに……。

　見ればローディスも同様、基本的には避けと捕ほ縛ばくに徹てつし、応戦も専もつぱら軽い殴おう打だのみ。普段はふざけた態度の彼も根は騎士なのだ、それも実戦の経験も豊富で、むしろ今のような乱戦は得意とさえ言える。……これが剣を振るえる相手であったなら、だが。

　ロイもまた女性を助けに行こうとしているものの、うまくいかず歯は痒がゆそうにしている。

　理由を知らぬ者がこの状じよう況きようを見れば、市民相手に苦戦をするなどなんて頼たよりない騎士だと思うだろう。

　だが彼らが本来の力を発揮出来ないのには理由がある。

　なにせ相手は一いつ般ぱん市民、それも現状どういった経緯いきさつがあるか分からないのだ。無む闇やみに剣を振るうわけにはいかず、片方の訴うつたえを信じて勝手な判断で善悪を決めつけて行動するわけにはいかない。

　騎士が国民を守る存在だから尚なおの事、もどかしい戦いを強しいられている。

「何をやってるんだ、アルベルトは……！　あんな相手一撃だろう！」

「そう言うな。この状況じゃ仕方ないだろ」

　とは、そんな戦いを見ていた二人の会話。

　自らも戦いの中に入ろうとしていたキャスリーンが、二人の会話におやと足を止めた。彼等の口調はアルベルトのことを、そして彼の強さを知っているかのようだ。

　とりわけ長ちよう髪はつの男はアルベルトの戦いに憤いきどおりを感じ、今まさに剣を手に飛び込みかねないほどである。麗うるわしい顔つきをしているが、だからこそ並々ならぬ気き魄はくが漂っている。

「あの、お二人はアルベルト隊長と……」

　知り合いなのか、と問いかけたキャスリーンの言葉に、「キャス！」と己を呼ぶアルベルトの鬼気迫った声が被かぶさった。

　キャスリーンが慌てて振り返れば、喧けん騒そうの中からこちらに駆け寄ってくる男の姿が見える。それも間近に迫り、捕とらえようと伸ばされた手が眼前に迫る。慌ててレイピアを構えるが、それより先に男の手はキャスリーンの腕うでを摑つかみ、ぐいと強ごう引いんに引き寄せてきた。

　しまったと心の中で己の迂う闊かつさを悔くやむ。だが抵てい抗こうしようとした瞬しゆん間かん、キャスリーンの頭上をひゅんと何かが横切っていった。
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　引き寄せようとしていた男がくぐもった声をあげ、顔を歪ゆがませて頽くずおれていく。痛みすら与あたえかねないほどに強く摑んできた手も、力なくするりと抜けていった。

　いったい何が……とキャスリーンが慌てて振り返れば、そこに居たのは先さき程ほどまでアルベルトの戦い方について話をしていた二人。いつの間に抜いたのか、二人とも剣けんを手にしている。

　キャスリーンがあっけにとられるように瞬まばたきをすれば、一人が剣を戻もどすと共に肩かたを竦すくめた。

「安心してくれ、切ってない。さすがにアルベルト達を差し置いて刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こす気は無いからな」

「馬ば鹿かを言うな、私は切るつもりだった。お前より先に放てていたら、あいつの首を一刀両断してやったのに」

　キャスリーンを落ち着かせるためかおどけた態度を見せる銀ぎん髪ぱつの男に対して、黒髪の男は随ずい分ぶんと冷ややかな事を言い放つ。

「俺は今、お前より先に剣を抜いた己の瞬しゆん発ぱつ力りよくの高さに感謝してるよ」

「私の瞬発力が劣おとってるとでもいうのか？　失礼だな」

「違ちがう、そうじゃなくて……。いやもう良い、とりあえず片付いたみたいだからこの話は終わりにしよう」

　溜ため息いき交じりに男が話の終しまいを告げる。その言葉にキャスリーンが振り返れば、男達を叩き伏ふせるアルベルト達の姿が映った。







　そうして男達を捕らえ、一人から話を聞く。

　まだ日が高いというのにだいぶ酔よっ払ぱらっており、どうやら酔いの勢いと集団ということで気が大きくなり、誘さそいを断った女性に対し横暴な態度に出てしまったらしい。アルベルト達に打ち倒たおされ、増ぞう援えんに来た騎士達に取り囲まれ、先程までの威い勢せいはどこへやら随分と大人しく連行されていった。

　男達に囲まれていた時こそ不安と恐きよう怖ふを露あらわにしていた女性も、今は双ふた子ごに事情を説明している。──双子に挟まれそのうえ左右から同じ声で話をされて混乱しているが、恐怖で怯える相手を双子で挟み、混乱という名のリセットをさせるのは第四騎士隊の常じよう套とう手しゆ段だんである──

　良かった……とキャスリーンが安あん堵どの息を吐つく。大事には至らず、それどころか誰も負傷する事なく解決する事が出来た。これならば聖女の癒いやしは必要ないだろう。

　そう考えて胸を撫なで下ろした瞬間、ローディスに声をかけられた。見れば彼が手招きしており、その隣となりには先程まで捕らわれていた女性と……そして己おのれの手を押さえるロイの姿。

　まさか怪け我がをしたのではないか、そう考えればキャスリーンの胸に不安が湧わき、手にしていたレイピアを腰こしに戻すと慌てて彼のもとへと駆かけ寄った。

「ロイ、どうしたの!?」

「ちょっとへました。悪いんだが治してくれないか」

「任せて、怪我したのは手ね！」

　見せて、とキャスリーンが彼の手を取る。

　見たところ負傷した箇か所しよは無く、言われて初めて指先がほんのりと赤くなっているのに気付く程度だ。それだって、剣を握にぎり過ぎていたと言われれば納なつ得とくしてしまう程度のもの。

　ロイ曰いわく、指先にものが触ふれると痺しびれに似た痛みが走るのだという。だから戦うより女性救出の役割に出たのだと話す彼に、キャスリーンが首を傾かしげた。

　……火傷やけど、だと思う。

　だがどうして今の流れで火傷を負ったのかが分からない。剣と素手の戦い、男達の中には棒きれを手にしていた者もいたが、それだって火傷を招くようなものではない。

「ロイ、怪我したのはいつ？」

「……さっきだ」

「さっきって、いつ？　どこで？　何をして？」

「警けい邏らに出て直すぐ、市街地の店で、熱々の総菜パンを受け取った時」

「自じ業ごう自得！」

　ペチン！　と彼の右手を叩たたいてキャスリーンが喚わめく。もちろん聖女の力を使う気にもならず「直ぐに冷やせば良かったのに！」と適切な処置方法を教えるだけだ。

　仮にも国の至宝と言われる聖女の癒し、警邏の買い食いで負った火傷を治してやる気にはならない。

　そうきっぱりと告げれば、ロイが不満を訴うつたえるような表情を浮うかべた。──対して、こうなる事は最初から予想していたのだろう、ローディスは随分と楽しそうだ。男に囲まれ恐怖を、双子に挟はさまれ混乱を覚えていた女性も、今はクスクスと笑えんでいる──

「なんだよ、伯はく爵しやくの腰よう痛つうは治してやるんだろ。俺の火傷も治してくれよ」

「それは聖女キャスリーンの務めだもの。でも今は騎士キャスだから、自業自得な怪我は治さないの。治して欲しかったら、伯爵になって午前中に謁えつ見けんの申し出をしてね」

　そうしたら聖女として治してあげるとキャスリーンが告げれば、ロイの表情がより不服そうなものに変わる。茶ちや化かすつもりが逆にしてやられたと言いたげだ。

　そんな彼に、せめてと指先に薬を付けて応急手当を済ませる。次いでキャスリーンがふと視線を向けたのは、同行してきた二人の男だ。

　彼等はじっとこちらを見つめ、とりわけ長髪の男の視線は厳しいものすら感じられる。先程の物ぶつ騒そうな発言と、彼の凜りんとした美しさが合わさって言い得ぬ迫はく力りよくだ。何か失礼な事でもしてしまっただろうか……とキャスリーンの胸に疑問と居い心地ごこちの悪さが湧く。

　だがそんな胸の疑問を打ち消したのは、アルベルトが「マリユス、シャル」と彼等のもとへと向かったからだ。

「驚おどろいた、いつからこっちに来てたんだ」

　そう尋たずねるアルベルトの言葉からも、彼等が知り合いだと分かる。

　マリユスと呼ばれた男もまたアルベルトに対して「久しぶりだな」と爽さわやかに笑んで片手を差し出した。柔やわらかく笑えば人ひと懐なつこい印象を感じさせる。先程キャスリーンを慰なぐさめるためおどけた態度を見せてもいたし、きっと友好的な性格なのだろう。

　……もっとも、マリユスの隣に立つシャルと呼ばれた男はいまだキャスリーンをじっと見つめているのだが。艶つやのある黒い長い髪かみに、同色の瞳ひとみ、麗しい顔つきは睨にらむと常人以上の迫力がある。

「あのシャルって男、随分とキャスにご熱心だな」

「ローディス、冗じよう談だん言わないでよ」

「いや、でも冗談抜ぬきにキャスを見てるぞ。何かしたのか？」

　それほどまでだと言いたげなローディスに、キャスリーンが首を振ふって無罪を訴うつたえる。

　何かしたかもなにも、彼とは初対面だ。むしろ初対面と言えるほど顔を合わせてもいない。

　さっと横切られ、ここまで共に走ってきた。……むしろキャスリーンが必死になって彼等を追ってきただけ。

　それをローディスに訴えても、いまだシャルはこちらを凝ぎよう視ししている。むしろ凝視どころではなく、睨んでいると言っても過言ではない。

　無言の圧力を感じ、ならばとキャスリーンが彼等のもとへと向かった。誤解があり睨まれているのなら解決せねばならないし、もしかしたら睨まれているというのはキャスリーンの勘かん違ちがいかもしれない。

　このまま理由も分からず見つめられ居心地の悪い思いをし続けるくらいなら、さっさと話しかけてしまうべきだ。

　そう考えて彼等のもとへと向かえば、マリユスと話していたアルベルトが気付いてこちらを向いた。

「キャス、怪我は無かったか？」

「はい。アルベルト隊長は？」

「あぁ、俺も大だい丈じよう夫ぶだ。そうだ、こいつらはマリユスとシャル。以前に同じ騎き士し隊に所属してた昔むかし馴な染じみだ」

　アルベルトが二人を紹しよう介かいする。キャスリーンが視線を向ければ、マリユスが軽く頭を下げて爽やかに微笑ほほえみ、シャルもまた無表情ながらに会え釈しやくをしてきた。

　キャスリーンも彼等に応じるように頭を下げ、先程の礼を告げる。

　次いでアルベルトがキャスリーンの頭をぽんと軽く叩いた。

「二人とも、彼女はキャス。今は第四騎士隊の騎士で、あと……」

　ふと、言葉を止めてアルベルトがキャスリーンの後方へと視線を向ける。

　彼の視線の先には双子の姿。相変わらず瓜うり二ふたつである。会釈をするタイミングまで同時だ。

　そんな双子をしばらく見つめ、アルベルトが「彼等は……」と言い淀よどんだ後、

「どっちかがローディスで、どっちかがロイだ」

　と、判別を諦あきらめた。

「お前、隊長としてそれはどうなんだ……」

「言ってくれるなマリユス。こいつらの区別はキャスにしかつかないんだ。素人しろうとが言い当てようとしても騙だまされるのがオチだ」

「私もべつに言い当てるプロじゃないですよ！」

　キャスリーンが慌あわてて訂てい正せいすれば、ぽんぽんと頭を撫でて宥なだめられてしまった。背後で双子が舌打ちするのは、『自分達の区別がつかないアルベルト』と『そんな彼の昔馴染み』を相手に悪戯いたずら出来ると期待していたからだろう。

　そう考えればアルベルトの『判別を諦める』という手段は有効かもしれない……とキャスリーンの思考が脇わきに逸それるも、アルベルトの「それで」と改める言葉ではたと我に返った。

「二人とも、いつからこっちに居たんだ？」

「いや、今さっき着いたばかりだ。……アルベルト、急な話で悪いが、バクレールに戻もどってきてくれ」

　前まえ振ふりもなく、それどころか説明する暇ひまもないと言いたげなマリユスの言葉に、キャスリーンが目を丸くさせて彼を見る。

　先さき程ほどまで爽やかで愛あい想そのよい笑顔を見せていたマリユスが、今は真しん剣けんな表情でアルベルトに視線をやっている。深い茶色の瞳、微笑むと好感の持てる好青年といった風ふう貌ぼうだが、鋭するどさを増した今は騎士らしい迫力がある。

　隣となりに並ぶシャルもまた、今は視線をアルベルトへと向けている。二人からは張り詰つめた空気が感じられ、キャスリーンは口を挟むのが躊躇ためらわれてアルベルトを見上げた。

　藍あい色いろの髪が揺ゆれる。普ふ段だんは愛いとしげに見つめてくれる同色の瞳が、今は余所よそに向けられている。何か考え込んでいるのだろう表情は険しく、そうしてゆっくりと口を開くと、

「話は別の場所で聞く」

　とだけ返した。承しよう諾だくはしないが拒きよ否ひもせずに。







　移動した先は市街地にあるレストランの一室。

　昼を過ぎた頃ころだけあり店内に客は少なく、営業はしているが全体的に長閑のどかな空気が漂ただよっている。夕食のかき入れどきまでの束つかの間の平へい穏おんといったところだ。

　そんな店の個室。時間帯もあってか店員も直ぐに通してくれ、頼たのんだ紅茶も手早く届けられた。店員が恭うやうやしく一礼して扉とびらを閉めれば、シンとした静けさが漂う。店内に数名居た客達の話し声も室内までは届かない。落ち着いて話をするには最適だ。

　そんな静けさの中、口火を切ったのはシャル。

「アルベルト、私達だけで話がしたい」

　彼の声は澄すんでいるが、キャスリーン達に対して棘とげを感じさせる。言葉にこそしないが、無関係だから追い出せと言いたいのだろう。

　それに対してアルベルトがチラとキャスリーンに視線を向けてきた。彼の藍色の瞳に、キャスリーンの胸に湧わいた不安が増す。彼等がどんな話をしようとしているのか、見当もつかないのだから尚なお更さらだ。無関係と突つっぱねられれば反論出来ない。

　もしかして、このまま追い出されてしまうのだろうか……と。

　だがキャスリーンの不安を余所に、アルベルトは視線が合うと穏おだやかに笑って返してきた。

「大おお事ごとにしたくないのは分かってる。だがキャスにはきちんと話をしておきたい」

「……アルベルト隊長」

「込み入った話になるだろう。だけど聞いてくれるか？」

　そう尋ねられ、キャスリーンが頷うなずいて返す。

　アルベルトの表情、そしてマリユスとシャルから漂う張り詰めた空気から、彼等がこれからしようとしている話が深刻なものだと分かる。それでもアルベルトに関かかわることならば、どんな話でも聞きたいと思えるのだ。

　それを訴うつたえるように彼を見つめれば、ぐいと三つ編みを引っ張られた。隣に座るロイだ。彼の向かいにはローディスが座っており、「俺の分も引っ張ってくれ」と片割れをせっついている。

「キャスばっかずるいぞ。アルベルト隊長、俺達は？　俺達には『聞いてくれるか？』って聞かないんですか」

「お前達は何を言っても退室させてもどうせどっかで情報仕入れるだろ」

「そりゃもちろん。むしろ隠かくされれば隠されるだけ燃えます。なぁローディス」

　ロイが同意を求めれば、ローディスが得意気に頷く。

　それに対してアルベルトが呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。もっともいかに上官であるアルベルトが溜息を吐いたところで双ふた子ごが反省などするわけがない。にんまりとした笑えみを浮うかべており、アルベルトが諦めを示すように肩かたを竦すくめる。

　そんなやりとりの中、シャルがコホンと咳せき払ばらいをした。早く本題に入るべく急せかすその咳払いに、室内に再び張り詰めた空気が戻ってくる。

　シャルの瞳が鋭さを増してキャスリーン達へと向かう。とりわけキャスリーンに対しては鋭く、無言の圧力さえ感じかねない程だ。次いでアルベルトを見つめるのは、「本当に話を聞かせて良いのか」と尋たずねているのだろう。

「キャス達は信用出来る。絶対に他言はしない、だから話を続けてくれ」

「……信用、か」

「アルベルトがそこまで言うなら良いさ。なぁシャル」

　マリユスに促うながされ、シャルが再びキャスリーンに視線を向けると頷いた。

　キャスリーンの胸に言い得ぬ不安がよぎったのは、シャルがわざわざ自分だけを一いち瞥べつしたからだ。向けられる警けい戒かいの色は気のせいではないだろう、それも、自分だけに向けられるのも勘違いではないはず。

　だが今はその疑問を解消すべきではない。そう判断し、話し出すマリユスへと視線を向けた。




　バクレールは国の端はしにある小さな領地だ。キャスリーン達が暮らす王都とは比べられるものではなく、娯ご楽らくも少なく目立ったものもない。過か疎そとは言えない程度に細々と続く、アルベルトの故郷。

　話題にあがるようなものもなく、キャスリーンも以前にアルベルトに故郷だと言われて初めて地名を思い出した程度だ。それも、彼は話したがらないのかあまり話題にはしてこないので情報は少ない。

　そんなバクレールに、以前からよからぬ輩やからが出入りしていたという。不正を働き、領民を脅おびやかし、時には金品の強ごう奪だつも行う。

　手引きしているのはエネット家。よりによって土地を治める領主の一族、領主が不正に荷か担たんすれば領民の訴うつたえなど通るわけが無く、土地が汚お染せんされるのはあっという間だ。

　まさか国の一いつ端たんでそんな事が行われているとは……と、呟つぶやくように「騎き士し隊は」と問うも、マリユスが歯がゆそうに頭を搔かいた。

「バクレールは小さな土地だ。騎士隊もあってないようなもので、次し第だいに飲まれていった。恥はずかしい話だが、今じゃエネット家と内通してない者の方が少ないくらいだ」

「そんな……」

「それも二年前に当主交代したことで加速した。今じゃ領地中を抱だき込んでやりたい放題だ。あれこれ難なん癖くせ付つけて税を払はらわせて、領民を支配下に置いてる」

　忌いま々いまし気にマリユスが話す重税の金額に、キャスリーンが息を吞のんだ。政まつりごとは全すべて国の重じゆう鎮ちん達に任せていたが、それでもエネット家が強しいる税が不当な金額だと分かる。それほどなのだ。

　トルステア家のキャスリーンでさえ驚おどろいてしまうのだから、払わされる領民はどれだけ苦しい思いをしているのか。

　重税を払うのに誰だれもが必死で、エネット家への糾きゆう弾だんも次第に少なくなっていった。今では領民は明日の生活を考えるだけで精せい一いつ杯ぱい、糾弾をする余よ裕ゆうも無いという。

　抑おさえる者は誰もない、マリユスの言う通りエネット家のやりたい放題だ。

　エネット家の屋や敷しきには宝石商や商人が足あし繁しげく通い、毎夜楽団の軽かろやかな演奏が流れてくるという。貧困に喘あえぐ者達の耳に楽団の音楽はどう届くのだろうか、想像するだけでキャスリーンの胸が痛む。

「そんな報告、王宮には……」

「私腹を肥やすための重税だ。王宮にきちんと報告なんてあげるわけがない。王宮にはさぞや平穏な報告書がいってるんだろうな」

「でも王宮から定期的に視察を出しているはず。それほどの重税を課せられ不正が蔓まん延えんしているなら、視察が見ればすぐに」

「エネット家は手広く裏金を配ってる。王宮にも内通者がいるんだろう。たまに視察も来るが、苦しんでる領民を横目にエネット家の奴やつらと高笑いして豪ごう華かな食事会を開いてる」

「そんなこと……」

　マリユスから告げられるバクレールの実態に、キャスリーンが悲痛な声を漏もらした。

　住む土地を不正の温おん床しようにされ、訴えも踏ふみにじられ、騎士隊も頼たよれない。なにより、誰よりも味方であるべき領主が率そつ先せんして自分達を苦しめる……。

　領民の心は既すでに折れ、若者はバクレールの実態から目を背そむけて離はなれていくのだという。

　残されたのは、田畑があるため土地を離れられぬ者や、年老いた者達。力無き者達が残されれば、よりバクレールの不正が進む。

「俺達も王宮に訴えてはいるんだが、証しよう拠こが足りない。どうにもエネット家の守りが堅かたくて、訴えた矢先に潰つぶされてる可能性が高い。明確な証拠がまだ摑つかめてないんだ。だがのんびり待ってられる余裕も無くなった」

「どういう事だ？」

「エネット家の動きが活発になってきた。噂うわさじゃ近きん隣りん諸国に繫つながりを持とうとしてるらしい」

　マリユスの話にアルベルトが息を吞む。だが次いで彼が「馬ば鹿かな真似まねを」と呟いたのは、現状隣国と自国が友好関係にあると知っているからだ。

　キャスリーンも同様。聖女は政に口を挟はさむまいとしているものの、それでも国家間の関係は把は握あくしている。友好国で、不正を働く領主と組むなどとは考えられない。むしろ下手な誘さそいを掛かければ侮ぶ辱じよくとさえ取られかねない。

「エネット家は領地内でやりたい放題だ。参ったことに、それが他所よそでも通じると思ってる節がある。他所から不ふ穏おんな輩を招いたり、他所と繫がるために強ごう引いんな手を使ったり……。品の無い動きだ。このままいくとエネット家どころか国全体が顰ひん蹙しゆくを買いかねない」

　重々しい口調でマリユスが話す。その口調は棘を感じさせるが、はたしてそれはエネット家だけに向けられたものか。「恥ずかしい話だ」と言い捨てる彼の声はどこか自じ虐ぎやく的だ。

　そんなマリユスに代わり、今度はシャルが話し出した。

「王宮を動かすほどの確証は摑めていない。私とマリユスだけでは直接訴えたところで信しん憑ぴよう性せいも得られないだろう。だからアルベルト、お前にも協力してほしい」

「シャル……」

「あんな事があってバクレールを去ったお前に戻もどってこいなんて、非道な話だと責められても仕方ないと思ってる。だが騎士隊にはエネット家と通じている者が多く、もう誰を味方にして良いのか分からない状じよう況きようなんだ。……まるで、かつての」

　シャルの言葉は澄すんだ声こわ色いろに反して弱々しい。申し訳なさそうに視線を逸そらし、何かを言い掛け……口を噤つぐんだ。

　そんな彼の言葉に、キャスリーンが彼とアルベルトに交こう互ごに視線をやった。シャルの話にあった『あんな事』という言葉に、妙みように胸がざわつく。

（あんな事……？　アルベルト隊長は氷騎士の名を買われて王宮に呼ばれたって言ってたけど、それだけじゃないの……？）

　キャスリーンの脳のう裏りに、かつて聞いたアルベルトの話が蘇よみがえる。

　その話の中には『あんな事』に該がい当とうしそうなものはない。

　だが今それを問う空気ではなく、キャスリーンは胸に湧わく不安をなんとか押しとどめて再びシャル達に視線を向けた。

「すぐにとは言わない……と言いたいところだが、あいにくと時間が無い。私達がこっちに居られるのも数日だ」

「本当はシャルと二人でゆっくり観光としゃれ込みたかったんだけどな。俺達が長くバクレールを離れたらエネット家が大喜びだ」

　参ったと言いたげにマリユスが肩を竦める。あらかた話し終えて気が楽になったのか、それとも重苦しいこの空気を少しでも和やわらげようと思ったのか、真しん剣けんみを帯びた雰ふん囲い気きがいつの間にか気さくな好青年のものに戻っている。

　対してシャルはいまだ厳しい表情のまま、マリユスに対して「馬鹿なことを言うな」と彼を咎とがめた。睨にらみつける眼光は仲間に対してなのに随ずい分ぶんと鋭するどい。

「馬鹿なことって、少しは心の余裕を持つのも大事だぞ。王都なんて滅めつ多たに来られないんだ。どのみち滞たい在ざいするなら楽しんだ方がいいだろ」

「故郷の大事が迫せまっているのに、のんびりと観光なんて出来るか」

「宿の近くに良いレストランがあるらしい。飯ぐらい豪華にしても罰ばちは当たらないだろ」

「食事は宿で取ればいいだろ。領民が苦しんでいるのに、騎士である私達が贅ぜい沢たくなど許されるわけがない」

　きっぱりとシャルに断られ、マリユスが盛大に溜ため息いきを吐つく。少しくらい息いき抜ぬきしてもという彼の訴うつたえはなかなかに切なげで、「それなら夕食後に二人で酒でも」と誘っては再び一刀両断に断られている。

　それほど王都に来ることを楽しみにしていたのか、挙げ句に隣となりに座るローディスに「こいつ堅かた物ぶつなんだよ」と訴えだした。

「これほどの堅物に、馬鹿真ま面じ目めなアルベルト隊長……。あんた随分と苦労したんだろうな、胸中察するよ」

「分かってくれるか。お前いいやつだな……。双ふた子ごのどっちか分からないけど」

　ローディスに宥なだめられ、マリユスが切なげに答える。

　突とつ如じよ生まれた友情を前に、キャスリーンがちらと隣を見上げた。アルベルトが小声で「馬鹿真面目……」と呟つぶやいているので、ひとまず彼の腕うでを擦さすって宥めておく──あいにくと否定してやる事は出来ないが──。この際なので、「誰が堅物だ」と反論するシャルは放ほうっておいた。







　そうして話し終え、店を出る。

　マリユスとシャルは市街地の宿に部屋を取っているらしく、宿に向かう彼等にアルベルトが同行を申し出た。その表情はまだ話したりないと言いたげだ。

「そりゃ俺達は構わないが、お前まだ勤めの最中だろ？」

「あぁ、そうだが……」

「大だい丈じよう夫ぶです、アルベルト隊長。隊の方には私がそれとなく説明しておきます」

　アルベルトの上着の裾すそをくいと引っ張ってキャスリーンが告げれば、困こん惑わくしていた彼の表情が和らいだ。「頼たのむな」と二つ返事で頭を撫なでてくる。

　勤めの最中に私用を優先させるなど、真面目なアルベルトらしからぬ行動だ。たとえ昔むかし馴な染じみとの再会だとしても、普ふ段だんの彼ならば騎士の勤めを優先するはずである。

　……よっぽど込み入った話がない限り。

「気の利きく部下に恵めぐまれたな、アルベルト。えぇっと、確かキャスだっけか」

　どうやら辺境のバクレールにはキャスの正体は伝わっていないらしく、マリユスが気さくな態度で手を伸のばしてきた。自分も頭を撫でようとしたのだろう。

　だがその手が既すんでの所で止まったのは、マリユスの手首が何者かに摑まれたからだ。何者か……険しい表情のアルベルトである。眉み間けんに皺しわが寄り、眼光はかなり鋭い。

「マリユス、聖女キャスリーン様に失礼だぞ」

「失礼ってお前が彼女の頭を、待てさっきまでキャスって……いたたたた、折れる、折れる！」

　離せ！　とマリユスが訴うつたえ、解放された己おのれの手首を擦る。

　次いで彼は改めてキャスリーンに向き直ると「え？」と間の抜ぬけた声をあげた。キャスリーンとアルベルトの交互に視線を向ける。頭上に特大の疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいそうな表情だ。

「キャス……だよな？　でも聖女って……聖女キャスリーン様？」

「はい。ですがアルベルト隊長のご友人でしたら、キャスで良いです」

「それはつまり、キャスがキャスリーン様で……。駄だ目めだ、混乱してきた。とにかく頭を撫でようなんて失礼しました」

　混乱状態のまま頭を下げてくるマリユスに、キャスリーンが気にしないでくれとフォローを入れる。『キャスリーンとキャスが同一人物』だという事はすでに王都では周知の事で、今いま更さらな彼の反応は失礼どころか少し新しん鮮せんで楽しくもあるのだ。

　シャルも言葉にこそしないが驚おどろいているようで、キャスリーンに近付くと改めるように視線を向けてきた。先さき程ほどまでの鋭い視線を思い出し、キャスリーンも思わず緊きん張ちようしてしまう。

「……聖女キャスリーン様？」

「はい、午前中は聖女です。でも今は騎き士しですので、キャスと呼んでください」

「聖女と騎士……」

　呟くようなシャルの言葉に、キャスリーンが頷うなずいて返す。そうして改めるように彼に片手を差し出した。

　何か誤解があって凝ぎよう視しされていたのかもしれないが、事情を話し終えた今ならば理解し合えると思ったのだ。アルベルトの昔馴染みなら尚なおの事。

　だがそんなキャスリーンに対し、シャルは差し出された手に返すことなく踵きびすを返して歩き出してしまった。「行くぞ、マリユス」という言葉は冷ややかで、キャスリーンの片手が行き場もなく宙で止まる。

　マリユスが慌あわてて彼の後を追い、どうしたものかと考えあぐねていたアルベルトがポンとキャスリーンの頭に手を載のせた。

「誤解しないでくれ、シャルも悪い奴やつじゃないんだ。その……事が事で、ちょっと気が立っているみたいで」

「だ、大丈夫です……！　アルベルト隊長のお友達なら、悪い人なわけがありません！」

　困惑しつつもフォローを入れてくるアルベルトに、キャスリーンが行き場の無くなった手を慌てて引っ込めて笑って返す。若じやつ干かん頰ほおが引きつってしまうが仕方あるまい。

　そんな強がりに、もちろん他ほかでもないアルベルトが気付かないわけがない。彼は数度キャスリーンの頭を撫で「すまない」と謝罪の言葉を口にしてきた。

「……全すべて終わったら、ちゃんと話をする場を作るから」

　ポンと最後に一度頭を軽く叩たたき、アルベルトがシャル達の後を追っていく。その後ろ姿を見つめ、キャスリーンが深く溜息を吐ついた。

　胸の内に言いようの無い不安が湧わく。それはシャルから受けた冷たい態度からくるものだけではない。むしろシャルに対して抱いだくのは「失礼な人！」という分かりやすい不満だけだ。

　今、胸を占しめるのはそれとは何か別の、置いていかれてしまったような寂さみしさ。

（アルベルト隊長、いったい故郷で何があったんだろう……）

　知りたいが、聞いてはいけないような気がする。そして何より『今まで知らされていなかった事がある』という事実が胸を締しめ付ける。

　だがそれと同時に湧くのが、他でもない自分が彼の秘密を知ろうとして良いわけが無い、という自じ虐ぎやくの念。

　聖女である事を隠かくし、キャスと身分を偽いつわって彼を騙だましてきた。そんな自分が、いったいどうして彼に問えるというのか。

（全て話して、なんて言えない。でも……なんだか遠くに行ってしまったみたい）

　マリユス達と共に宿へと向かうアルベルトがこのまま遠い故郷へ戻もどってしまいそうで、キャスリーンの胸に不安が増していく。見慣れた市街地の町並みが、今日だけは酷ひどく殺風景に見える。

　今すぐに彼を追いかけたい、だが追えるわけがない。

　そう己に言い聞かせ深く息を吐けば、ローディスが「行こう」と背中を叩いてきた。







　騎士隊に戻り、通常の訓練や業務をこなし、一日の務めを終えて解散……となっても、アルベルトは戻ってこなかった。

　キャスリーンの胸の内でいっそう不安が増す。だが仲間達に『アルベルトは用事を頼まれていつ戻るか分からない』と説明した手前、不安を顔に出すわけにもいかない。

　だからこそ、自分の気持ちと表情を引き締しめるため、パンッと己の頰を叩いた。

　隣に立っていたロイがそれを見て、いったいどうしたのかと顔を覗のぞき込んでくる。

「どうしたキャス。タコはストレスで自分の足を食べるって言うけど、エビはストレスで自分の頰を叩くのか？　海産物はもっと自分を大事にした方がいいぞ」

「……エビじゃないもん」

「ロイ、さすがに今のキャスをからかうのは止やめろよ。ほらキャス、そうチュウチュウ落ち込むなよ」

「だからネズミでもない……」

　普段通りの彼等のからかいを咎とがめる気力もなく、キャスリーンが「チュウ……」と呟いて項うな垂だれた。顔に出すまいと決めても、やはり日中の事が頭の中でぐるぐると回る。

　かつてバクレールでアルベルトに何があったのか。

　彼は昔馴染みの頼みを聞いてバクレールに戻ってしまうのか。

　なぜアルベルトの昔馴染みであるシャルは自分に冷たく当たるのか。

　色々と知りたい事が出てくる。だがそれと同時に胸に湧くのは、話してもらえない辛つらさ。そして自分はその辛さを仲間達に、そして彼に強しいてきたのだ。

　元より胸の内にあった不安に、さらに罪悪感が加わる。息が詰つまりそうで深く溜ため息いきを吐けば、ローディスがひょいと三つ編みを摑つかんできた。軽く揺ゆらしてくるのは、きっと彼なりの慰なぐさめだろう。抵てい抗こうする気力もなくされるがままでいれば、キャスリーンの視界も合わせて揺れる。

「奢おごってやるよ、なにか食いに行こうぜ」

　ローディスの誘さそいの言葉は、普段よりも随ずい分ぶんと優やさしい。

　気を遣つかわせてしまっていると察し、キャスリーンがなんとか笑え顔がおを取り繕つくろって答えようとし……バシン！　と背を叩かれて出かけた言葉を飲み込んだ。

　誰だれか？　ロイだ。

　これにキャスリーンはもちろんローディスも驚いて彼に視線をやる。

「おい、ロイ。今は冗じよう談だんはやめてやれよ」

「キャス、ローディス、行くぞ！」

「ロイ？」

　突とつ如じよ宣言するロイに、キャスもローディスも頭上に疑問符を浮かべる。だが当の本人は二人の疑問に答える様子もなく、それどころか返事も聞かずに歩き出してしまった。

　何かを決意したかのような表情だ。むしろ怒ど気きすら含ふくんでいるように見える。

　いったいどうしたのかとキャスリーンが彼を追い、ローディスと共に挟はさむように彼の隣となりに並んだ。それでもロイは真っすぐ前を見て歩いているのだからよっぽどだ。

「ロイ、行くってどこに行くの？」

「アルベルト隊長のところに決まってるだろ」

「でもまだマリユス達と話してるかもしれないだろ。俺達が行けば邪じや魔まになる」

「俺達はまだしも、キャスがアルベルト隊長の邪魔になんてなるもんか。あいつらがそんなこと言ったら、張っ倒たおしてやる」

　物ぶつ騒そうな発言と共に、ロイの歩く速度が増す。その荒あらい口調も足取りも、普ふ段だんのおどけた態度からは想像が出来ない。彼の纏まとう空気が張り詰めており、威い圧あつ的な気き魄はくすら感じさせる。

　そんなロイをどう止めて良いのか分からずキャスリーンが困こん惑わくしていると、ローディスが「まずいな……」と呟つぶやいた。すっとロイの隣から下がるのはきっと話がしたいからだろう、察してキャスリーンも少しばかり歩く速度を落としてローディスの隣に並ぶ。

「ローディス、どうしよう……。ロイがなんだか怖こわいよ」

「キャス、俺とロイは瓜うり二ふたつの双ふた子ごだし自他共に認めるほどに性格も似てる。だけどいくら双子と言っても微び妙みように違ちがうところがあるんだ」

「違うところ？」

「簡単に言うと、ロイは俺よりキレやすい」

　ローディスの発言に、キャスリーンが息を吞のむ。

　曰いわく、ローディスもロイも怒おこらせる専門で滅めつ多たなことでは怒らないが──平然と「怒らせる専門」と言い切るローディスには一言いってやりたいが、さすがに今は聞き流しておく──よっぽどの事があれば二人とて怒る。

　そしてそれが大事なものに関かかわる怒いかりだった場合、二人の対応は真逆になるのだという。

　ローディスは怒りのぶんだけ冷静に、そしてロイは……激げつ昂こうする。

「あれは間ま違ちがいなく部屋に飛び込むな。下手すると本当にマリユス達を殴なぐるぞ」

「そ、そんな……どうしよう！」

「キャス、先にアルベルト隊長達に知らせてくれ。こうなったロイは止められないが、足止めくらいなら出来る」

「分かった！」

　ローディスに指示され、キャスリーンが慌あわてて……それでいてロイを刺し激げきしないよう、彼に見つからないようにと別の道へ逸それて走り出した。




　宿への道は一本ではない。ロイに気付かれずに宿へ向かうのは容易だ。

　だが最短のルートを彼が歩いているため、キャスリーンは遠回りせざるを得なかった。

　そのうえ、怒りに任せて足早に歩くロイより先に宿へ……となれば、当然だが全力疾しつ走そうである。息も絶え絶えに宿に飛び込み、その勢いのまま受付カウンターに飛びつく。

「へやっ……！　お客さんっ、の……！」

「キャスリーン様？　いったいどうしました」

「バクレールからのっ、お客さん、男性二人がっ……！」

「バクレールから？　それなら３０４号室にお通ししましたが」

「３０４号室！　ありがとう！」

　受付係から部屋番号を聞き、キャスリーンは踵きびすを返すと再び走り出した。

　去り際ぎわに何か言われたような気がするが、足を止める余よ裕ゆうは無い。

　遠回りをして時間が掛かかった、もうすぐロイ達も着くだろう。それでなくとも走り続けて足が疲つかれているのだ、これで立ち止まって話をすれば、二度と足が動かなくなってしまう。

（せめてロイが来ることを伝えなきゃ。倒れるのはその後よ！）

　疲ひ労ろうを訴うつたえる足を叱しつ咤たし、階段を駆かけ上がる。

　二段飛ばしで駆ければ三つ編みが揺れてリズミカルに背中を叩たたいてくるが、今はそれすらも己を鼓こ舞ぶしているように思えてくる。




　そうして三階に辿たどり着き、通路を走る。

　３０１、３０２……と扉とびらに掛けられたプレートを横目に数え、３０４の扉の前で足を止めた。

　ここだ。弾はずんだ息のままドアノブを摑む。

（まずは名乗って、でもロイが来る前に事情を説明しなきゃ。だけど最初は部屋に来たことを詫わびるのが先かしら。でも、もしもアルベルト隊長がいなかったら!?）

　走っている間は急ぐことばかり考えていたため、いざ扉を前にすると第一声が思い浮うかばない。走って呼吸もままならず、落ち着きなど皆かい無む、その瞬しゆん間かんになった途と端たんに一気に考えが湧わいてきたのだ。

　だがいかに第一声が決まっていなくとも体の動きは止まらず、まるで体当たりするかのような勢いで扉を押し開けた。……ノックもせずに。

「アルベルト隊長！　ロイが！　あの、失礼します！　ロイが！　怒って！」

　混乱と勢いのまま、わけの分からない事を喚わめきつつ部屋へと飛び込む。

　そうしてキャスリーンが室内に視線をやり……動きを止めた。

　シンと静まった室内。居るのはシャルだけ。

　部屋着に着き替がえる最中だったのか、下は先さき程ほどまでのズボンを穿はき、上は……女性用の下着という姿。驚おどろいて硬こう直ちよくしているのか、突とつ然ぜん飛び込んできたキャスリーンに目を丸くさせている。

　……女性用の下着姿で。

　すらりとした体つきに飾かざりの少ない女性用下着はよく映はえており、胸むな元もとは緩ゆるやかな山を描えがいている。

　……緩やかな山を。

「……え？」

　とキャスリーンが間の抜ぬけた声をあげた。

　それとほぼ同時に、バタバタと忙せわしない足音が聞こえてくる。「ロイ、落ち着け！」だの「ここまで来て引き返せるか！」だのと喚く声は確かく認にんするまでもない双子のものだ。

　その声が次し第だいに近付いてくるが、キャスリーンはいまだ現状が理解出来ず啞あ然ぜんとしていた。「……シャル？」と呟いた己の声はまるで譫うわ言ごとのように細い。
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　その声に我に返ったのか、それとも双子の気配を察したのか、シャルが己の胸元を庇かばうように押さえ、

「さっさと扉を閉めろ！」

　と、怒ど鳴なりつけてきた。その声はこれでもかと怒気を感じさせるが、高く澄すんだ……女性の声だ。







[image: 第二章　王都に浮かぶ疑惑]




　一室に再び六人が顔を突つき合わせて座る。

　しゅんと項うな垂だれ、申し訳なさそうに時折シャルに視線をやるのはキャスリーン。対してシャルは眉み間けんに皺しわを寄せつつ瞳ひとみを閉じている。若じやつ干かん彼女の頰ほおが赤くなっているが、今それを指し摘てき出来る者はいない。

　アルベルトとマリユスは参ったと言いたげに溜ため息いきを吐つき、片割れといえどもこれは庇えないのかローディスは暢のん気きに紅茶を飲みつつ窓の外を眺ながめている。無関係を装うつもりだろう。

　……そして、一人床ゆかに座らされているのはロイ。

　その憐あわれな姿に、自分も同罪だとキャスリーンも彼の隣となりへと行こうと立ち上がろうとした。だがその直前、シャルが盛大に溜息を吐くと共に話し出した。

「扉に鍵かぎを掛けなかった私も悪かった。不用心なのは認める。だからって、ノックもせずに飛び込むなんて、いったい何を考えて……アルベルト、なんでお前が額を押さえてるんだ？」

「……いや、なんでもない。ちょっとかつての己の行動を省かえりみてるんだ。続けてくれ」

　うぅ……と唸うなりながらアルベルトが先を促うながす。そんな彼の態度に、シャルが怪け訝げんそうな表情で「本当に大だい丈じよう夫ぶか？」と尋たずねた。アルベルトの様子はそれほどまでに苦し気なのだ──なぜアルベルトが呻うめいているのか。彼もまたノック無しでドアを開けた前科があるからだ──。

　そんなアルベルトを横目に、キャスリーンが項垂れつつシャルを呼んだ。

「シャル、本当にごめんなさい……。貴女あなたの秘密をこんな形で暴あばくなんて。突然部屋に飛び込まれて秘密を暴かれる衝しよう撃げきは、私が誰だれより分かってるはずなのに……」

「うっ……！」

「だからアルベルトはなんで苦しんでるんだ。そもそも、私は別に性別を偽いつわってるわけじゃない。バクレールには男用の騎き士し服しかないからこれを着てるんだ。自分を偽るなんてそんな卑ひ怯きような真似まねはしない。もちろん、ノック無しに部屋に飛び込むなんて真似もしないがな」

「うっ……！」

「うぅ……!!」

「なんで二人して苦しむんだ」

　キャスリーンとアルベルトが同時に呻けば、シャルの口調に呆あきれが交じり始める。

　ローディスとロイが「それ以上は！」だの「これは手痛い……！」だのと口々に言っているが、シャルを止めようとしているのか煽あおっているのか半々だ。

　そんなやりとりの果てに、キャスリーンが改めてシャルに視線をやった。

　黒い艶つやのある長い髪かみ、切れ長の瞳は長い睫まつ毛げに縁ふちどられ、凜りんとした美しさを感じさせる。背は高いが、体つきはしなやかで腰こしのラインは女性的だ。

　どうして勘かん違ちがいしてしまったのだろう……とキャスリーンが心の中で恥はじ、再び彼女に対して頭を下げた。

「隠かくしていてもいなくても、着替えている最中に部屋に入るなんて失礼だわ。ごめんなさい……。もっと考えて行動すべきだった」

　いったい何が原因でシャルに冷たい態度を取られていたのかは分からないが、もしかしたら彼女は自分のこの思し慮りよの浅さを見み抜ぬいていたのかもしれない。

　なにより、原因がなんであれ、自分は失礼なことをしてしまったのだ。これはもう修復出来ない……そう考えるキャスリーンに、シャルが気まずそうな表情を浮かべた。

「そんなに何度も謝らなくても……。それに、私も確かに態度が悪かったのは反省してる」

「そうだよな。同じ騎士なのにキャスが小動物みたいで可愛かわいいから、つい冷たい態度を取っちまったんだよな」

「それはあるけど……でも……マァーリィーユゥースゥー？」

「そうやっかむなって、俺はお前の方が可愛いと思うぞ。シャーロットちゃん」

　なぁ、とマリユスがシャルをシャーロットと呼ぶ。それに対し、シャルがこれでもかと眼光鋭するどく彼を睨にらみ付け「その名前で呼ぶな！」と彼を咎とがめた。

　果てには剣けんを抜こうとしだすのだからよっぽどだ。だというのにマリユスは臆おくすることも無く彼女を「シャーロットちゃん」と呼び、可愛いと愛めでている。もちろん、そのたびにシャルの怒いかりが増していくのだが。

　怒りの矛ほこ先さきが一いつ瞬しゆんにして自分から移り変わり、キャスリーンがパチンと瞳を瞬またたかせた。えぇっと……と呟つぶやきつつどうしたものかとアルベルトを見上げれば、彼はこのやりとりを苦く笑しようを浮うかべて見守っているではないか。

「アルベルト隊長、シャルが怒おこってますけど……」

「本当にシャルが剣を抜いたら教えてくれ、俺が止める」

「そんなぁ」

「いつものやりとりだから大丈夫だ。むしろ変わってなくて安心した」

　クツクツと笑いながらアルベルトが眼前の昔むかし馴な染じみのやりとりを懐なつかしむ。そんな彼を見上げていると、キャスリーンの胸がチクリと痛んだ。

　アルベルトが懐かしんでいる過去を、自分は知らない。

「キャス、どうした？」

「いえ、大丈夫です。ただ、その……バクレールでの生活は、楽しかったのかなって……」

　そうキャスリーンがしどろもどろに話す。

　それを聞いてアルベルトが僅わずかに目を丸くさせ、次いでポンとキャスリーンの頭に手を載のせた。藍あい色いろの瞳が柔やわらかく細められている。

「悪かった。言葉足らずで不安にさせたな」

「……アルベルト隊長」

「大丈夫だ。キャスの隣にいる。キャスの時もキャスリーンの時も、かわらずそばにいる」

　頭を撫なでながら告げてくるアルベルトの言葉を聞き、キャスリーンの胸に安あん堵どが湧わく。

　そばにいる、それはかつて彼が誓ちかってくれた言葉だ。

　その約束を、他ほかの誰でもないアルベルトが違たがえるわけがない。

「アルベルト隊長、私もう大丈夫です」

「そうか？　でもあと少しくらい撫でても良いだろ」

「視界の隅すみでシャルが剣を抜ぬいた気がしますけど。それにマリユスが助けを求めてこっちを見ています」

「もう少しぐらい」

「でもそろそろロイとローディスが巻き込まれそう……巻き込まれました」

「よし、止めてくる」

　最後にポンと一度キャスリーンの頭を軽く叩たたき、アルベルトが立ち上がった。

　そうして「シャル、落ち着け。マリユスも揶揄からかうな」と止めに入る。なんとも慣れを感じさせるその対応に、バクレールでの彼等の関係が分かる。

　きっと今のやりとりを昔から繰くり返していたのだろう。

（いつかバクレールでの話をたくさん聞かせてもらおう）

　そう心の中で呟き、キャスリーンが深く息を吐いた。







　そうして宿を出て、ローディス達とも別れてトルステア家へと帰る。

　隣を歩くのはアルベルトだ。彼はキャスとして偽っていた時から変わらず、今もこうやって帰路を共にしてくれる。それどころかトルステア家の屋や敷しきの前まで送ってくれるのだ。

　かつては王宮の前で別れ、それすらも騙だましていると罪悪感を抱いだいていた。そして同時に、彼の隣を歩けるのはあと僅かと胸を痛めていた。

　だけど今は違う。そう考え、キャスリーンが目の前のトルステア家を見上げた。

「アルベルト隊長に家まで送ってもらうの、なんだか恥ずかしくて嬉うれしいです」

「嬉しい？」

「えぇ、前までは王宮までだったから。あの後、いつも隠れてトルステア家に戻もどってたんです。あちこちに抜け穴あながあって、でもばれないように家に帰るのは大変だったんですよ」

　懐かしいとキャスリーンが笑う。

　つい最近の事なのに、まるで随ずい分ぶんと昔のように思える。

　そう笑えみを零こぼしながら話せば、アルベルトも穏おだやかに笑んで頭を撫でてきた。彼もまた当時を懐かしんでいるのだろう。

　次いでアルベルトがポンと頭を一度叩いた。次にくるものは何か、別れの挨あい拶さつだ。

「明日はまた午後から来られるんだな」

「はい。謁えつ見けんが終わったら訓練所に行きます」

「そうか。でもあまり急がなくて良いからな。走って怪け我がするなよ」

「大だい丈じよう夫ぶです！　走れば準備運動になりますからね」

　あえて以前と同じ言葉を──アルベルトの前ではキャスでしか居られなかった時と同じ言葉を──返せば、彼もそれが分かってか小さく笑みを浮かべた。

　そうしてコホンと咳せき払ばらいをし、周囲を見回し……、

「これは、以前では出来なかったな」

　小さく囁ささやき、そっと顔を寄せてきた。頭を撫でていた手がするりと滑すべり、優やさしく頰ほおを押さえてくる。彼の親指が、まるで許可を求めるように一度唇くちびるに触ふれた。

　キャスリーンの胸が高鳴る。

　キスをするのだ。なんて恥ずかしくて心地ここち好よいのだろうか。

　己おのれの顔が赤くなっているのが分かるが、きっと夜の暗さが隠してくれる。サァと吹ふき抜ける夜風が涼すずしく感じるのは、頰に熱を灯ともしているからだ。だが今はそれすらも心地好い。

　そんな甘さに蕩とろけるように瞳ひとみを閉じ、訪おとずれる優しい感かん触しよくを待つ。彼からのキスを待つこのほんの僅かな時間は、妙みようにじれったくてそして擽くすぐったい。

　だからこそ急せかすでもなく、ただじっと瞳を閉じて待つ。

　……待つ。

　…………待つ。が、待ちすぎではないだろうか。

　おや？　とキャスリーンが疑問を抱き、うっすらと目を開けた。

　そこには変わらずアルベルトの姿。いつもなら、キスを終えて目を開ければ微笑ほほえむ彼の顔があった。嬉しそうでいて照れ臭くさそうで、氷騎き士しの異名が溶とけ落ちてしまいそうなほど温かな表情をしているのだ。

　それが今夜に限っては、青ざめて硬こう直ちよくしている。

　視線はキャスリーンから逸それ、後方のトルステア家へ。いったい何があったのかとキャスリーンが彼の視線を追った。

　いつも通りの我が家だ。廊ろう下かと、幾いくつかの部屋に明かりが点ついている。

　そんな屋敷の二階に、こちらを見つめる人ひと影かげが……。

　ナタリアである。オペラグラスを構え、さながら一流の舞ぶ台たいを観劇中といった優ゆう雅がさ。だが見ているものはこちら……つまるところ覗のぞきである。

「お、お母様！」

　キャスリーンが思わず声を荒あららげる。アルベルトに至っては言葉も出ないのか、いまだ硬直状態だ。

　なにせキスをしようとしたところを見られたのだ。アルベルトからしてみれば、ナタリアは恋こい人びとの母親であり、騎士として仕える先代聖女、なおかつトルステア家夫人……。どれを取っても、アルベルトにとっては頭の上がらない人物である。言わずもがな、その性格面でも。

　それもナタリアは偶ぐう然ぜん見かけてしまったといった様子ではなく、がっつりとこちらを見ている。なにせオペラグラス持参。あれは数日前から張っていたに違いない……。

「お母様ってば……あ、逃にげるつもりね！　逃がさないわ！」

「……キャス、ナタリア様にくれぐれも他言禁止と伝えておいてくれ。特に双ふた子ごには絶対に言わないように！」

「任せてください！」

　切せつ羽ぱ詰つまった色さえ感じられるアルベルトの懇こん願がんに、キャスリーンもまたもちろんだと力強く頷うなずいて返した。

　別れ際ぎわのキス、それを双子に知られたらどうなるか……。冷やかされ、茶ちや化かされ、翌日には第四騎士隊周知の事となってしまう。いくら仲間達公こう認にんとはいえ、これ以上冷やかされるのは御ご免めんだ。それに、下手すればトルステア家に『キス観覧席』が設けられてしまう。

　そう考えキャスリーンがトルステア家へと向かおうとするが、その直前ぐいと腕うでを摑つかまれた。

「アルベルト隊長？」

　どうしました？　とキャスリーンが頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべる。だが問おうとした言葉を飲み込んだのは、彼が強ごう引いんに腕を引いて抱だき寄せてきたからだ。

　トンと彼の胸むな元もとにぶつかる。次いで腕が腰こしに回され、きつく抱きしめてきた。

「アルベルト隊長、どうしました？」

　突とつ然ぜんの抱ほう擁ように、抗あらがいこそしないもののキャスリーンが彼を見上げる。

　先さき程ほどまでは穏やかに微笑み、そしてナタリアに見られていると知った時は驚きよう愕がくして青ざめていた彼は、今はじっと真しん剣けんな表情でキャスリーンを見つめている。

　切れ長の瞳が今は熱く感じ、それどころか瞳の中に焦しよう燥そう感かんが見える。

「アルベルト隊長……？」

「キャス、俺は……俺はバクレールから逃げてきたんだ」

「え……？」

　アルベルトの言葉に、キャスリーンが息を吞のむ。

　問うように彼を見つめていれば、次し第だいにその表情が切なげに歪ゆがみ始めた。話をしようとしたのか僅わずかに唇が開かれ、歯は痒がゆそうに固く閉じられる。

　ついにはキャスリーンの視線に耐たえられなくなったのか、まるで逃げるように視線をそらしてしまった。彼らしくない、氷騎士とも第四騎士隊隊長とも、普ふ段だんの穏やかで勇ましいアルベルトとも思えない、酷ひどく弱々しい表情。

　キャスリーンの胸の中に一いつ瞬しゆんにして不安が湧わき上がり、それが口から漏もれ出るように「アルベルト隊長」と彼の名を口にした。

「バクレールから逃げてきたって、どういう事ですか？」

「それは……」

　苦し気な表情でアルベルトが喋しやべろうとする。だがまるでそれに被かぶさるように、「キャスリーン、門限よぉー」と高い声が聞こえてきた。

　ナタリアの声だ。名を呼ばれて咄とつ嗟さに振ふり返れば、抱き締しめていたアルベルトの腕がゆっくりと離はなれていった。どことなく惜おしむように、小さな溜ため息いきが彼の口から漏れる。

　キャスリーンが再び彼へと向き直れば、「引き留めてすまなかった」と謝られてしまった。取り繕つくろうように微笑んではいるものの、なんて痛々しい表情だろうか。

「アルベルト隊長、さっきの話……」

「今度ちゃんと話す。……だから、待っていてくれないか」

　悲痛とさえ言える声こわ色いろで紡つむがれるアルベルトの言葉に、キャスリーンがじっと彼を見つめ……そして頷いて返した。

　彼の言葉は耳に残り、胸に湧いた不安は消えそうにない。彼の話を聞く日まで、胸の内に靄もやとして残り続けるだろう。

　だが今のアルベルトに対し、話してくれと迫せまる事など出来るわけが無い。

　彼は待っていてくれと言った。ならば自分がすべきことは彼を信じて待つことだ。

「大丈夫です、私待ってます」

　そうはっきりと告げれば、アルベルトの表情に安あん堵どの色が浮うかぶ。次いで手を伸のばしてきたのは頭を撫なでようとしたからだろう。

　だがその手はキャスリーンの金の髪かみに触れる直前、

「キャスリーン、いい加減にしないと割って入るわよぉー。キャスリーン、それとあと一人ぃー。さっさと娘むすめを返しなさぁーい」

　という間延びした声を聞き、慌あわてて引っ込められた。




　そうしてアルベルトと別れたキャスリーンが向かったのは、ナタリアの部屋である。

　怒いかりに任せて部屋へと飛び込めば──もちろんノックはしたが──紅茶を片手に本を読み、キャスリーンを見てコロコロと笑う彼女の姿のなんと優雅なことか。とうてい娘のキスシーンを覗いていたようには見えない。

　だが机の上にはオペラグラスが置かれており、キャスリーンはそれを睨にらみつつ室内へ入ると、怒りの度合いを示すように半ば乱暴に彼女の向かいに腰掛けた。

「お母様、門限ってなによ！」

「不ふ埒らちな娘に門限を設けようと思ってるのよ」

「ふ、不埒!?　そんな風に言わないで！」

　キャスリーンが喚わめくように訴うつたえる。娘の恋こい路じを揶揄からかうなど、なんて酷い母親だろうか。

　だがキャスリーンが喚いても睨んでもナタリアは優雅に笑い、それどころか「さて」とさっさと話を切り替かえてしまった。次いでゆっくりと立ち上がり、窓辺へと向かう。

　夜風を楽しんでいたのか窓は半分ほど開かれカーテンが揺ゆれていたが、それをパタンと閉じてしまった。

　わざわざ見せつけるように窓を閉められ、シンと室内が静まり返る。妙みような緊きん張ちよう感かんを覚えてキャスリーンが改めるように母を見つめた。だが彼女は何も言わず、窓にしっかりと鍵かぎを掛かけ、そのうえカーテンを閉めてしまう。

　まるで室内を隠かくすように……。誰だれかに聞かれることを危き惧ぐするかのように……。

「お母様……？」

「さすがにトルステア家には来ないだろうし、そもそもここは二階だもの、誰も聞けやしないわね。でも念のためよ」

「ねぇ、どういうこと……。何の話？」

「キャスリーン、落ち着いて聞きなさい。バクレールから二人の騎士が来ているのは知っているわよね？」

「え、えぇ……。シャルとマリユスよね。どうしてお母様が彼等のことを？」

「バクレールでは今エネット家が不ふ穏おんな行動をしているわ」

　ナタリアの言葉に、キャスリーンがぎょっとして彼女を見る。まるで日中の話をそのまま言い直されているかのようではないか。

　だがシャル達の話はレストランの個室で聞き、アルベルトに言われた通り誰にも話していない。普ふ段だんは人の恥はずかしい失態や言わなくていいことをペラペラと言いふらす双子も、さすがにこの話題に関しては別だと分かっているはずだ。

　バクレールの事を知っているのは自分達だけ、そう思っていた。あとはシャル達の訴えを聞いた王宮の関係者か。それだって極一部なはずだし、そもそも彼等の訴えは黙もく殺さつされている。

　だからこそナタリアの口から話が出たことが信じられずキャスリーンが目を丸くさせていると、彼女はクスと悪戯いたずらっぽく笑ってキャスリーンの耳をちょんと突つっついてきた。

「いずれ分かるわ。そうね……キャスリーンが聖女の力を皆みんなに使った時にね」

「聖女の力？　それならいつも使ってるわ。皆の怪け我がを治してるもの」

「その『力を使う』じゃないのよ」

「聖女には別の力があるの？　でもそんな話聞いたことが無いわ」

「そうねぇ、私の時は平和だったから一度も使わなかったものね。だって面めん倒どうな事に口を挟はさみたくないんだもの。でもキャスリーンは必要とするかもしれない。それに、今はその事を話している場合じゃないの」

　徐じよ々じよにナタリアの声色が真剣なものになり、キャスリーンの緊張が増していく。

　バクレールに関する話なのだろう。それも改まって、聞かれるのを危惧して窓を閉めてまで話すような事だ。

　それ程までのこと……と考えキャスリーンがじっとナタリアの続く言葉を待てば、彼女はテーブルの上に載のせられたキャスリーンの手をぎゅっと握にぎってきた。

　普段は優やさしく、そして時には意地悪に笑う唇くちびるがゆっくりと動く。そうしてナタリアが言い聞かせるように、

「バクレールの反乱に関して、アルベルトが首しゆ謀ぼう者しやではないかという話が上がってるの」

　と告げてきた。その言葉に、キャスリーンは頭の中が一瞬にして真っ白になるのを感じた。




　エネット家の不穏な行動について、国は気付いていないわけではなかった。もちろんシャル達の訴えにも、一部の者達は目を通している。

　だが確証が得られず、手を拱こまねいているのが現状である。不正に気付いた時には既すでにエネット家は手を広げ、迂う闊かつに手を出せない状じよう況きようにまで陥おちいってしまったのだ。それどころか王都にもエネット家を支持する者がおり、バクレールを調べるどころか内部がごたついてしまっている。

　そのうえ自国内ならばまだしも、国家間の問題になりかねないのだ。だからこそ慎しん重ちようにいかねばならず、調査も全すべて後手に回ってしまう。

　そんな中、いつしかアルベルトの名前が挙がり始めた。バクレールから単身王宮へと参じた騎き士しとなれば、彼の名前が挙がらない方がおかしいだろう。

「でも、だからって……」

「アルベルトはバクレールでの事をあまり話したがらないらしいから、余計に疑われているのかもしれないわ」

「そんなの酷ひどいわ。そもそも、王宮側がアルベルト隊長を呼んだんじゃない」

「それも、バクレールでの不正を隠すために、誰かが手引きして潜もぐり込ませたんじゃないかって言われてるわ」

「そんなわけない！　だってアルベルト隊長は……」

　言いかけ、キャスリーンが言葉を飲み込んだ。

　アルベルトが王都に来た理由、バクレールを去った理由、それが分からない。はっきりと否定をしたいのに言葉が出てこない。

　氷騎士の異名と強さを買われたから、そう彼は言っていた。だがそれだけではない、バクレールから逃にげてきたという。それはシャルが口にした『あんな事』と関係しているのだろうか。

「私、分からない……分からないけど、アルベルト隊長はそんなことする人じゃない……」

　力なくキャスリーンが訴える。彼を信じている、疑う気持ちなど欠片かけらも無い、だが『分からないけど彼ではない』などという訴えが通るとも思えない。

　これもまた確証がないゆえだ。

　そう考えると、エネット家の不正もアルベルトの潔白も、なにもかも決定打が無く宙に浮いているようにもどかしい。

　そんな胸の内を察したのか、ナタリアが穏おだやかに笑い、握っていたキャスリーンの手を優しく擦さすり出した。

「大だい丈じよう夫ぶよ、私も信じてるわ。だってキャスリーンが決めた相手ですものね」

「……お母様」

「だからこそ私がその話を聞いて、貴女あなたに話したのよ。キャスリーン、貴女がアルベルトを守りなさい」

　そう優しくナタリアに手を握られ、キャスリーンがじっと彼女の瞳ひとみを見つめる。

　自分がアルベルトを守る……。その言葉が深く胸に溶とけ込んでいく。

「でも、なにが出来るのかしら……」

「なんでも出来るわ。だって聖女ですもの」

「聖女って言ったって、傷を癒いやすだけよ」

「そうね……。癒しの力はそれだけね」

「それだけ？」

　他ほかにもあるのかとキャスリーンが尋たずねる。だがナタリアはクスクスと悪戯っぽく笑うだけだ。

　この表情のナタリアからは、いくら尋ねても回答は得られない。はぐらかされ、「今度教えてあげる」と後回しにされ、果てには別の話題で冷やかされて終わってしまう。彼女に教える気の無い時の笑えみだ。

　過去幾いく度どとなくこの表情のナタリアに話題をはぐらかされた事のあるキャスリーンは、せめてと「教えてお母様」と一度強請ねだってみた。普段より甘えた声で訴える。もちろん、それが効くような相手ではないのは分かっているが。

「屋や敷しきの前でキスするような不埒な娘には教えられないわ」

「もう！　その話はやめて！」

「次はブレントと観覧しようかしら。双ふた子ごも呼んで……」

「絶対にやめて！」

　キャスリーンが悲鳴じみた声で慌あわてて制止する。アルベルトとキスしているところを、両親に、それどころか双子にまで見られるなんてたまったものではない。

　絶対に他言しないで！　と念を押して、今度はキャスリーンからきつく手を握りしめた。約束するまで手を離はなさないわ……とじっとりとナタリアを睨にらみ付ける。

　この期ごに及およんでもナタリアは「あらまぁ捕つかまったわぁ」と暢のん気きな声を出している。だがキャスリーンが徐々に力を込めていけば、「キャスリーン？　可愛かわいいキャスリーンちゃん？」と様子を窺うかがいだした。

「騎士隊で培つちかった握あく力りよく、お母様に見せてあげるわ……！」

「我が娘むすめの成長をこんなところで見たくないわね。いたたた、分かったわ、誰だれにも言わない、もう覗のぞかない」

　解放を求めるナタリアに、キャスリーンが勝利の笑みを浮うかべて彼女の手を離した。

　次いで改めて彼女に向き直る。ナタリアもキャスリーンの表情を見て本題に戻もどったのだと察し、手を擦りながらも見つめ返してきた。

「お母様、私になにか出来ると思う？」

「えぇ、思うわ。だって聖女だもの」

「お母様は聖女の力を過信してるわ。……でも、信じてくれているから教えてくれたのよね。ありがとう、私頑がん張ばる」

　ゆっくりと立ち上がり、キャスリーンがナタリアの傍そばへと寄る。

　アルベルトとのキスを不ふ埒らちだなどと言われたり揶揄からかわれたりもしたが、ナタリアはこんな大事な事を打ち明けてくれたのだ。どういった経由で事情を知ったかは分からないが、娘相手といえども易やす々やすと話せる内容ではない。

　託たくしてくれたのだ。そう考えれば感謝が募つのり、同時に活力が湧わく。その思いのままキャスリーンがナタリアに抱だき着こうとし……ぐいと片手で体を押し返された。

　見ればナタリアが露ろ骨こつに鼻にハンカチを当てている。もっとも、その表情はいつの間にか悪戯っぽいものに戻っているのだが。

「……汗あせ臭くさくないもん」

　というキャスリーンの訴うつたえは、楽しそうな笑い声に圧されてしまった。
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　いかにバクレールに反乱の気配があろうと、アルベルトが首謀者の疑ぎ惑わくを掛かけられていようと、キャスリーンは聖女である。今すぐにでも彼のもとへと向かってこの事実を伝えたいところだが、午前にある聖女の務めを蔑ないがしろにするわけにはいかない。

　だが表情には出てしまい、ふとした時に考え込んでは「キャスリーン様、どうなさいました」と名を呼ばれてはたと我に返った。これで何度目だろうか。慌てて取り繕つくろい、心ここにあらずだったことを詫わびる。もっとも、しばらくすればまた考え込んでしまうのだが。

　久方ぶりに顔を隠かくすベールが恋こいしい。あれならば、どんなに悩なやんでいても声さえ取り繕えば気付かれなかったのに。

「ごめんなさい。ちょっと考え事をしていたの。……えっと、次は誰だれかしら？」

「私わたくしです、キャスリーン様」

「ヘレナ夫人、この間は薔ば薇らの棘とげに指を痛めてしまったのよね。今日は何かしら？」

「今度は黄色い薔薇に刺さされてしまいました」

「貴女のお庭の薔薇は随ずい分ぶんと活いきが良いのね」

　一度躾しつけをするべきよ、と告げてキャスリーンが片手を夫人に差し出した。軽く振ふって癒しの力を使えば彼女の顔がパッと明るくなる。

　そうして次は……と隣となりに立つナタリアを見れば、書類を眺ながめていた彼女がその視線に気付き「今日は終わりよ」と笑った。

「終わり？　でもまだ早いわ」

「申し出が少なかったの。こんな日もあるわ」

「でも、ヘイン伯はくは？　それにマーサ夫人も」

　いつもなら、孫を抱だきかかえただの一いつ緒しよに走り回っただのとヘインが体の痛みを訴え、マーサが美容への拘こだわりを見せてくる。だというのに二人共今日は何も言わず、見れば静かに謁えつ見けんの間の一角に並んでいる。キャスリーンと目が合うと穏おだやかに微笑ほほえんできた。

　ヘインの口元の皺しわが濃こくなる。伯はく爵しやくというより優やさしい祖父といった表情だ。

「孫達は数日旅行に行ってましてね。いやぁ、今朝は穏やかな朝でした」

「そうなのね。それならマーサ夫人は？」

「今日は髪かみの調子も肌はだの調子も良いんです。今日の私は完かん璧ぺきなほど美しいわ」

「そうね。ならヘレナ夫人、指以外にもどこか」

「大だい丈じよう夫ぶです、キャスリーン様。薔薇以外はとても優しい花ですから」

「他は、本当にみんな他になにもないの？」

　普ふ段だんならば次から次へと──それもどれも緊きん急きゆう性を要するものではない──申し出が出てくるというのに、今日に限ってはもう終わりだという。

　今までにない事にキャスリーンがパチンと目を瞬まばたかせ、壁かべに掛けられている時計を見上げた。まだ随分と時間が早い。鐘かねの音も当分鳴りそうにない。

　そんなキャスリーンの驚おどろく様がおかしかったのか、並ぶ者達がクスクスと笑い出した。

「キャスリーン様、以前はそれはそれは面めん倒どうくさそうに私達の話を聞いていらしたのに。まさか次は無いのかと言い出すなんて」

「……そ、それは。あの時はごめんなさい」

「いえ良いんです、責めているわけではありません。ですが残念ながら今日の私達は普段より元気でして、怪け我がも痛みも無いんです」

　ヘインの言葉に、キャスリーンがふと考えを巡めぐらせ……「それは良いことね」と笑った。癒いやしの力で傷や痛みを治せるが、元々それらは無い方が良い。健康が一番である。

　なにより、彼等の考えが分かったのだ。見ればいつの間にかナタリアがレイピアを手にしている。いつも通りだ、時間は早いが。

「キャスリーン、聖女としての仕事はお終しまいよ。たまには午前中にキャスになっても良いんじゃない？」

「そうね、ありがとうお母様。みんなありがとう」

　レイピアを受け取り、腰こし元もとに収める。

　そうして立ち上がれば、謁見の間に並ぶ面々が深々と頭を下げてきた。だが頭こうべを垂れているものの表情は柔やわらかく笑えんでおり、まるで娘や孫を見送るようだ。

「それじゃ行ってくるわ！」

　彼等の気き遣づかいへの感謝も込めて告げ、キャスリーンが謁見の間を飛び出した。




　王宮を出て向かうのは、もちろん第四騎き士し隊の訓練所だ。

　キャスリーンのみ午前中は王宮で聖女として務めているが、騎士隊の仲間達は午前中だろうと午後だろうと変わらず騎士としての仕事をしている。訓練、遠方での討とう伐ばつや警備、とりわけ身分も爵しやく位いも関係なく雑多に集められた第四騎士隊の仕事の幅はばは広く、時には騎士の仕事かと首を傾かしげたくなる雑用もこなす。

　今日は確か訓練のはず……そうキャスリーンが聞かされていた予定を思い出しながら走れば、向かう先から賑にぎやかな声が聞こえてきた。

　随分と盛り上がっている。これは第四騎士隊だけの声ではない。

「今日って合同訓練だったかしら？　でも、なんだかいつもの声と違ちがうような……」

　聞こえてくるのは訓練時の掛け声や剣けん戟げきではなく、もっと楽しそうなものだ。まるで見み世せ物ものでもあるかのような盛り上がりに、キャスリーンが首を傾げつつ足を進める。

　そうして辿たどり着いたそこで繰くり広げられる光景に、キャスリーンは啞あ然ぜんとして立ち尽つくした。

　聞こえてくる激しい剣戟は、たった二人の騎士が放ったもの。

　幾いく度どとなく互たがいに繰り出しては受け止めあう様は見ているだけでも手に汗あせを握にぎり、熱気とさえ言える気き魄はくが漂ただよってくる。

　囲むように観戦するのは第四騎士隊の仲間達。それどころか他ほかの騎士隊の者まで姿を見せ、皆みな口々に剣を交かわす二人の騎士を鼓こ舞ぶしている。職位が高く普段は澄すましている騎士達も、この戦いを前にするとらしくなく興奮し、騎士の性さがで声をあげてしまうようだ。

　だがそれほどまでに、二人の騎士の剣技は熱く激しい。

「アルベルト隊長と……それに、シャル？」

　艶つやのある長い髪を揺ゆらしながらアルベルトの一いち撃げきを受け止めるのは、間違いなくシャルだ。

　その動きは見事としか言いようがなく、周囲もあの見知らぬ騎士は誰だれだと話している。なにせあの氷騎士アルベルトと剣を交わし続けているのだ。それだけで注目の的なのに、凜りんとして麗うるわしい風ふう貌ぼうをしている。となれば、皆が口々に身元を問うのは当然だ。

　そんな中、のんびりと観戦しているローディス達を見つけキャスリーンが慌あわてて駆かけ寄った。マリユスの姿もあり、彼はこちらに気付くと「お勤めご苦労さん」と労ねぎらってきた。

　だがキャスリーンにはその労いに返す余よ裕ゆうも無い。……もちろん「午前中のキャスだ、尻尾しつぽはちゃんと隠したか？」だの「午前中のキャスとは珍めずらしい、海水は拭ふいたか？」だのと三つ編みを揺らしてくる双ふた子ごを咎とがめている余裕も無い。

「なんでアルベルト隊長とシャルが？」

「さぁ？　訓練してたら突とつ然ぜんこいつらが入ってきて、シャルが『腕うでが鈍なまってないか見てやる』ってアルベルト隊長に言い出したんだ。なぁロイ」

「あぁ、それで始めてみたら殆ほとんど互ご角かくで、決着がつきそうにない。いつの間にか外野が増えてこの通りだ」

　ローディスとロイが説明し、次いで顔を見合わせて肩かたを竦すくめる。

　彼等からしてみれば、訓練中に割って入られ、その挙げ句にこの騒さわぎなのだ。アルベルトの指示が無いため勝手に訓練を終えることも出来ず、観戦するほかどうしようも無いのだという。おまけに他の騎士隊まで集まり出し、ひとまず終わるのを待って今に至る……と。

　その話を聞き、キャスリーンが再び剣を交わす二人へと視線をやった。いまだ激しい戦いを見せており、どちらも力ちから尽つきる様子はない。

　かつて氷騎士と呼ばれ恐おそれられるほどの実力を見せていたアルベルト、そしてそんな彼と互角に戦うシャル……。二人の実力を知るマリユスは「アルベルトが加減してやっている」とは言うものの、傍はた目めにはそれが分からぬほどシャルの動きは力強く見事だ。

　他の騎士並……などではない。全すべての騎士団を交えても、彼女の右に出るものはそういないだろう。

「凄すごい……。あんなに強いなんて……」

　見み惚とれるように呟つぶやけば、ローディスとロイが同感だと頷うなずく。マリユスだけがまるで自分の事のように「そうだろ、シャルは強いよな」と二人の戦いを眺めている。

　だがそんな戦いも、一ひと際きわ高く大きな剣戟を最後に幕を閉じた。

　誰もが一いつ瞬しゆん息を吞のむ。先さき程ほどまでの喧けん騒そうが噓うそのように周囲が静まり返った。

　そんな張り詰つめた空気の中、小さく呻うめいたのはシャル。彼女の手には剣が……無い。数歩離れたところに無造作に転がっている。

　最後となった一撃。互いに満身の力で放ち合い、シャルが押し負け剣を手放したのだ。

「……私の負けだ」

「また腕を上げたな。正直、今回は不味まずいと思った」

「手加減していたくせに良く言う。でもお前の腕が鈍ってなくて良かった」

　そう互いを称たたえ合い握あく手しゆを交わす姿はまさに騎士だ。周囲から拍はく手しゆと歓かん声せいがあがり、アルベルトはもちろん名の分からぬ騎士の健けん闘とうを称える声もあがる。

　キャスリーンもまた彼等を称えるように拍手を送れば、気付いたアルベルトがシャルと共にこちらに向かってきた。額にはうっすらと汗を搔かき、息が上がっている。それほどまでに過か酷こくな戦いだったと分かる。

「キャス、早かったな」

「はい。今日は申し出が少なく早く終わったんです」

　話さなければならない事もあるし……とキャスリーンが心の中で呟いた。さすがに今の状じよう況きようでバクレールの話を口にする事は出来ない。

　昨夜のナタリアの様子を見るに、盗ぬすみ聞きに注意する必要があるだろう。とりわけエネット家の息のかかった者が王都に居る可能性があるのだ、迂う闊かつな事は口走れない。

　だからこそ、どうにか人ひと気けのない場所に行かなくては……とキャスリーンが考える。だがアルベルトはそんな考えを知る由もなく、聖女の仕事を終えたことを労ってくれた。

　次いで頭を撫なでる為ためだろう、手を伸のばし……直前で止める。いつも通り頭を撫でて貰もらえるのだろうと思っていたキャスリーンが、どうしたのかと彼を見上げた。──頭を撫でて貰っている場合ではない、とは言うなかれ。どんな事態でも頭を撫でて貰えるに越こしたことは無い──

「アルベルト隊長？」

「……思った以上に手に力が入ってたようだ」

　気まずそうに笑い、アルベルトが上着の裾すそで己おのれの手を拭く。照れ臭くさそうなその表情は先程までシャルと剣を交えていた時の気魄ある表情とは違い、温かく、そしてどこか可愛かわいく見える。

　キャスリーンも笑みを零こぼし、腰元の鞄かばんからハンカチを取り出す。そうして白いハンカチを彼に差し出そうとし……ペシン、とその上に別の白い布が被かぶせられ目を丸くさせた。

　いったい何か……。手に取って広げれば、それは人の手の形をしている。ハンカチではない、手て袋ぶくろだ。だがどうして手袋が自分の手に被さってきたのか。

　キャスリーンが疑問を抱いだきつつ顔を上げれば、そこにはアルベルトと……その背後にいるのは、先程まで彼と剣を交えていたシャル。アルベルトと戦い終え握手を交わしていた時こそ清すが々すがしく笑っていたというのに、今はどこか不ふ機き嫌げんそうな表情をしている。

「シャル？」

「キャス、私と一戦しよう」

「……え!?」

　突然のシャルからの申し出に、キャスリーンが驚きよう愕がくの声をあげる。──その瞬しゆん間かんにマリユスが盛大な溜ため息いきと共に額を押さえ、そんな彼の肩をローディスが叩たたいた──

　これにはアルベルトも驚おどろき、キャスリーンとシャルの交こう互ごに視線をやった。

「おいシャル、何を言ってるんだ」

「アルベルト、どうして私がお前に挑いどんだか分かるか？」

「俺の腕が鈍ってないかって話だろ。それがどうしてキャスにまで」

「前にお前が戦ってるのを見て、お前の腕が鈍っていると思ったんだ。他所よそを気にして、以前のような鋭するどさが無くなっていた」

「それは……」

「確かに強さは変わっていない。だがバクレールに居た時のアルベルトには、対たい峙じするだけで威い圧あつ感かんを感じさせるような鋭さがあった。それを失ったのは……キャスがいるからだ」

　はっきりと名指しされ、キャスリーンがビクリと肩を震ふるわせた。

　彼女の言わんとしている事が分からないわけではない。

　確かに、先日の市街地の外れでの騒そう動どうはおろか、どんな戦場でもアルベルトは自分を気にかけてくれている。敵と対峙し危機に陥おちいった時は必ず駆けつけてくれる。──それゆえにアルベルトは『過保護騎き士し』と陰かげで呼ばれているが、あいにくと当人は気付いていない──

　それが彼の負担となり、かつてのような鋭さを発揮できていない……。

　それはつまり……。心の中で浮うかびかけた言葉にキャスリーンの胸が痛んだ瞬間、シャルがきつく睨にらみ付けてきた。

「キャスが騎士として戦えるのか、それともただ騎士ごっこをしたいだけの『足あし手で纏まとい』なのか、私が見てやる」

　オブラートどころか気き遣づかい一つ無いシャルの言葉に、キャスリーンが差し出そうとしていたハンカチと投げつけられた手袋をぎゅっと握にぎりしめた。足手纏い……その言葉が重くのしかかる。

　それでもと顔を上げ、「分かったわ」と応戦の決意を見せた。

「キャス、やめておけ危ないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです。それに、騎士として挑まれたなら応こたえなければなりません」

「だがシャルの腕うで前まえはお前も見ただろ？」

「はい。でも……大丈夫です。私だって戦えます！」

　任せてください！　とキャスリーンが腰こし元もとのレイピアを抜ぬく。

　それを見たシャルが不敵に笑い、再び剣けんを抜いた。元より彼女は戦う気満々なのだ、制止しようとしてくるアルベルトを「騎士の手合わせを邪じや魔まするな」と一刀両断してしまう。

　次いで彼女はキャスリーンに向き直ると、好戦的な笑えみを浮かべた。凜とした麗しさのある彼女が好戦的に笑えば、同性だと分かっていてもドキリとしてしまいそうな蠱こ惑わく的な魅み力りよくがある。だが今はそれ以上に無言の圧力を感じる、気き魄はくだけで圧あつ倒とうしようとしているのだ。

　ここで気け圧おされてはいけない……！　そう考え、キャスリーンもきつく彼女を睨み返した。

「意外だな。怖おじ気けづくかと思った」

「私だって第四騎士隊の騎士ですから。貴女あなたに勝つ……とまではいかなくても、一いつ矢し報むくいることぐらいは出来ます。それに、貴女には話して和解するよりこっちの方が良いと思ったの」

　ツンと澄すましてキャスリーンが告げれば、シャルが「期待してる」と告げて歩き出した。外野の輪の中、先程まで彼女とアルベルトが戦っていた場所だ。

　充じゆう分ぶんなほどに開けたそこは、まるで舞ぶ台たいのように見える。ライトは太陽の光、観客は満員御おん礼れい。再び一戦見られると沸わきたっている。

　そこに向かうシャルの後ろ姿は勇ましくさえ見え、キャスリーンもまたレイピアを握り直すと共に歩き出した。




　そうして二人が剣を交かわす……のだが、勝敗など初めから分かり切っている。

　シャルは先程までアルベルトと互ご角かくに剣を交わしていた実力の持ち主。聞けばバクレールでも名を馳はせていたという。──ロイが冗じよう談だん交じりに「バクレールでは馬ば鹿か真ま面じ目めな奴やつほど強いんだな」と話せば、それを聞いたローディスがマリユスの肩かたを叩きながら「それに鈍どん感かんなほどな」と付け足した──

　対してキャスリーンはと言えば、レイピアこそ扱あつかえているがその実力は並の騎士以下。そもそも、他ほかの騎士と同じ剣では重さに負けるからレイピアを使っているのだ。

　そんな二人が対峙すればどうなるか。もちろんキャスリーンの完敗である。誰だれもがこれは勝負にならないと考えていた。……のだが。

「まだまだ！」

　と、キャスリーンが立ち上がったのは、シャルからの一いち撃げきに負けて転んだ直後。がばっと勢いよく立ち上がり、再びレイピアを構え直す。

　これで何度目か……既に片手の回数は超こえている。

「くっ……まだ立つのか」

「まだよ、まだ！」

「それならこの一撃で……！」

　決定打にせんと、シャルが力強い一撃を放ってくる。キャスリーンがそれを避よけ、今度は自分の番だと彼女にレイピアの切っ先を向けた。だがそれすらもシャルの読みの内だったのだろう、懐ふところに潜もぐり込まれ、剣の柄つかで押し飛ばされた。

「きゃっ……！」

　と高い悲鳴をあげ、勢いのまま地面を転がる。

　なんとも痛々しい負け方だ。これで終わりだと言いたげにシャルが深く息を吐はき……、

「もう一本！」

　と立ち上がったキャスリーンに「しつこい！」と声をあげた。

　これで何度目か、もはや誰も数えていない。それどころかもう飽あきたと言いたげで、最初こそ勝敗を見届けようとしていた者達が一人また一人と減っていく。

　そんな緊きん迫ぱく感かんの欠片かけらも無い観衆を他所に、キャスリーンが再び一撃を受けて転がり……、

「さぁ次よ、次！」

　勢いよく立ち上がった。







「……まぁ、考えてみればこうなるよな」

　とは、そんな戦いを眺ながめるローディスの言葉。隣となりに立つロイも同感だと頷うなずいている。

「キャスは弱いけど自分で治ち療りよう出来るから、気絶さえしなきゃ手合わせなら延々と出来る」

「つまりこれはキャスの聖女の力が尽つきるか、シャルの体力が尽きるかだな」

　そう話す双ふた子ごに、最初こそ「聖女に怪け我がなんてさせるなよ……」と祈いのるように見守っていたマリユスも呆あきれを込めて頷いた。それどころかローディスが飲んでいるお茶を一口貰もらい、だらけるように欠伸あくびを漏もらした。その欠伸がローディスに感染うつり、ロイに感染り……と、緊迫感など欠片も無い。

　三人の会話は気が抜けており、騎士の手合わせを見守るとは思えない長閑のどかさである。だが延々と続くやりとりに飽き、雑談を始め、果てには「勝敗決まったら教えてくれ」と解散してしまう他の騎士達よりはマシだろう。最後まで見守ろうという気き概がいはあるのだ。

　そんな中、再びキャスリーンが押し負けて転んだ。悲鳴と共にズザッと勢いよく地面を滑すべり、痛めたのだろう手を押さえる。白い手の甲こうにはうっすらと血が滲にじんでいる……が、すぐさまその傷を消して立ち上がった。

「この程度で私を地に伏ふせられると思ったら大おお間ま違ちがいよ！」

　という声は妙みように弾はずんでおり、半ばハイになっているのか楽しそうにさえ見える。

　再び構え直した二人の姿に、埒らちが明あかないと察してまた一人騎士が去っていった。

「なぁ、どっちが勝つか賭かけないか？　俺はキャスに賭ける。なんて言ったって癒いやしの聖女だ、長期戦に持ち込んで粘ねばり勝ちだな」

　そうに違いない、と自信たっぷりに話すのはロイ。

　これに対して、マリユスが待ったを掛かけた。

「シャルの腕前は見ただろ。いくらキャスが聖女の力で立ち上がろうと、実際の実力はシャルの方が上だ。あいつの根こん性じようなら粘り勝ちなんてさせないからな」

「お、それならこれで一対一だな。なぁローディス、お前もキャスに賭けるよな？　俺達のキャスが根性勝負で負けるわけがない」

「ローディス、お前なら身内贔屓びいきなしに冷静に判断できるよな。この勝負はシャルの勝ちだ」

　そうだろ、と二人に迫せまられ、のんびりとキャスリーン達の戦いを眺めていたローディスが頭を搔かいた。「そうだなぁ」という彼の声は随ずい分ぶんと間延びしているが、そもそもが手合わせの賭け事なのだから間延びするのも仕方あるまい。

　そうしてチラと回答を求める二人を一いち瞥べつし、次いで再びいまだ「さぁ次よ！」「だからしつこい！」と喚わめきながら剣を交えるキャスリーン達を確かく認にんし、最後に傍かたわらへと視線をやり……、

「俺は、勝敗が決まるより先にアルベルト隊長の胃が限界を迎むかえると思う」

　と答えた。ローディスの隣から「うぅ……」と呻うめき声があがる。

　その声の主はもちろんアルベルトである。恋こい人びとであるキャスリーンが怪我をしないかの心配、親友であるシャルが聖女を傷つけ罪に問われないかの心配、そして止められない己おのれの不ふ甲が斐いなさ……そういったものが彼の胃を締しめ付けているのだ。

　あと多分「なんでお前達は暢のん気きに見ていられるんだ」という気持ちもあるかもしれない。

　そんなアルベルトを見つめながらのローディスの言葉に、ロイとマリユスがしばし考え、

「お前の勝ちだな」

　と、二人揃そろってローディスに拍はく手しゆを送った。

　アルベルトが胃を押さえ呻きながら「二人共、そろそろ……」と手合わせに割って入ったのは、それから直すぐの事である。







　結果的に、手合わせはアルベルトの仲ちゆう裁さいが入り引き分けとなった。

　といっても騎き士しの手合わせとしてはキャスリーンの負けである。なにせ何度も打ち倒たおされ、レイピアを手放し転んだ回数は数えきれないほどだ。聖女の力で傷と疲ひ労ろうを癒してすぐさま立ち上がれたものの、それが無ければ勝敗は瞬まばたきする間に決まっただろう。惨ざん敗ぱいだ。

　それでも引き分けまで持ち越こされた事を認め、シャルが片手を差し出してきた。キャスリーンもまた応こたえるように彼女の手を握にぎる。

「根性がある事は認めてやろう」

　そう告げてくる彼女の声はどことなく優やさしく、「でも私の勝ちだからな」と念を押してくる表情は不敵ではあるが晴れやかだ。どうやら剣けんを交えた事で多少なりとも人となりを認めてくれたようだ。なんとも騎士らしい性格ではないか。

　良かった、とキャスリーンが安あん堵どすれば、ポンと頭に手が載のってきた。もちろんアルベルトである。怪我は無かったかと問われ無事を伝えれば、彼の表情が和やわらぐ。

　もっとも、どういうわけか先さき程ほどまで晴れやかだったシャルの表情がどことなく不ふ機き嫌げんになり、アルベルトを「甘やかしすぎだ」と叱しつ咤たしだした。

「アルベルト、いくらキャスが聖女とはいえ、あまり過か剰じように心配するのは良くないだろ。キャスの為ためにもならない」

「そうか？」

「そうだ。だいたい髪かみを触さわるのだって、部下と上官なら」

　あり得ない、とでも言いかけたのだろうか。だがシャルの言葉が途と中ちゆうで止まったのは、彼女の黒くろ髪かみにポンと手が載ったからだ。まるでアルベルトを真似まねるようにその手がシャルの頭を撫なでれば、一つ結びの黒髪が揺ゆれる。

「……マリユス、何をする」

「頭を撫でて欲しいからってそう拗すねるなよ。俺ならいつだって撫でてやるからな、シャーロットちゃん」

　なぁ、と同意を求めつつマリユスがシャルの頭を撫で続ける。

　そんな彼に対し、シャルは「そうか」と呟つぶやき、

「次はお前が相手をしてくれるんだな……」

　と、ゆっくりと剣を抜ぬきだした。

　ひんやりとした空気が彼女から漂ただよいだす。凜りんとした麗うるわしさのある彼女から漂う冷気は一ひと際きわ冷たく思え、キャスリーンがぶるりと体を震ふるわせた。これはもう手合わせの話ではない、そうシャルから漂う気き魄はくで察する。

「なんでそうなる！　落ち着け！」

「マリユス、確かにお前は私より反射神経は優すぐれている。だが剣の腕うでは私の方が上だってことを思い知らせてやろう……」

「分かった悪かった、ほらもう撫でないから！」

　シャルを落ち着かせるため、マリユスがパッと彼女の頭上から手を引くと、そのまま手を上げて降参の姿勢を見せる。それでようやく納なつ得とくしたのか、シャルが抜きかけていた剣を収めると乱れた黒髪を正した。

　ゆっくりと冷気が引いていくのを感じてキャスリーンがほっと胸を撫でおろし、アルベルトが相変わらずだと笑う。ロイに至っては「一戦やれば良かったのに」と残念そうだ。ローディスだけがマリユスの肩かたを叩たたいている。

　そんなやりとりの中、キャスリーンがアルベルトを見上げた。周囲を見れば人ひと気けがだいぶ減っており、今ならば話に誘さそい出すくらいは出来るだろう。

「アルベルト隊長、お話があるんです」

「話？」

「はい、ここじゃなくて、どこか別の場所……で……」

　別の場所で話を、と言いかけ、キャスリーンは自分の視界がクラリと揺らぐのを感じた。

　しまった、と思うより先に足から力が抜ける。突とつ然ぜんバランスを崩くずしたことでシャルが目を丸くさせるのが見えた。「キャス!?」と驚おどろいた彼女の声に、ほぼ同時にアルベルトやローディス達の声が被かぶさる。

　だがそれを聞いてもキャスリーンは返事が出来ず、自分の迂う闊かつさを悔くやみながらゆっくりと意識を手放した。
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「……あれ？」

　とキャスリーンが意識を戻もどすと共にゆっくりと目を開けた。

　浮ういているような気がする。いや、実際に足はついておらず横になって揺れている。

　それが分かっても思考は追い付かず、ぼんやりとする意識の中で自分に何があったのかを思い出そうとすれば、「気が付いたか？」とアルベルトの声が頭上から聞こえてきた。

　導かれるように顔を上げれば、いつもより近くに彼の顔がある。

　星が浮かぶ夜の闇やみに、藍あい色いろの髪が揺れる。同色の瞳に心配そうに見つめられ、ようやくキャスリーンは自分が彼の腕の中にいるのだと理解した。

　彼に抱だき抱えられて運ばれている。所謂いわゆるお姫ひめ様さま抱っこというやつだ。

「す、すみません私……！　もう大だい丈じよう夫ぶです、歩けます！」

「いや良い、無理するな。トルステア家まで運んでやるから」

「でも、重いし、それに自じ業ごう自得ですから！」

　だから！　とキャスリーンが訴うつたえる。だがアルベルトは聞く耳持たずで、「大丈夫」を繰くり返すだけだ。キャスリーンを降ろすことも歩く足を止めることもしない。

　そのうえ穏おだやかに笑って「俺にだけは気き兼がねなく運ばれてくれ」とまで言って寄よ越こすのだ。これにはキャスリーンも抵てい抗こうする気が削そがれ、せめてと彼の服を摑つかんだ。

　大人しく運ばれる意思表示だ。察したアルベルトが嬉うれしそうに笑う。

「もう暗い……。私、どれだけ気を失ってたんですか？」

「結構な時間だな。あんまり目を覚まさないからナタリア様をお呼びして診みて貰もらったんだが、『夜まで起きてこなかったら運んでね』って台車を置いて帰られた」

「お母様、酷ひどい……！」

　キャスリーンが母からの扱あつかいに嘆なげく。いくら己の力量を弁わきまえず戦った挙げ句に気絶したとはいえ、台車はあんまりだ。昨夜ゆうべはあれほど優しく諭さとしてくれたというのに──そう嘆きつつ昨夜の優しいナタリアを思い返すも、同時に不ふ埒らちだの汗あせ臭くさいだのと言われたのも思い出した。訂てい正せいしよう、昨夜もさほど優しくなかった──。

　そんなキャスリーンの嘆きに、アルベルトがクツクツと笑う。「無事だったからこそだ」という彼の言葉からどれだけ心配させてしまったかを察し、キャスリーンが彼の服をぎゅっと強く摑むと共に謝罪した。

「調子に乗って癒いやしの力を使い過ぎました。シャルに大口叩いたのにこの様ざまで恥はずかしいです」

「気にするな。むしろ気絶するまで挑いどんでくるのをシャルが褒ほめてたぞ。……まぁ、戦場でやられたら困りものだが」

「……気を付けます」

　訓練での事ならば根こん性じようを買われて褒められるものかもしれないが、戦場で無む茶ちやをして気絶など迷めい惑わくでしかない。それこそまさに足あし手で纏まといだ。それが分かってキャスリーンが項うな垂だれれば、アルベルトがそっと顔を寄せてきた。

　そうして額にキスをしてくる。突然の事にキャスリーンが目を丸くさせれば、照れくさそうに彼が笑った。

「頭を撫でて慰なぐさめてやりたいが、あいにくと両りよう腕うでが塞ふさがってるからな」

「……だからって」

　己おのれの頰ほおが赤くなるのを感じつつキャスリーンが訴えれば、つられたのかもしくは自分の行動を顧かえりみて恥ずかしくなったのか、アルベルトの頰も赤くなっていく。

　次いで彼はふっと視線を逸そらし、呟くように「少し話がしたい」と告げてきた。

「話ですか……？」

「あぁ、トルステア家に向かう前に、少し良いか？」

「はい」

　断る理由もなく、そして自らも話すことがあるとキャスリーンは頷うなずいて返した。




　そうして向かったのは、トルステア家までの道程にある小さな公園。

　日中は賑にぎわっているものの、周囲が暗くなった今はシンと静まり返っている。見回しても人の気配はなく、キャスリーン一人であったならば不安と恐きよう怖ふを抱いだきかねない程だ。

　そんな公園のベンチに腰こし掛かける。街灯が灯ともってはいるものの頼たよりなく、時折は消えかけて揺らいでいる。

　暗さもあって肌はだ寒ざむさを覚えれば、気付いたアルベルトが上着を掛けてくれた。頭一つ以上身長差があり、体格も違ちがう彼の上着だ。小こ柄がらなキャスリーンは肩に羽織るというより包まれるに近い。その温かさを堪たん能のうしていると、アルベルトが深く息を吐はいた。見上げれば、隣となりに座る彼は酷く深刻な表情をしている。

「キャス、バクレールでの反乱の話だが、俺が思っている以上に事の進みが速い。悠ゆう長ちように悩なやんでいる場合じゃないみたいだ」

「そんな……」

「故郷に対して未練があるのか分からない。だがシャルとマリユスの頼たのみは断れない……。俺は一度バクレールに戻ろうと思う」

「それなら第四騎き士し隊として、皆みんなで行きましょう。アルベルト隊長の故郷の事なら、皆協力してくれるはずです！」

「……あいつらが協力してくれても、国が許可しないだろ」

　溜ため息いき交じりにアルベルトが首を横に振ふる。「俺は……」と小さく呟かれた言葉は弱々しく、キャスリーンが彼の顔をじっと見つめた。

　もしかして彼は知っているのだろうか……。そんな疑問を抱けば、キャスリーンの視線に気付いたアルベルトが僅わずかに口角を上げた。心配させまいとしているのだろう、だが随ずい分ぶんと痛々しい笑えみだ。

「俺は国に疑われている。その俺が騎士隊を率いてバクレールに戻りたいなどと言っても、許可が下りるわけがない」

「……知ってたんですね」

「最近やたらと視線を感じていたが、昨夜のナタリア様の行動で確証を得た」

「お母様の？」

「あぁ、俺は跡あとを付けられている。だからナタリア様は、俺がバクレールに関する事を言い出す前にと割って入られたんだ」

「だからあの時……。今も付けられているんですか？」

　キャスリーンが窺うかがいつつ周囲を見回す。

　といっても暗い公園では視野などあって無いようなもの。アルベルトならまだしも、キャスリーンが人の気配など探さぐれるわけがない。国がアルベルトの監かん視しとして付けた者なら尚なおの事、キャスリーン程度では気付けまい。

　だが案じて周囲を見回すキャスリーンに対し、アルベルトは酷く落ち着き払はらっている。それどころかキャスリーンを宥なだめるようにポンと一度頭を叩たたいてきた。

「大丈夫だ。双ふた子ごに監視の邪じや魔まをするよう頼んでおいた」

　曰いわく、アルベルトを監視していたのは王宮から秘ひ密みつ裏りに任命されていた騎士だという。もちろん第四騎士隊以外の騎士だ。ナタリアが台車をアルベルトに押し付ける際に「うちに運ぶのは第四騎士隊だけにしてね」と言って寄越したらしい。

　それはつまり、アルベルトが第四騎士隊以外の者をトルステア家に連れていきかねないということ。正確に言うのなら、アルベルトが第四騎士隊以外の者に跡を付けられ、トルステア家まで連れていきかねない……ということだ。

　ナタリアの言わんとしていることを察し、アルベルトは己が付けられていることを双子に伝えて対策を頼んだのだという。

　同じ騎士ならば双子も顔を知っており、近付くと見せかけて妨ぼう害がいするのは無理な話ではない。とりわけ彼等は強ごう引いんな性格をしており、話術に長たけているのだ。畳たたみかけるように代わる代わる話をすれば、並なみ大たい抵ていの者では逃にげるどころか口を挟はさむことすらも出来ない。

　その光景がありありと想像でき、キャスリーンは付けられていない事にほっと安あん堵どした。やましい話をする気はない、それでも盗ぬすみ聞きされているのは気分が悪い。

「ローディス達がただ邪魔するだけで終わるわけがありません。今いま頃ごろ、その騎士はきっといいお酒を奢おごらされてますね」

　キャスリーンがわざとおどけてみせれば、アルベルトが苦く笑しようを浮うかべて頷いて返してきた。同感だと話す口調は先さき程ほどよりかは幾いく分ぶん楽そうになっている。

　それでも次の瞬しゆん間かんには深く溜息を吐いてしまった。表情は暗く、藍あい色いろの瞳ひとみはどこか遠くを見つめている。

　隣に座っているはずなのに、彼の心はまるで遠い場所に行ってしまったかのようだ。

　どこか？　……バクレールだ。

　このままふわりと彼の体が消えてしまいそうな気がして、キャスリーンはそっとアルベルトの腕うでに触ふれた。身を寄せ、逞たくましい肩かたに頭を載のせる。

「キャス？」

「バクレールで何があったのか、話してください。私ちゃんと聞きますから」

「……あぁ、ありがとう」

　穏おだやかに微笑ほほえんでアルベルトが話し出そうとする。

　だがその直前、キャスリーンは「ちょっと待ってください」と彼を制した。周囲を見回す。相変わらずシンと静まった薄うす暗ぐらい公園だ。自分達以外には誰だれも居ない、誰も来そうにない。

「誰も付けてきてないんですよね？」

「あぁ、今は誰の気配も感じないな」

「そうですか。それなら……」

　念のために最後に一度周囲を見回し、キャスリーンはそっとアルベルトに近付き……彼の唇くちびるにキスをした。

　唇が触れるだけの軽いキス。それでもキャスリーンからするのは初めてで、恥はずかしさで頰が熱くなっていくのが分かる。ゆっくりと離はなせばひんやりとした風が頰を撫なで、ベンチに座り直して慌あわてて己の頰を押さえた。……熱い。

　チラと横目でアルベルトを見れば、彼は不意打ちのキスにきょとんと目を丸くさせているではないか。唇が触れている最中も彼は目を開けていたのかと考えれば、キャスリーンの中で恥ずかしさが増していく。

（私からキスなんて初めてだわ。突とつ然ぜんで驚おどろかせてしまったかしら。……でも、どうしてもアルベルト隊長に伝えたかったんだもの）

　そうキャスリーンが心の中で訴うつたえ、再びアルベルトの肩に頭を載せる。恥ずかしさと頰の熱を吐き出すようにふうと一息吐けば、ようやくキスをされたと実感したのかアルベルトが笑みを零こぼした。嬉うれしそうな表情だ、見ているとキャスリーンの胸が温まっていく。

「キャスからキスをしてくれたのは初めてだ」

「勇気を出したんですよ、改めて言わないでください」

「いや、なんだか嬉しくてな」

「だってアルベルト隊長に教えたかったんです……」

　なんとも気恥ずかしく、キャスリーンが拗すねるように訴える。

　それに対してアルベルトが「教える？」と尋たずねてきた。そんな彼に身を寄せ、無造作に置かれた手に自分の手を重ねた。

　男らしいアルベルトの手。普ふ段だんは包むように握にぎってくれるその手を、今夜はキャスリーンが包む。もっとも、体格同様に手の大きさも違うのだ、包むというよりは載せるに近い。

　普段は温かな彼の手が、今夜は少し冷たく感じる。まるでこのまま凍こおってしまいそう……そんな事を考え、キャスリーンは自分の熱を彼に与あたえるように強く握った。

「どんな話を聞いても、私はアルベルト隊長が好きです。バクレールで何があったとしても、今ここで私の隣にいるアルベルト隊長の事が好きです」

「キャス……」

「約束します。アルベルト隊長がどんな話をしても、私は話し終えた隊長にもう一度キスをします」

　だから、とキャスリーンが彼の手を握りながら話を促うながす。

　彼の胸中はさぞや複雑だろう。バクレールでの過去、エネット家の不ふ穏おんな動き、忠誠を誓ちかった国に疑われる辛つらさ……。それらが綯ない交まぜになり、話をするのも辛いはずだ。

　そんな中にもしも『話をしてキャスリーンに嫌きらわれたら』などという心配があったなら、それは余計な心配だ。無む駄だな心労は早々に省くに限る。

　アルベルトへの想おもいは変わりようが無いのだから。

　それを示すためのキスだったのだ。伝わったのだろうアルベルトが小さく感謝の言葉を口にし……そしてゆっくりと、過去を思い出すように話し出した。
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　バクレールでのアルベルトの生活は、『その時』までは順調だった。

　昔むかし馴な染じみであり共に切せつ磋さ琢たく磨まするマリユスとシャル、背中を預けて戦う仲間達。上官や部下にも恵めぐまれている。娯ご楽らくが少なく殺風景と言えるかもしれないが、それでも領地を愛するアルベルトにとってバクレールは長閑のどかで平へい穏おんな唯ゆい一いつ無二の土地だった。

　己おのれの強さをこの土地の平穏に捧ささげよう、そう心の底から思えていた。




　……その時までは。




　それはこれといった変わりのない賊ぞくの討とう伐ばつだった。

　バクレールは王都から離れており、そのうえ隣りん国ごくとの境に近い。ゆえに警備の手も薄うすく、不穏な輩やからが姿を現すことも少なくなかった。もちろんそういった輩はアルベルトをはじめとする騎き士し達が退治していた。

　今回もまた同じような討伐依い頼らいだ。辺へん鄙ぴな土地の騎士らしい仕事であり、アルベルトも特に異論を唱えることなく上官からの指示を聞いていた。

　だがどうにも腑ふに落ちないことがある。

　しばらく前から不穏な輩がバクレールに踏ふみ込む頻ひん度どが増え、侵しん入にゆうの手口も巧こう妙みようになっているのだ。そのたびに討伐の依頼が入っていたが、徐じよ々じよに後手に回り、最近では根城を構えられて初めて近きん隣りんから助けの要よう請せいが入ることがほとんどである。

　警けい戒かいを強めているのにこの有様。最初こそ自分達騎士隊の不ふ手て際ぎわと考えていたが、さすがにそれが続くと別の可能性も考えられる。

（まるで手引きをしている者が内にいるようだ……）

　そんな考えが浮かぶ。

　そしてそんな考えと同時に浮かぶのが、『ならば誰が』という疑問。

　一いつ介かいの騎士ゆえ領内の事情にさほど詳くわしいわけではないが、それでもある程度の人間関係は把は握あくしている。領主の人ひと柄がら、人望、他家との関係、領民からの評価、あまり好ましいものではないのが気にかかるところである。

　そこから導き出されるのは……と、そこまで考え、アルベルトがふると首を横に振ふった。領主を疑うなんて邪じや推すいだと己に言い聞かせる。

「おいアルベルト、どうした？」

「マリユス……。いや、なんでもない、少し考え事をしていた。それより手て筈はずは整ってるな」

「あぁ、お前だけ先行させる形になるが、把握してる賊の数なら楽勝だろ。俺達の活かつ躍やくの場を奪うばってくれるなよ」

　冗じよう談だんめかしてマリユスが肩を叩たたいてくる。緊きん張ちようや悩なやみを気き遣づかう彼らしい対応だ。

　居合わせた仲間がそれを聞き、「俺達が行ったら全部片付いてるかもな」と笑ってくる。人ひと懐なつこい笑えみに緊張感は無く、戦いの前とは思えない軽いやりとり。だがこうやって互たがいに冗談を交かわすことで士気を高めているのだ。

　だがそれが分かってもなんと返して良いのか分からず、アルベルトはただ「戦せん況きよう次し第だいだな」と簡素な言葉だけを返した。マリユスが盛大に溜ため息いきを吐つき、隣となりに立つ騎士と共に「つまらない奴やつめ」と非難の視線を向けてくる。

「少しぐらい面おも白しろ味が無いと女にもてないぞ」

「アルベルトほど強くて正義感のある男なら、剣けんと結けつ婚こんするのが幸せかもな」

　勝手に話を進め、二人が切なげな視線を向けてくる。挙げ句に「それも良いと思う」だの「騎士らしいよ」だのと慰なぐさめてくるのだから、アルベルトは更さらに言葉を失ってしまう。

　ここは冗談で返して笑い飛ばすべきなのだろうか、それともさすがに怒おこるべきところか。

　だがどちらにせよアルベルトには気の利きいた言葉の一つも浮うかばず、聞き流すしかない。せめてと睨にらみ付けてみるも、それもまた堅かた物ぶつ扱あつかいされるだけだ。

　面白味の無い堅物、そう言われても仕方のない性格だと自覚している。

「冗談や皮肉の一つや二つ言えるようになったらどうだ」

「騎士に面白さを求める方が間ま違ちがいだろ」

「……あぁ分かったよ。ただへまだけはするなよ」

　諦あきらめたと言いたげにマリユスが溜息交じりに告げてくる。それに対してもアルベルトは真しん剣けんな表情で「手筈通りに動く」と返した。自分が面白くないのは重々承知だ。

　そんなやりとりをしていると、騎士の輪からシャルが歩み出てきた。凜りんとした佇たたずまい、迷いの無い瞳ひとみ、気さくなマリユスとは対極的な彼女は、それでも同じようにアルベルトの胸に安あん堵ど感かんを抱いだかせる。

「アルベルト、準備はできたか？」

「あぁ、そっちはどうだ」

「今か今かと待ってるぐらいだ。今回こそ完かん璧ぺきに叩いて、バクレールを狙ねらう輩に見せつけてやらなきゃならないからな」

　使命感に燃えているのだろう、シャルが昂たかぶりを抑おさえきれないと言いたげに剣の柄つかに手を掛かける。今この瞬しゆん間かんにも駆かけ出しそうな闘とう争そう心だ。

　それを見てアルベルトが苦く笑しようを漏もらせば、マリユスがまったくと言いたげに溜息を吐いた。

「お前達が片っ端ぱしから倒たおすから情報が摑つかめないんだぞ。多少泳がせるくらいしないとだな」

「泳がせる？　生なま温ぬるいことを言うな。不穏な輩はこのバクレールに一秒たりとて居させてなるものか。なぁアルベルト」

「あぁ、同感だ」

「……お前達がいりゃバクレールは安あん泰たいだ」

　反論する気が削そがれたのか、マリユスが肩かたを竦すくめる。

　そんな彼に対してシャルが不満げな表情を浮かべるが、いつものやりとりだ。他ほかの騎士達も相変わらずだと言いたげな表情を浮かべるだけで、制止すらしてこない。

　なんと緊張感のないやりとりだろうか。だがそれもまたアルベルトにとっては心地ここち好よいものであり、『彼等だけは裏も無く剣を手にしている』と信しん頼らいに変わっていた。

　そんな彼等を残し、一人で先行する。単独行動をする危険性を考えれば緊張感は湧わくが、かといって不安はない。

　振り返ればまだ遠目ながら仲間達の姿が見える。昔馴染みのマリユスとシャル、それに先さき程ほど話をした騎士や、仲間達の姿。彼等の姿は自分の背を見守っているようで、アルベルトは迷いなく彼等を先導するために進んだ。

　手筈は何度も確かく認にんした、その時がくれば、何かあれば、必ず仲間が来てくれる。腐ふ敗はいが進むバクレールで、それでも心から信頼できる仲間達だ。




　……だというのに。

　長閑な仲間達とのやりとりから僅わずか数時間後、アルベルトの考えは打ち砕くだかれることになる。




　手筈通り賊の場所を確認し、一気に雪崩なだれ込むための合図を送った。予定ならば近くで待機していた騎士達が駆けつけるはず。

　合流するまでの僅かな間はアルベルト一人で応戦する事になるが、実力を買われてその役割を任されたのだ。これに臆おくするようなものは騎士にあらず、むしろ誇ほこりにすら思っていた。

　だが合図の音が高らかに鳴り響ひびいても、いち早く音を聞きつけた賊達に囲まれても、それどころか応戦が続いても仲間達が駆けつけてくる気配はない。まさか聞こえなかったのかと再度合図の音を鳴らすも、むなしく音が響くだけだ。

　一向に味方の姿は見えず、アルベルトの胸に不安と焦あせりが湧く。幸い対たい峙じしている賊は苦戦を強しいるような相手ではないが、それでも数の利は向こうにある。そもそも、賊の数も事前に報告されていたものよりも多い。これは誤差の範はん囲いに入らないだろう。

　それに、時間が経たてば向こうも増ぞう援えんを呼ぶ可能性がある。

　そうなればいかにアルベルトとて苦戦を……それどころか討うたれてしまうだろう。どんな騎士であろうと、多勢に無勢で長期戦を強いられれば終しまいはくる。最悪な終いが。

　それを予感し、アルベルトの額に汗あせが浮かぶ。戦せん闘とうゆえの汗ではない、自分の窮きゆう地ちを感じての汗だ。

（なぜ誰だれも来ない！）

　眼前の敵を倒しつつ、仲間達の名を心の中で呼ぶ。冗談めかした言葉で鼓こ舞ぶしてくれたマリユス、騎士らしい正義感と闘争心を抱くシャル、それに共に戦ってきた仲間達……。

　だが幾いく度どとなく彼等の姿を思い出したところで影かげ一つ見えず、足音もしない。

　誰も来ないのだ。合図の音は彼等が待機している場所に届いたはずなのに。

　……いや、もしかしたら待機している場所には誰もいないのかもしれない。

「もしも誰もいないなら、誰も来ないなら……俺はこれから誰を信じればいいんだ！」

　怒ど声せいのように吠ほえ、それでもアルベルトは剣を振るい続けた。

　……たった一人、誰も味方が居ない辛つらい戦況で。

　次第に仲間を待つ心も打ち砕かれ、彼等を『仲間』と呼ぶことすらも躊躇ためらわれ始める。一人倒しても更に援えん軍ぐんが……賊達には仲間が増えるのだから、余計に己おのれの孤こ立りつを思い知らされる。

　自分は今なにと戦っているのか、誰が敵だったのか、そんな事すらも分からなくなり、ただ自分の手にある剣だけが理性を留とどめてくれる唯ゆい一いつの存在に思えていた。







　アルベルトが仲間と合流したのは、それから数時間後。

　満まん身しん創そう痍いながらに難を逃のがれ、朦もう朧ろうとする意識で帰路を歩いていた時だ。いや、むしろ歩いていたというよりは足を引きずり進むに近く、足あし跡あと代わりに血が線を引いている。

　致ち命めい傷しようではない。だが辛くないわけがない。

　それでも助けを求める気になれないのは、『求めたところで助けがくるのか』という猜さい疑ぎ心しんが己の中にあるからだ。杖つえ代わりにしている剣だけは信じられ、これさえあれば良いとぼんやりとする頭の中で考える。

　そんなアルベルトを見つけたのが、マリユスとシャルだ。馬上に居た彼等はアルベルトを見つけるや手た綱づなを操あやつり駆けつけ、倒れる寸前のアルベルトを抱だき起こそうとし……、

　それをアルベルトが拒きよ否ひした。

　痛々しい傷が残る腕うでで、自分を支えようと伸のばされたマリユスの手を叩き落としたのだ。

「……答えろマリユス、何故なぜ来なかった」

「お前が行った後、すぐに作戦中止の伝令が来た。お前にも伝令が行ってると言われたんだ」

　それを信じ、仲間達と撤てつ退たいをした。だが領土に戻もどってもアルベルトの姿は無く、異変を感じてマリユスとシャルは戻ってきたのだという。

　そう語るマリユスの口調に噓うそをついている様子はない。シャルも同様、それどころか今の彼女は普ふ段だんの凜り々りしさが噓のように青ざめ、悲痛そうな表情を浮かべている。弱々しい表情は年相応の少女のものだ。

　彼等は事実を話している、彼等も騙だまされたのだ。長く付き合ってきたからこそ分かる。

　……だけど、それでもアルベルトの胸中に僅かな疑ぎ惑わくが浮かぶ。彼等の顔を直視することが出来ず、俯うつむく事で視線から逃にげた。
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「先に戻っていてくれ」

「だがアルベルト、その傷じゃ……！」

　シャルが悲痛そうな声をあげる。それに対してもアルベルトは顔を上げることが出来ず、絞しぼり出すような声で「たいしたことない」と答えるだけに止とどめた。致命傷ではないが満身創痍、かなり酷ひどく傷を負った。自分自身の事なのだから誰よりも分かる。

　だが余計な口を開けば、猜疑心を正面から彼等にぶつけてしまいそうになる。

「少し頭を冷やしたい。騎き士し隊には適当に話をつけておいてくれ」

「あぁ、分かった……。行くぞ、シャル」

「でも……！　それならせめて馬を」

「いや良い、時間が欲しい」

　食い下がろうとするシャルの言葉をアルベルトが制する。もはや拒きよ絶ぜつとすら言えるその断言に、シャルが青ざめた表情のまま小さく頷うなずいた。

　そうして二人が再び馬上に戻り、手綱を握にぎり馬を操る。ゆっくりと旋せん回かいさせて遅おそい歩みで進みだすあたり、アルベルトを気き遣づかっているのが分かる。一言でも「待ってくれ」と言えば、彼等はすぐさま振ふり返って手を差し伸べてくれるだろう。

　だが今のアルベルトは彼等の気遣いに応こたえる気になれず、去っていく背中を見つめるしか出来なかった。

（マリユスとシャルは味方だ。それは分かっている。……だけど、それでも）

　本当に信じて良いのかと己の中で疑問が浮うかぶ。抱いだいていた信頼が揺ゆらぐ。胸を占しめる息苦しさは疲ひ労ろうや負傷のせいではないだろう。

　なにより辛いのは、昔むかし馴な染じみの彼等さえも疑っているという事実だ。揺るぎなかったはずの信頼が疑惑に浸しん食しよくされ、「あいつらを疑うのか」と自分自身を責める。




　そうして一度抱いた猜疑心は止やむことなく、騎士隊に戻っても、今回の件を『伝達ミス』と処理しても、以前通りの日常に戻っても、いつまでもアルベルトの胸の中に残り続けていた。

　平へい穏おんを取り繕つくろっても以前のように仲間達と接することが出来ず、次し第だいに距きよ離りを置き始める。一人でいることを好み、他者と話すことを控ひかえるようになっていった。

　いつ、誰が、どんな理由で、自分を排はい除じよしようとしてくるのか分からないのだ。常に気を張り詰つめて誰かと過ごすくらいなら、一人で居た方がまだ気が弛ゆるめられる。そう考えるようになり、そしてそんな事を考えてしまう自分にも自己嫌けん悪おを抱くようになった。

「アルベルト、久しぶりに食事でもしよう」

　そうマリユスが何度も声を掛かけてくれた。いつも通り気さくに、肩かたを叩たたきながら。

　だがそれに対してアルベルトは首を横に振り、忙いそがしい、時間がない、今はそんな気分ではない……と見え見えの噓をついて断っていた。

「アルベルト、ちゃんと話をしよう。お前の考えを聞かせてくれ」

　そうシャルが真しん剣けんな表情で声を掛けてきたこともあった。真っすぐに訴うつたえてくる彼女の態度は、以前であれば騎士らしい潔いさぎよさを覚えただろう。それでいて声には悲痛な色を隠かくしきれておらず、心から案じてくれていると分かる。

　それでもアルベルトはこの訴えにも頷くことが出来ず、白々しい噓で彼女の視線から逃げた。

　背を向けた瞬しゆん間かんにシャルが細い声で名前を呼んできたのが聞こえてきた。彼女の手が縋すがるように自分に伸ばされたのが分かった。

　それでも脳のう裏りには一人戦い続けた時の絶望感が蘇よみがえり、振り返ることが出来なかった。




　そんな日々を過ごし、次第に彼等とも距離ができ、空いた時間で己を鍛きたえるようになった。それしかすることがなく、剣を握っている時だけは余計なことを考えずに済んだ。

　いつの間にか信じられるのは己の強さだけになってしまっていたのだ。ならば強さを極きわめればいいと半ば自棄やけになり、それがまた周囲との溝みぞを深めていく。

　マリユスやシャルとさえ言葉を交かわすのが躊躇われ、必要な伝達と、当たり障さわりのない白々しいやりとりだけになっていった。『声を掛けてくれるな』という心の声はきっと全身から無言の訴えとなって溢あふれていたのだろう。かつて気軽に声を掛けてくれた者達が一人また一人と離はなれていく。

　そうして、いつしかついた渾あだ名なが『氷騎士』。

　アルベルトの髪かみと瞳ひとみの色、そして見る者が寒気を覚えるほどの強さ、仲間さえも信しん頼らいしない冷れい酷こくさ……それらを氷に喩たとえられたのだ。

　風の噂うわさでそれを聞いたアルベルトは自じ虐ぎやく的に笑い、もはや訂てい正せいする気も無いと聞き流していた。氷騎士と恐おそれるならそれでいい、誰だれが裏切るのか分からないのなら、誰も近付いてこないほうがいい、誰も近付かないなら誰も疑わずにいられる。……そう考えるようになっていた。
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「それからしばらくして王宮から召しよう集しゆうが掛かったんだ。バクレールの事も気になりはしたが、残ってまで解決しようとは思えなかった」

　溜ため息いき交じりに話し終え、アルベルトがふっと視線を他所よそにそらした。

　王都に来てもマリユスやシャルは定期的に手紙をくれたという。バクレールの現状と、アルベルトの状じよう況きようを案じる言葉、そして過去の思い出話……。

　だがアルベルトはそれに対しても当たり障りのない返事しか出来ず、帰る目め途ども、彼等を迎むかえる言葉も、今日に至るまで一度も書くことは出来なかったという。「じきに帰る」と書けばマリユス達は喜んで迎えてくれただろう、「遊びに来てくれ」と書けばすぐさま会いに来てくれたに違ちがいない。だがそれを望めなかった。

　自分の手紙がいかに簡素だったかを語るアルベルトの口調には、己おのれを責める色さえ見える。

「氷騎士なんて聞こえの良い異名にかこつけて、俺は故郷から逃げ出したんだ」

「アルベルト隊長……」

「キャス、今の話を聞いても、それでも俺への気持ちは変わらずにいてくれるか？」

「もちろんです！」

　切なげに問いかけてくるアルベルトに、キャスリーンはまっすぐに彼を見つめて答えた。

　過去バクレールでアルベルトに何があろうと、彼への想おもいは変わらない。

　確かに彼の話は辛つらく、今のアルベルトからはかつてマリユス達さえも疑っていたという姿は想像できない。きっと、今とは別人のようだったのだろう。

　だけどその話を聞いて、いったいどうして彼への想いが変わるというのか。

　アルベルトの手を強く握ってそれを告げれば、彼の瞳が穏やかに細められた。

「アルベルト隊長に何があろうと、私は変わらずアルベルト隊長の事が好きです」

「そうか、それなら……」

　コホンとアルベルトが咳せき払ばらいをする。先さき程ほどまでの過去を語っていた時とは違ったその態度に、キャスリーンがどうしたのかと彼を見上げる。

　次いでアルベルトの表情が僅わずかに緩ゆるんでいるのを見て、ポッと頰ほおを赤くさせた。

　アルベルトが何を言おうとしているのか、彼が何を望んでいるのか、それを察したのだ。そして同時に思い出したのが、彼が話す前に告げた言葉。

『約束します。アルベルト隊長がどんな話をしても、私は話し終えた隊長にもう一度キスをします』

　そう告げた。

　そしてアルベルトはかつて故郷で起こったことを話してくれたのだ。

　つまり自分は今から彼にキスを……と考えれば、キャスリーンの中で恥はずかしさが熱に変わる。見ればアルベルトの瞳には期待の色が宿っており、そのうえ、先程までこちらが包んでいた彼の手がするりと動き、逆にキャスリーンの手を包みこんできた。

　まるで逃にがすまいとしているかのようにぎゅっと強く握られ、キャスリーンが慌あわててアルベルトの顔と、そして彼の手に握られてしまった自分の手に視線をやる。

　このまま凍こおってしまいそう、なんて考えていたのが噓うそのように、今のアルベルトの手は温かい。いや、温かいどころか熱っぽくキャスリーンの手を握っている。

「あ、あの、アルベルト隊長……！」

「キャス、俺への気持ちが変わらないなら、もう一度キャスからキスをしてくれるんだよな」

「でも……それは、その……確かに、言いましたけど……」

　数十分前の自分がどれほど大だい胆たんだったかを改めて思い知り、キャスリーンがアルベルトの視線から逃のがれるように顔を背そむけた。

　先程は不安そうにする彼を宥なだめる事ばかり考えていた。「自分の気が変わるなんてあり得ない」そう彼に伝える事だけを考えていた。

　だからこそ自らキスをして、そして変わらない証あかしに「話した後もキスをする」と告げたのだ。

（私ってば、なんて大胆なことを言ったのかしら……！）

　そうキャスリーンが自分の発言を恥じる。だが赤くなっているであろう頰を押さえようにもアルベルトの手に握られ、顔を背けてもそう距離は取れない。先程までの触ふれ合いが、今では彼に捕とらわれているかのように思える。

　きっとキスをするまでこの手は解ほどいてくれないだろう。

　そう考えてキャスリーンが戸と惑まどっていると、アルベルトがふっと小さく笑えみを零こぼした。

　次いで彼がゆっくりと顔を寄せてくる。藍あい色いろの瞳がキャスリーンを見つめ、次第に細められていく。

　キスをされるのだ、そう察してキャスリーンが瞳を閉じた。

　だが閉じた瞳をすぐさまパチンと瞬まばたかせたのは、アルベルトがキスではなくキャスリーンの肩に頭を載のせてきたからだ。まるで寝ね入いってしまったかのように身を預けてくる彼に、キャスリーンがどうしたのかと名前を呼ぶ。

「アルベルト隊長……？」

「キャス、しばらくこうさせてくれ。キャスからのキスは今度で良いから」

「は、はい、それは大だい丈じよう夫ぶですが。……今度!?」

　諦あきらめてない！　とキャスリーンが思わず零せば、肩に載せられたアルベルトの頭が揺ゆれる。

　きっと笑っているのだろう。それが恥ずかしく、彼が言う『今度』が事実ならばいずれは自分からキスをする時がくるのだと察し、キャスリーンの頰がさらに熱を増す。

　なんて恥ずかしいのだろうか。だがアルベルトが身を預けてくれている事は嬉うれしく、チラと横目で窺うかがえば穏やかな表情で目を瞑つむっている彼の顔が見えた。

　まるで甘えている猫ねこのようだ。彼の穏やかな表情に、キャスリーンの中で愛いとしさが湧わき上がる。自分の小さな体が、体格の良いアルベルトに比べれば頼たよりなさを覚えかねない体が、それでも今は彼を支えているのだ。

　なんてくすぐったく、そしてたまらなく愛おしい。

「こんな姿、シャルに見られたらまた一いつ騎き打うちを挑いどまれますよ」

「キャスと二人きりの時だけだ」

　だから大丈夫だと話すアルベルトに、キャスリーンの胸の鼓こ動どうがより高まる。

　自分と二人きりの時だけ見せる、その言葉のなんと甘い事か。だがその言葉の甘さに酔よいしれていては駄だ目めだと自分に言い聞かせたのは、アルベルトの胸中を察したからだ。

　普ふ段だんは凜り々りしく、自分にさえ弱みを見せないアルベルト。そんな彼が癒いやしを求めるように自分にもたれ掛かかっている。

　ならば自分がすべきことは……。

　そう考え、キャスリーンがそっとアルベルトの頭に手を置いた。藍色の髪を指で掬すくい、手の平で彼の頭をゆっくりと撫なでる。普段彼が撫でてくれるように、彼に頭を撫でられる心地ここち好よさを思い出しながら、今夜は自分がその心地好さを彼に与あたえるのだと藍色の髪を撫でる。

　恋こい人びと同士の触れ合いというよりは子供に接するようなその触れ方に、くすぐったいのかアルベルトが小さく笑った。

「アルベルト隊長、私は何も変わりません」

「そうか……。変わらずにいてくれるんだな」

「はい、もちろんです。アルベルト隊長が、キャスがキャスリーンだと知った時に変わらずにいてくれたように、私も何も変わりません」

　話しながら、キャスリーンがかつての事を思い出す。

　自分の正体が聖女であることを隠かくしてアルベルト達と接していた。その後ろめたさ、申し訳なさ。そして全すべてが彼に知られた時、今まで築いた関係が終わってしまうと思った。

　だがアルベルトは最初こそ戸と惑まどいの表情を見せたものの、金糸の髪かみを三つ編みにした普段通りの姿を晒さらすと「キャス」と呼んでくれた。それ以降も変わらず頭を撫でてくれる。
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　それを思い出しながらアルベルトの頭を撫でていると、さすがに気き恥はずかしくなったのかアルベルトがゆっくりと身を引いた。彼の頰が少しだけ赤くなっており、ふいとそっぽを向いてしまう。分かりやすい照れ隠しだ。

　思わず悪戯いたずら心が湧いて「満足しましたか？」と問えば、照れ臭くさそうに笑いながら「双ふた子ごには内ない緒しよにしてくれ」と告げてきた。その声は気恥ずかしそうな色こそあるが、先さき程ほどのバクレールでの過去を語っていた時のような息苦しさは無い。

「キャス、全て終わったら、その時はキャスからキスをしてくれるか？」

「全て？」

「あぁ、全て終わらせるから……」

　改まった声こわ色いろのアルベルトに問われ、キャスリーンが彼を見上げる。

　彼の藍色の瞳ひとみは自分を見ている。だけどどこか遠くを見つめるような、これから先のことを見み据すえているような瞳だ。

　その瞳の中にどこか焦あせりの色が見えたのは気のせいだろうか。キャスリーンの胸の中に僅かながら不安が過よぎり、そっと彼の腕うでに触れる。

　だがアルベルトはそんなキャスリーンの視線に気付いたのか、普段通りの穏おだやかな表情に戻もどってしまった。ぽんと頭を撫でてくる手の動きもいつもと同じだ。

「時間を取って悪かった。トルステア家に戻ろう」

「アルベルト隊長、全て終わらせるって……」

「これ以上遅おそくなったら、ナタリア様が双子を引き連れて捜さがしに来るかもしれないからな」

　冗じよう談だんめかしてアルベルトが急せかしてくる。

　だがその口調はどこか強ごう引いんで、これ以上は言げん及きゆうさせまいとしているかのようだ。

「アルベルト隊長……？」

　キャスリーンが呟つぶやくように彼を呼ぶ。

　だがそれに対してもアルベルトは答えることなく、まるでこれで話は終しまいだとでも言いたげにポンとキャスリーンの頭を叩たたくと立ち上がった。

　夜よ闇やみの中に月が浮うかび、それを背にアルベルトが見つめてくる。

　差し出される手はいつも通りの彼の手だ。応じてキャスリーンが手を重ねれば、優やさしく包んで立ち上がるのを促うながすように軽く引いてくれる。

　いつも通りだ。……だけど。

（アルベルト隊長、なんだか焦ってるように見えたけど……）

　疑問が胸に湧く。だがそれを問うことは出来ず、キャスリーンは隣となりを歩くアルベルトをチラと横目で見上げた。
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「いやはや、キャスリーン様は今日も愛らしくお美しい」

　にこやかに贈おくられるヘインの賛辞に、キャスリーンは謁えつ見けんの間にある椅い子すに座ったまま、ジロリと彼を睨にらみ付けた。彼の隣にはマーサもおり、「黄金のような髪」とキャスリーンの金糸の髪を褒ほめてくる。

　なんて白々しいのだろうか。

　そしてその白々しい褒め言葉には、もちろん言うだけの目的がある。キャスリーンがそれを問うように「それで今日は？」と尋たずねれば、ヘインがパッと表情を明るくさせた。

「今日は腰こしが痛くて辛つらくて、ここまで来るのにどれだけ苦労したか」

「それは大変。そういえば、ヘイン伯はくは屋や敷しきの庭にブランコを建設中らしいわね」

「おや、ご存じでしたか」

「今朝トルステア家のメイドが教えてくれたの。なんでも、誰だれかさんが孫の為ためにって張り切って丸太を運んだそうね」

「キャスリーン様は情報通ですなぁ」

　参った、とヘインが笑う。まったくもって反省の色が無い。

　キャスリーンがまったくと言いたげに溜ため息いきを吐つき……ふっと笑えみを零した。

　以前にヘインの孫に会った事がある。彼が溺でき愛あいするのも分かるほど可愛かわいく、そして元気いっぱいの二人だった。そんな孫達に囲まれるヘインの姿を思い出したのだ。

　貴族の家系といった重苦しさや威い厳げんはそこには無く、なんとも微笑ほほえましいものだった。

　マーサも……とキャスリーンが視線を向ければ、彼女は待っていましたと言いたげにキャスリーンを呼んだ。

「キャスリーン様、私わたくしの腕を見てください。ほらここ、シミが出来てしまったんです。肌はだも最近調子が悪く、先日は顔色が悪いと言われてしまいました！」

「マーサ夫人は日に当たらなすぎよ。いくら白い肌が良いと言っても限度があるわ」

　不健康だとキャスリーンが訴うつたえる。

　マーサを始め、社交界に属する女性達は『肌が白い女性は美しい』と考えている。だからといって、日中の外出を嫌いやがり、外に出る時は必ずメイドに日ひ傘がさをささせて一ミリとて日光を受けようとしないのは如何いかがなものか。

　午後は騎士として日の下もとを駆かけまわっているキャスリーンには耐たえられそうにない。

「ヘイン伯もマーサ夫人も、今日は治してあげるけど、次からは自分で」

「おぉ、治してくださいますか。さすがキャスリーン様、お優しい！」

「キャスリーン様、まさに聖女！」

「聞いて！」

　もう！　とキャスリーンが怒いかりを露あらわにしつつ、それでも彼等へと手をかざす。

　念のために改めて「今日で終わりだからね」と告げておくが、その「今日で終わり」を今まで何度口にしてきたことか……。

　孫を溺愛するが故ゆえのヘインの腰よう痛つうも、美を求めるあまりの公こう爵しやく夫人の訴えも、どちらも困りものだ。だが本人達を嫌きらうことなんて出来やしない。

　なにより、彼等とこうやって会話をしていると胸中の不安が僅わずかだが和やわらいでいく。いつも通りの謁見の間、見慣れた顔ぶれ、緊きん急きゆう性のない嘆たん願がん……。長閑のどかさが心地ここち好よい。

　だがそれを正直に話す気にはなれず、ツンと澄すまして聖女の力を振ふるおうとし……、

「キャス！」

　と響ひびいた声と、ノックも無しに勢いよく開かれた扉とびらの音に、ビクリと肩かたを震ふるわせた。

　ローディスとロイ、それにシャルだ。

　これにはキャスリーンも目を丸くさせ、立ち上がると慌あわてて彼等のもとへと駆け寄った。日ひ頃ごろローディスもロイも突とつ拍ぴよう子しの無い事を仕出かし、アルベルトを始めとする上官すらも茶ちや化かそうとする困った性格だ。だがさすがに聖女の謁見の間に無断で飛び込んできたりはしない。

　よっぽどの事が無い限り。

「ローディス、ロイ！　何があったの!?　それにシャルまで！」

「キャス、大変だ。アルベルト隊長が」

「ロイ、ちょっと落ち着け」

　ロイが話すのをローディスが窘たしなめるように制止する。普段とは違ちがう、真しん剣けんな表情と口調。

　やりとりを見ているシャルもここでは話をするべきではないと考えたのか、「キャス、こっちに」と部屋を出るように促してきた。

　元より凜り々りしい彼女の顔は、今は緊きん迫ぱく感かんを宿して怒りさえ感じさせる。




　幸い謁見の最中はこの部屋に近付く者はおらず、通路はシンと静まっている。扉を閉めれば室内にも声は聞こえないだろう。

　長い通路は見通しも良く、誰だれかに盗ぬすみ聞きをされる可能性は低い。

　だというのにローディス達は周囲を窺うかがうように見回し、声を潜ひそめてキャスリーンを呼んだ。用心深い彼等の様子に、キャスリーンの胸に湧わいた不安が嵩かさを増す。

　ローディスとロイが王宮内に入る時は、決まってアルベルトも一いつ緒しよに居る。──もちろん二人が王宮内で良からぬ事をしないよう監かん視しのためである──

　シャルもまた、何かあればマリユスと行動するはずだ。

　だというのにアルベルトの姿もマリユスの姿も無く、キャスリーンは小さくアルベルトの名前を口にした。掠かすれる自分の声は我ながら弱々しくか細い。

　そんなキャスリーンの胸中を察したのか、ローディスが諭さとすように声こわ色いろを落ち着かせて話し出した。

「キャス、落ち着いて聞け。……アルベルト隊長がバクレールに戻った」

「……えっ？」

「いつまでもアルベルト隊長がこないから、俺達で呼びに行ったんだ。だけど姿が無く、バクレールに向かうって置き手紙が……」

　ローディスから告げられた言葉に、キャスリーンが息を吞のむ。

　脳のう裏りをよぎるのはアルベルトの姿。普ふ段だんの頭を撫なでてくれる優しい姿、戦う時の勇ましい姿、そして、昨夜ゆうべほんの一いつ瞬しゆん見せたどこか遠くを見るような表情。

　あの時彼は全すべて終わらせると言った。だがこんな早く、こんな強引に……。

　昨夜のことを思い出し、それでもキャスリーンは我に返ると首を横に振った。今は昨夜のことを思い出している場合ではない、なにせ今ここにアルベルトが居ないのだ。

　いったいどうしてとキャスリーンが不安にかられて胸むな元もとを押さえれば、シャルが盛大に溜息を吐いた。曰いわく、彼女もまたマリユスに置いていかれたのだという。

「昨夜マリユスの様子がおかしかった。じっと私を見つめてきたかと思えば、なにか尋ねても答えず誤ご魔ま化かしてくる。夜中に物音がしたからきっとアルベルトと抜ぬけ出したんだろう」

　悔くやしげにシャルが話し、「私を置いていくなんて」とここには居ない仲なか間まを恨うらんだ。表情は険しく、今ここにマリユスが居たら怒ど鳴なりつけていてもおかしくない程ほどだ。

　これにはいったいどういうわけかローディスが「汲くんでやれよ」とフォローを入れた。

「この状じよう況きようで、何を汲めって言うんだ？」

「だからな、ほら、お前を置いていったマリユスの気持ちをさ」

　ローディスが言葉を濁にごしつつシャルを促うながす。

　だがシャルはもちろん、ロイもキャスリーンも彼の言わんとしている事を理解出来ず、きょとんと目を丸くさせた。

　そうして三人揃そろって頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべ……シャルが「まさか！」と声を荒あららげた。

「私が足あし手で纏まといという事か！」

「……あー、もう、それで良いんじゃないかな。よし、本題に戻もどろう」

　あっさりと話を諦あきらめ、ローディスが溜息交じりに話を戻す。

　次いで彼は手にしていたものに視線を向けた。自然とキャスリーンも彼の手元へと視線を向ける。布でくるんだ荷物。重そうには見えないが、それでも両りよう腕うでで抱かかえているあたり、見た目に反して重さがあるのか、それとも大事なものなのか。

「アルベルト隊長の部屋に、これが置いてあった」

　ローディスの深刻な声色に、キャスリーンのなかで「まさか」と不安が過ぎる。

　無意識に自分の腰こし元もとに手をやるが、そこには普段さげているはずのレイピアは無い。謁えつ見けんの間に飾かざられているのだ。それがまた不安を増させる。

「ローディス、それ……」

「調べたら、アルベルト隊長は国にバクレールへの出しゆつ陣じんを願い出ていたらしい。だが却きやつ下かされた……。だから騎き士しとしてはバクレールには戻れないと考えたんだろうな」

　話しながらローディスの手が布をめくっていく。そうして重なり合う布の隙間から姿を現したのは……騎士の剣けん。国への忠誠を意味しており、騎士になる時に授さずけられるものだ。

　キャスリーンの表情がさっと青ざめる。誰の剣かなど分かり切っているが、それでも願うような気持ちでローディスとロイへと視線を向けた。当然、彼等の腰元には彼等の剣がさげられている。

　間ま違ちがいなく、そして疑いようもなく、これはアルベルトの剣だ。

　彼は騎士としてはバクレールには戻れないと考え、だからこそ騎士の証あかしである剣を置いていったのだ。それほどまでの覚かく悟ご、そしてそれほどまでに事態は急を要している。

「アルベルト隊長、どうして……」

「キャス、アルベルト隊長の部屋にキャス宛あての手紙もあった」

　ロイが手にしていた手紙を差し出してくる。シンプルで飾り気の無い便びん箋せんはアルベルトらしいが、今この状況で見ると酷ひどく物悲しい。

　キャスリーンがそれを受け取り、震える手でそっと折り畳たたまれた便箋を開いた。綴つづられているのは、見慣れたアルベルトの字。

『必ず帰る、待っていてくれ、愛してる』

　と、それだけだ。

　だがそれだけでもキャスリーンの脳裏に彼の声を蘇よみがえらせるには充じゆう分ぶんで、まるで隣となりに居て囁ささやかれるように彼の声が反はん芻すうされる。深く、落ち着いた、優やさしい声。

　だがその声の主は今ここに居ない。残された手紙はいくら彼の声を記き憶おくに蘇らせても、問いかけには答えてくれない。綴られた文字を確かく認にんするように指でなぞれば、自分の指先が震えているのが分かった。

「アルベルトが、この手紙を……」

　とは、キャスリーンの手元にある手紙を読んだシャル。

　呟つぶやくようなその声にキャスリーンが顔を上げて彼女を見れば、はたと我に返ったのか再び凜りんとした表情に戻ってしまった。ほんの一瞬、彼女が切なげに手紙を見つめていたように見えたが気のせいだったのだろうか。

「キャス、私達はこれからアルベルト達を追ってバクレールに向かう」

「わ、私も！」

　私も行く！　とキャスリーンが声をあげる。だが対してシャルは何も言わず、険しい表情のままゆっくりと首を横に振ふった。彼女の言わんとしていることを察し、キャスリーンがならばとローディス達へと視線を向ける。

　だがローディスもロイも頷うなずくことはせず、それどころか苦しげな表情でこちらを見つめてくるだけだ。眉み間けんに皺しわを寄せ、ロイに至ってはふいと視線をそらしてしまった。

　仮にこれがバクレールの一件でなければ、それこそ市街地での騒そう動どうや、日ひ頃ごろ第四騎士隊に課せられる賊ぞくの討とう伐ばつといった任務であったなら、ローディスもロイも二つ返事で返してくれただろう。それどころか「いつまで聖女やってるんだ」と冗じよう談だん交じりに急せかしてきたかもしれない。そもそも、アルベルトが同行させていたはずだ。

　だが今回は今までのようにはいかない。だからこそアルベルトは自分とマリユスだけで片を付けようと秘ひ密みつ裏りに発たったのだ。

　それがどれだけ危険な事か。……そして、どれだけの危険が待ち受けているのか。

　キャスリーンもそれが分からないわけではなく、咄とつ嗟さに自分も行くと言い出したもののすぐさま言葉を詰つまらせた。

「キャス、貴女あなたは連れていけない」

「でも、シャル、私も」

「双ふた子ごが言えないなら私が言おう。足あし手で纏まといになるだけだ」

「足手纏い……」

「ろくに戦えない者を連れて行くなら、必ず誰だれかが守ってやらなければならない。たとえ癒いやしの力があったとしても、その力を使っている間のキャスを誰が守る。昨日のように倒たおれたらどうする」
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　矢や継つぎ早に告げられるシャルの言葉に、キャスリーンも反論出来ずに俯うつむいた。

　彼女の言うことは事実だ。いくら日頃第四騎士隊の一人として務めていても、キャスリーンの実力は騎士の半分にも至らない。無理に付いていっても足手纏いになるのがオチだ。

　聖女の癒しの力も同様。怪け我がをしたら治せるだけで、それがキャスリーンの戦力になるわけではない。怪我をすれば治ち療りよう出来るが、その間は無防備。実質的なキャスリーンの剣の実力があがるわけではないのだ。その力にだって限界がある。

　なにより、アルベルトは騎士の剣を置いてバクレールへと向かった。それに聖女であるキャスリーンが付いていき取り返しのつかない事態になれば、すべての責任は単独行動を取ったアルベルトに向かうだろう。

　だからこそシャルは付いてくるなと言っているのだ。視線を逸そらすロイと、どう声をかけるべきか分からずにいるローディスの姿からもそれを察し、キャスリーンは小さく一度頷いた。

　分かった、と、言わざるを得ない。

「……みんな気をつけて。こっちは何とかしておくから」

「キャス……」

「ローディス、絶対にアルベルト隊長を連れて帰ってきてね。待ってるから」

「あ、あぁ。必ず連れて帰ってくる。行こう、ロイ、シャル」

　あまり長居をすべきではないと考えたのだろう、ローディスが二人を急かして去っていく。その背中も、ロイの申し訳なさそうな表情も、シャルの覚悟を決めた表情も、どれもキャスリーンには胸に迫せまるものがあった。

　彼等と並んで走っていけたらどれだけ良かっただろうか。アルベルトのように強くとはいかなくとも、自分の身は自分で守れるぐらいの、最低限の強さでもあれば同行出来たのに。

「……足手纏い、かぁ」

　三人が居なくなりよりいっそうの静けさを感じさせる通路に立ち、キャスリーンがポツリと呟いた。不安と寂さみしさが胸に湧わき、それらすべてが不ふ甲が斐いなさに変わって己おのれを責める。

　誰もいなくなった通路の静けさが、キャスリーンの胸中に焦あせりを募つのらせる。自然と耳を澄すましてしまうのは、走り去っていく彼等の足音を聞こうとしているからか。

「今追いかければ、まだ間に合うかも……」

　一度は見送ったものの、やはりローディス達と共にアルベルトを追うべきか。そう考えて小走りで駆かけ出し……シャルの『足手纏い』という言葉を思い出して足を止めた。

　ローディス達を追って、共にバクレールに向かって、はたして自分に何が出来るというのか。

　癒しの力はこちらが優勢の時に役立つものだ。多勢に無勢となれば力を使う暇ひまもない。キャスリーンを守る為ために誰かが怪我をし、その怪我を癒す間無防備になっているキャスリーンを守るためにまた誰かが怪我をし……なんて馬ば鹿かげた堂どう々どう巡めぐりになりかねない。

　ならば自分がすべきことは、アルベルト達が帰ってきた時に彼等の怪我を癒すこと。そしてそれまで王宮内で混乱が起こらないようにすることだ。

「そうだわ、王宮内で発言権があるのは私だけだもの。皆みんなが帰ってくるまで、なんとしてもこの事を隠かくさなきゃ……！」

　そう考え、キャスリーンは踵きびすを返した。

　何もなかったかのように謁えつ見けんの間に戻もどらなくては。きっとヘイン達は突とつ然ぜん飛び込んできた騎士達に異変を感じているはずだ。彼等を落ち着かせ、いつも通りに振る舞まい、必要とあらばそれとなく他言を控ひかえるようにしなくてはいけない。

　彼等の中にアルベルトを疑う者がいるとは考えたくないが、どこでどう話が流れていくかは分からない。

　アルベルトが騎士の証あかしである剣けんを置いていったなどと、彼を疑う者達に知られたらどうなるか。

　変な疑いを掛かけられないよう、自分が混乱を防がなくてはいけない。そうキャスリーンが自分に言い聞かせ、謁見の間へと戻ろうと歩き出し……。

「でも、私が言って皆が納なつ得とくしてくれるかしら。アルベルト隊長を庇かばってるって変に思われたらどうしよう……」

　と立ち止まった。

　謁見の間でヘイン達に何事かと問われ、自分は彼等に疑問を抱いだかせないよう上手うまく取り繕つくろえるだろうか？

　下手に隠したり、迂う闊かつな発言をすればアルベルトの立場を危あやうくさせかねない。そう考えればキャスリーンのなかで迷いが生まれる。

　次いで再び踵を返したのは、「それならいっそ」という考えが浮うかんだからだ。

　ローディス達には「こっちは何とかしておくから」と言ったものの、王宮をどうにか出来るわけがない。

「それならいっそ、私もアルベルト隊長のもとへ……！」

　彼のもとへ行きたいという焦しよう燥そう感かんに後押しされ、キャスリーンが通路を歩き出す。今追いかければ、追いつきこそしないがそう時間はあかないはずだ。

「アルベルト隊長に会いたい。……でも、駄だ目め！」

　ピタと足を止め、身勝手に動こうとした己を咎とがめる。

　会いたいという気持ちを優先しては駄目だ。冷静に考えなければならない、逸はやる気持ちを抑おさえるように胸むな元もとをぎゅっと摑つかむ。

「そうだわ、長く迷っていたら誰かが異変に気付いちゃうかも！　とにかく戻らなきゃ！」

　そう呟き、クルリと振り返る。

　謁見の間に戻らなくては。だが数歩進むとまたしても「でも！」と心の中に迷いが浮かぶ。

　クルリと振り返りローディス達が去っていった方へと進み、それは駄目だと自分に言い聞かせて踵を返して謁見の間へと向かう。だがそれもまたすぐさまクルリと振り返り……。

　と、行くべき方向が定まらない。

「あぁもう、どうしたらいいの……！」

「とりあえず、独り言を呟きながらグルグル回るのは今すぐにやめたほうが良いわね」

「でもどっちに行けばいいのか分からないの！」

「それは分かるけど、貴女あなたさっきから自分の尻尾しつぽを追い回す犬みたいよ。三つ編みがぶんぶん揺ゆれて尻尾みたい。しかも独り言が多いし、我が娘むすめながら正常か疑うわ」

「そこまで言わないでよ、お母様……お、お母様！」

　いつの間にかしれっと居るナタリアに、キャスリーンが悲鳴じみた声をあげる。

「お、お母様、いつからそこに……」

「いつから貴女がグルグル回っていたのかは知らないけど、二往復は見てたわ」

「結構見てたのね。そうじゃなくて、大変なのよ！」

　キャスリーンが縋すがるようにナタリアへと向かう。

　大方の事は察していたのだろう、彼女はキャスリーンの話を聞いても驚おどろく様子はなく、優やさしくキャスリーンを呼ぶと「置いていかれちゃったのね」と頰ほおを撫なでてきた。細い指先がキャスリーンの頰を擽くすぐる。

　ナタリアに告げられた言葉に、キャスリーンがポツリと「……置いていかれたの」とオウム返しのように呟つぶやいた。口にした途と端たん、言葉が胸に染しみ込んでいく。

　置いていかれたのだ。

　ローディス達に……そしてアルベルトに。

　もちろんそれが彼等の考えがあっての事だと、自分を想おもってくれたからこその判断だと分かっている。シャルだって、キャスリーンを諦あきらめさせるためにはっきりと『足手纏い』と言ってくれたのだ。誤ご魔ま化かすことも取り繕うこともしないのは、騎き士しとしての彼女の誠意だと分かる。

　それは分かる。分かっている。

（……でも、私も一いつ緒しよに行きたかった）

　思わずキャスリーンが俯けば、ツンと鼻の奥が痛み出した。視界が徐じよ々じよに滲にじみ始める。

　泣きそうだ。だがここで泣いて何になるのか。

　そう自分に言い聞かせ、ぐいと強ごう引いんに目元を拭ぬぐうとナタリアへと向き直った。

「お母様、私置いていかれたの。何も出来ないから。……でも何かしたいの。何もせずに待っているなんて出来ない！」

　潤うるんだ視界で訴うつたえれば、キャスリーンと同じ金色の髪かみが目の前でふわりと揺れる。

「そうねぇ、でも国も騎士隊を動かす事を良しとしなかったし、キャスに出来ることは何も無いわね」

「改めて言わないでよぉ……」

「あら、事実を言ったまでよ。国が騎士を動かさないと決めた以上、それを覆くつがえせる人なんていないわ。……一人を除いてはね」

　ニヤリと悪戯いたずらっぽく笑えみを浮かべて話すナタリアの言葉に、キャスリーンが自分の無力さを改めて突つきつけられたとグスと洟はなを啜すすり……「一人？」と瞳ひとみを瞬まばたかせた。

　意味深で、それでいてわざと名前を口にせず焦じらすようなナタリアの言葉。だが彼女の言葉は裏を返せば、『決定を覆せるものがいる』ということではないか。

「お母様、それは誰だれ！」

「あら、知らないの？」

「知らないわ！　ねぇ教えて、今すぐにその人のところに行かなくちゃ！」

　その人物が誰なのかは分からないが、国の決定を覆す権力を有しているという。ならば今すぐにその人物に会いに行き、全すべてを話し、そして騎士隊を動かしてもらうよう掛け合わなくてはならない。

　それがどれだけ労力を要するのか、そもそもどこに居る誰なのかも分からない。だが僅わずかながら差し込んだ一筋の希望に、涙なみだで潤んでいたキャスリーンの瞳が輝かがやきだす。

　こんなところで迷っている場合でも、ましてやグルグルと通路を行ったり来たりしている場合でもない。早く教えてと急せかせば、ようやく娘の本調子が戻ってきたと言いたいのかナタリアがコロコロと笑い出した。

「お母様、どこに行けばその人に会えるの！　早くしなきゃ！」

「キャス、落ち着きなさい。落ち着いて、鏡を見るのよ」

「鏡？　身み嗜だしなみに煩うるさい人なの？　そうよね、それだけの権力を持ってるなら厳しい人だっておかしくないわ」

「あらまぁ、まだ気付かないのね。嫌いやだわ、騎士になると人って鈍にぶくなるのかしら」

　まったくもう、とナタリアが溜ため息いきを吐つく。

　次いで彼女の手がひょいと伸のび、早く行かなくちゃと急かすキャスリーンの鼻をツンと突っついてきた。

　キャスリーンがパチンと瞳を瞬かせる。睫まつ毛げに付いた涙が一いつ滴てき零こぼれるが、それでもナタリアは再びキャスリーンの鼻を突っついてきた。

「お母様？　私、直すぐに出発しなきゃ……」

「いったいどこに行くって言うの？」

「だから、その人のところよ。国の決定を覆す権力を持ってる人のところに行かなくちゃ」

　急かすようにキャスリーンが訴えても、ナタリアの手は止まらない。ツンツンと鼻を突っつき、「鏡を見なさい」と微笑ほほえんでくるだけだ。

　鏡とは、顔に何か付いているのだろうか？

　そう考えてキャスリーンが手で軽く顔を拭うも、返ってきたのは呆あきれたような「鈍いわねぇ」という言葉。どうやら違ちがっていたらしい。

「ねぇお母様、何が言いたいの？　私急がなくちゃいけないのよ」

「キャス、確かに今貴女が出来ることは無いわ。……キャスにはね」

　悪戯っぽくナタリアが笑う。なんとも含ふくみのある、それでいて答えをはぐらかす意地悪な言い方ではないか。

　痺しびれを切らしたキャスリーンが彼女に詰つめ寄ろうとし……そして小さく「キャス」と騎士の名前を口にした。

　ナタリアは先さき程ほどから「キャス」と呼んでくる。置いていかれたのはキャスだと、今ここで何も出来ずにいるのはキャスだと……。

　キャスリーンではなく、キャスだと……。

　それはつまり、キャスリーンにはこの状じよう況きようで出来ることがあるということだ。

「私、なの……？」

　キャスリーンが譫うわ言ごとのようにポツリと呟けば、ナタリアの笑みが愛いとしむような柔やわらかなものに変わっていった。満足そうに一度頷うなずき、最後に一度と強めに鼻を突っついて手を離はなす。

　正解だと言いたいのだろう。だがキャスリーンはいまだ実感がわかないと言いたげに己おのれの胸むな元もとをぎゅっと押さえた。

「……でも、私にそんなこと。国の決定に意見なんてしたこと無いもの」

「私だって口を挟はさんだりしなかったわ。難しい話に加わるのは面めん倒どうだし、門外漢が口を挟んでも碌ろくなことにならないわ。だけど今は別よ」

「私に出来るのかしら……」

「キャスリーン、思い出して。謁えつ見けんの間に居るのは、普ふ段だん貴女が聖女の力で癒いやしているのは誰？」

「誰って……」

　ナタリアに問われ、キャスリーンは先程まで謁見の間で共に過ごしていた面々を思い出した。

　孫にせがまれたと笑いながら腰こしや足の痛みを訴える伯はく爵しやく家のヘイン。美しさを求めて肌はだや髪の些さ細さいな傷いたみも許さない公こう爵しやく家のマーサ。庭に咲さく薔ば薇らの美しさについ手を伸ばして棘とげを刺さすヘレナ夫人は伯爵家だ。

　それに、この三人ほどではないがあれこれと理由をつけて癒しを求めてくる者達。彼等の些細な嘆たん願がんはキャスリーンに会いたいがためだと、そう言ってくれたのはアルベルトだ。

　今この胸に湧わく友愛を、ヘイン達はずっと昔から、それこそキャスリーンがベールの下で退たい屈くつな表情を浮うかべていた時から抱いだいてくれていた。

　優しくて、温かくて、そして聖女の力を求める時には少し我が儘ままな……。

　国の権力を握にぎる貴族達。

　王宮の最さい奥おうにある絢けん爛らん豪ごう華かな謁見の間、そこに臆おくすることなく出入りする彼等の姿を思い出し、キャスリーンの視界がパッと煌きらめくように開けた。

　いや、キャスリーンの中の彼等が、そしてナタリアが、涙で潤んで閉じかけていたキャスリーンの視界を開かせてくれたのだ。

「だからバクレールの事も知っていたのね。お母様……いえ、先代聖女ナタリア様」

「そうよ。皆が教えてくれるの。『聖女様は物知りでなくては』ってね」

　クスクスと笑いながらナタリアがキャスリーンの耳をクイと引っ張る。次からはキャスリーンの耳にも情報が入るという事なのだろう。「皆が」と念を押す彼女の声は嬉しそうだ。

（そうだわ、伯爵に公爵、他ほかにも社交界で名を馳はせている人ばかり。それに国の重役を担になう人だっているわ……！）

　かつて自分を『国のお偉えら方がたに囲まれるだけのお飾かざり聖女』と自じ虐ぎやくめいて感じていた。だが逆に考えれば、キャスリーンの周りには常に『国の至宝である聖女と謁見出来る身分の者』が居たのだ。

　彼等の役割や地位はバラバラで、権力を有していたとしても一丸となって動くことは無いだろう。だけどもし、彼等を扇せん動どうできる者がいるとしたら……。

「私行かなきゃ！　いえ、戻もどらなきゃ！」

　キャスリーンが踵きびすを返して扉とびらへと向かう。

　そうしてノックをする余よ裕ゆうも無いと勢いよく扉を開け……そこに広がる光景に瞳を瞬かせた。

　絢爛豪華な謁見の間。並ぶ者達が深く頭を下げている。

　誰に？　もちろんキャスリーンに。

　その証あかしに、まるで代表するかのようにヘインが顔を上げ、キャスリーンを見つめるとゆっくりと口を開いた。

「キャスリーン様、ご命令を」

　そう告げる彼の声は、普段の孫に甘い祖父のものではない。

　現げん役えきを引いてもなお威い厳げんを感じさせる伯爵の声だ。

「キャスリーン様、私わたくし共はいつでも動く準備が出来ております」

　やんわりと微笑みながらマーサが告げてくる。

　彼女もまた纏まとう雰ふん囲い気きは普段のものとは違い、追求し続ける美しさもあってか妖よう艶えんな威い圧あつ感かんを感じさせる。

　彼女は公爵家。社交界でも上位に君臨する家の夫人だ。そのうえ彼女の家系は広く、分野も手広いと聞いたことがある。この謁見の間にも、王宮の重役達にも、彼女の遠とお縁えんにあたる者が何人もいる。その涼すずやかな一声だけで、いったいどれほどの人数が動くのか……。

　他の面々もヘインやマーサ同様、多くの者を従わせることの出来る者達だ。そんな彼等が、まるで指示を待ち望んでいるかのようにキャスリーンを見つめている。

　そんな視線を一身に受け、キャスリーンが逸はやる気持ちを抑おさえるようにぎゅっと胸元を摑つかんだ。

　今すぐに駆かけ寄って「みんなお願い！　助けて！」と声をあげたい。だが彼等が頭こうべを垂れているのは『聖女キャスリーン』だ。無力さに嘆なげく騎き士しでも無ければ、置いていかれた寂さみしさに涙する少女でも無い。国の至宝、聖女キャスリーンだ。

　ならば彼等の期待に応こたえるよう、そして彼等が力を貸したくなるように振ふる舞まわねば。

　そう己に言い聞かせ、キャスリーンはすっと息を吸い込んだ。

　落ち着いて、威厳を持って、聖女として彼等に命じるのだ……。

「聖女キャスリーンが命じます。今すぐに騎士隊をバクレールへ！　先行した第四騎士隊を救援し、この国を汚けがす者達を制圧しなさい！」

　声こわ色いろを落ち着かせ、それでも全員に届くようにと声高に告げる。聖女らしく、権威を持つ者として、的確に。そう努めたかいがあってか、命じ終えたキャスリーンがスゥと息を吐はくとほぼ同時に、ヘイン達が恭うやうやしく頭を下げた。

「仰おおせのままに、我らが聖女様」

　彼等のその言葉のなんと頼たよりがいがあり嬉うれしいことか。

　自分の為ために動いてくれるのだ、アルベルト達を助けることが出来る……！

　そう考えればキャスリーンの胸に歓かん喜きが湧き上がり、先程までの聖女らしさもどこへやら、

「ありがとうみんな。大好き！」
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　と、威厳ある聖女らしからぬ声をあげてしまった。

　思わずぱたと口を押さえる。見ればヘイン達が目を丸くしているではないか。次いで彼等が顔を見合わせて肩かたを竦すくめ合う。ガッカリされた気がして、キャスリーンが慌あわてて「違うのよ！」とフォローを入れた。

「ち、違ちがうの。今のは……！　聖女キャスリーンの命令だけど、その後は騎士キャスが出てきちゃったのよ……！」

　だから違うと──キャスリーン自身、何がどう違うのか分からないが──必死に訴うつたえれば、顔を見合わせ肩を竦め合っていたヘイン達がクスクスと笑い出した。

　次いで彼等がこちらを向く。その表情は先さき程ほどまでの畏かしこまったものとは違うが、それでも普段通りの優やさしく穏おだやかなものだ。少なくともガッカリしている様子はない。

「あの、皆みんな……動いてくれる？　もう一回命じた方が良い？」

　思わずキャスリーンが恐おそる恐る尋たずねれば、誰だれもが穏やかに笑えみを浮かべて見つめてくる。

　そうして再び頭を下げてきた。

「仰せのままに、我らが愛いとしい聖女様」

　その言葉は先程とは僅わずかに違っていたが、キャスリーンには同じように、それどころか先程よりも頼りがいのあるものに感じられた。
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　建物も何もない、見み渡わたす限り開けた土地が広がる。

　広大とでも言えば聞こえは良いが、実際は最低限の手入れ程度しかされていない無む駄だな土地だ。冬は寒々しさが漂ただよい、夏場は遮さえぎるものなく日の光が降り注ぐ。

　それでもアルベルトにとっては故郷であり、帰ってきたのだと懐なつかしさが胸に湧く。かつてはこの地で生き、この地を守ろうと剣けんを振るっていた。

「……懐かしいな」

「お前がそう思ってくれて嬉しいよ」

　胸の内から自然と零こぼれたアルベルトの言葉に、隣となりで馬を進ませるマリユスが穏やかに笑った。

　だがその笑みすらも消え失うせてしまったのは、広大に広がる土地の先に不ふ穏おんな影かげを見つけたからだ。アルベルトも気付き、懐かしむように遠くを見ていた表情を険しいものに変える。

　何もない土地に、不必要に佇たたずむ数十人。

　騎士の勘かんか、それとも緊きん迫ぱくした空気が遮しや蔽へい物の無い土地に充じゆう満まんしているのか、肌はだに刺さすような敵意さえ感じられ、アルベルトがふっと小さく息を吐はいた。驚おどろきも慌てもしない、覚かく悟ごしていた事だ。

「あんなに大勢で迎むかえてくれるなんて有あり難がたいな。酒でも用意してくれているともっと有難いんだが」

　吐き捨てるように言い切れば、並んでいたマリユスが意外だと言いたげに目を丸くさせてアルベルトの方へと向いた。

「堅かた物ぶつのお前がそんな皮肉を言うようになるとはな」

「そうか？」

「あぁ、昔のお前なら皮肉を言うどころか、今この瞬しゆん間かんにも剣を抜ぬいて駆け出してたぞ」

　その姿を想像したのか、マリユスがクツクツと笑う。

　きっと彼の脳のう裏りには、強い正義感と忠誠心ゆえに駆け出すアルベルトと、それに釣つられ自らもと走り出すシャルでもいるのだろう。……あと、慌てて追いかけるマリユス自身もいるかもしれない。

　昔の自分を思い出されるのはなんとも歯は痒がゆく、アルベルトが「昔話に興じてる場合じゃないだろ」と彼を制した。

　ここに双ふた子ごが居なくて良かった……と思う。もしも居たら「最近は堅物隊長も冗じよう談だんを言うようになった」だの「面おも白しろくないけど」だのと便乗して好き放題言ってきたに違いない。そもそも、皮肉を言うようになったのは彼等の影えい響きようだ。

　日ひ頃ごろから双子の皮肉や冗談を聞き、咎とがめるキャスリーンを宥なだめ、そしていつしか彼女を揶揄からかうために自分も冗談を口にするようになった。味方だと思っていたアルベルトに冗談を言われると、キャスリーンはきょとんと目を丸くさせて見上げてくる。そうしてはたと我に返ると「アルベルト隊長まで！」と頰ほおを膨ふくらませて怒いかりを露あらわにするのだ。

　その姿も、声も、全すべて思い出せる。

「……キャス、必ず帰るからな」

　記き憶おくの中のキャスリーンに告げ、アルベルトが馬上で剣を抜いた。前方に溜たまる者達との距きよ離りもだいぶ縮まり、今では顔や身み形なりの判断もつく。

　他国から流れてきたのか見慣れぬ衣服を着ている者や、風変わりな武器を手にしている者もいる。皆一様にアルベルトに対して敵意のある視線を向けているが、その迫はく力りよくや威圧感はピンからキリまで。寄せ集めといったところだろう。

　殆ほとんどはアルベルトには初見の者達だ。

　……殆どは。

「なんだ、思ったよりは少ないな」

「……それは冗談か、皮肉か？　それとも俺への慰なぐさめか？」

　達観した口調のアルベルトとは対極的に、マリユスが盛大な溜ため息いきを吐く。剣を抜く動きもどこか緩かん慢まんで、彼の気落ちが良く分かる。

　だがそれも仕方あるまい。前方で待ち構える者達の殆どは顔も分からぬ者だが、殆どであって全員ではないのだ。中には数人、見覚えのある者も居る。

　バクレールを守るはずの騎士だ。見れば顔に覚えはないが騎士の剣をさげている者もいる。きっとアルベルトがこの地を去ってから騎士になったのだろう。

　はたして騎士になってからエネット家と組んだのか、それともエネット家の息が掛かかっているから騎士になれたのか。

　どちらにせよ自分が思っている以上にバクレールは腐ふ敗はいしきっているようで、見たくなかった故郷の一面にアルベルトが溜息を吐いた。

　懐かしさはいつの間にか消え失せてしまった。

「マリユス、さっさと終わらせるぞ」

「一人残らず捕とらえて今度こそ尻尾しつぽを摑みたいところだな。王宮が気付いてるとなると、上手うまくすれば一気にエネット家の不正を報告出来る」

「俺の話を信じて貰もらえるかは定さだかじゃないがな」

「それは皮肉と取っておこうか。……ん？」

　ふとマリユスが何かに気付いて後方に視線をやった。次いで彼の手が止まる。それどころかパタと手た綱づなを落としてしまった。主あるじが突とつ如じよ手綱を落としたことに違い和わ感かんを覚えたか、彼の馬が歩みを止める。

「どうしたマリユス？」

「……おい、あれ」

　絞しぼり出したとでも言いたげなマリユスの言葉に、アルベルトがいったい何だと彼の視線を追うように後方を見て……啞あ然ぜんとした。

　後方から物もの凄すごい勢いで何かが近付いてくる。地鳴りとさえ言えそうな音をたて、土つち煙けむりを上げ、「馬ば鹿か隊長が！」だの「馬鹿共が！」だのと叫さけびながら……。

　もちろんローディスとロイ、そしてシャルである。ちなみに「馬鹿隊長」と怒ど鳴なっているのはロイ、「馬鹿共」と罵ののしっているのはシャル。そんな二人の後方では「頼たのむから喚わめきながら走って舌嚙かむなよ」と一人冷静なローディスが馬を走らせている。

「な、なんであいつらが！」

「シャル……あの馬鹿ついてきやがった！」

　アルベルトとマリユスが揃そろって声をあげる。だがそれすらも、罵ば声せいと轟ごう音おんとさえ言える馬の足音に搔かき消されてしまった。もっとも、届いていたところで馬も騎き手しゆも止まるわけが無いのだが。

　そうしてあっと言う間に距離を詰つめると、ロイがまるで飛び降りるかのように馬上から降りた。アルベルトもまた馬から降り、なぜ来たのかと尋たずねようとする。

　だがアルベルトが言葉を発するより先に、ロイが胸むな倉ぐらを摑つかんできた。

「なんで俺達を置いてった！」

「……ロイ、すまなかった。だがバクレールの事はお前達には関係ない」

「確かに俺達の故郷じゃない、だけど！」

　怒鳴るように声を荒あららげてロイが訴うつたえる。だがそれを制するようにアルベルトが彼の手を摑み、「分かっていた！」と声をあげた。

「お前達なら付いてきてくれると分かってた！　故郷も騎き士し隊も関係無く、力になってくれると信じてた！　だから置いていったんだ！　お前達も……キャスも……」

　次し第だいに語ご尾びを弱め、言い終わるやアルベルトが手を離はなした。ロイの怒気も削そがれたのか、摑んでいたアルベルトの胸倉を離す。

　二人の間に流れる空気は重く、見み兼かねたと言いたげにローディスが溜息を吐いた。仲ちゆう裁さいするように間に割って入り、まずはロイの肩かたを叩たたいて宥める。次いでアルベルトに向き直った。

「アルベルト隊長、確かに貴方あなたの言い分は分かります。現に俺達はこうやって付いてきた」

「ローディス……」

「だけど考えが甘いんですよ。俺達が付いてくることは分かっても、追いかけてくることは予想しなかったんでしょう」

「……すまない」

「俺達より先に謝る人がいるでしょ。さっさと帰らないと、怒り過ぎて誰だれかさんがチーズの自棄やけ食いを始めちまう」

　普ふ段だん通りの軽い口調に戻もどり、ローディスがニヤリと笑う。

　言わずもがなキャスリーンのことだ。「王宮中のチーズが無くなる」だのと冗談めかし、そのうえ「なぁロイ」と続くように片割れを促うながした。

　ロイもまたこれには悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ、「今いま頃ごろ真っ赤な茹ゆでエビだ」と笑った。

　なんとも彼等らしいやりとりではないか。仮にここにキャスリーンが居れば「ネズミでもエビでもないよ！」と怒り、更さらに揶揄われていただろう。

　その光景を思い浮かべ、アルベルトが僅わずかに笑みを零こぼした。

「戻ったら何より先にキャスに謝ろう、その後はお前達に謝らせてくれ。……昔なにがあったのかも全て話す」

「別に貴方に何があろうが興味ありませんね。ただ他ほかの騎士が隊長になられると、規律を守れだのサボるなだのと煩うるさくて敵かなわないんです」

「俺も規律を守ってサボるなと日々言ってるんだが」

「そんなことより、前方にいるのがエネット家に買収された奴やつらですね。さぁ戦いましょう！」

「……そうだな」

　あっさりと、それでいて白々しく話題を切り替かえるローディスに、アルベルトが溜息交じりに苦く笑しようを浮かべた。ローディスも、そして「俺達は謝罪だけじゃすみませんからね」とより悪戯気な笑みを浮かべるロイも、以前と何一つ変わらない。

　それが嬉うれしく、次いでアルベルトがシャルへと視線を向けた。

　割って入ることこそしなかったが、彼女は随ずい分ぶんと不満そうだ。鋭するどく睨にらみ付けてくる瞳ひとみはアルベルトとマリユスの勝手な行動を責めており、迂う闊かつなことを言えば今この瞬しゆん間かんに剣けんを抜ぬいて襲おそい掛かってきかねない。

　彼女にも謝らなければ……そう考えアルベルトが謝罪しようとする。だが口を開くより先に、マリユスが彼女を呼んだ。

「シャル、お前までどうして来たんだ」

「どうして？　それは私の方が聞きたいくらいだ。……いや、私を置いていったお前の気持ちは分かってる」

「えっ、それって……お前ついに」

「私を足あし手で纏まといと判断して置いていったんだな。いいだろう、今ここで私の実力を証明してみせる！　剣を抜け！」

「なんでそうなる……！」

　マリユスが額を押さえて天を仰あおぐ。全身から絶望が漂ただよっている。

　だがこれに対してもシャルは「早くしろ！」とせっついており、アルベルトが慌あわてて彼女を宥なだめた。──ローディスが溜息交じりにマリユスの肩を叩いているが、漂う絶望オーラは当分収まりそうにない──

「シャル、置いていってすまなかった」

「……アルベルト、お前まで私を足手纏いと思っていたのか」

「いや、俺はてっきりお前も一いつ緒しよに来るもんだと思っていたが」

「なるほど、つまり全すべてはマリユスの仕し業わざ……」

「違ちがう！　俺もだ、俺もお前を置いていったから同罪だ！」

　剣を抜いてマリユスへと近付こうとするシャルを慌ててアルベルトが止める。この目は本気だ……！　とアルベルトの額に冷や汗あせが伝うが、幸いシャルはマリユスに剣を向けるより先に怒いかりを収めてくれた。

　一件落着……などとは勿もち論ろん言えないが、それでもアルベルトが安あん堵どの息を吐はく。これから多勢に無勢で挑いどみ苦戦を強しいられるのだ、その前に仲間割れなんて笑えない。

　だからこそ改めてシャルに向き直り、彼女の肩を叩き、置いていった事を詫わびた。じっと瞳を見つめれば、彼女も見つめ返してくる。

「力を貸してくれ……というのは違うな。今度こそ俺達の手でバクレールの不正を絶やそう」

「……アルベルト。あぁ、そうだな、私達の故郷だものな！」

　アルベルトの話に、シャルもまた決意と闘とう志しを宿して威い勢せいを示すように返した。その姿は相変わらず凜り々りしい騎士だ。剣を抜く姿は様になっており、何色も混ざることのない黒一色の髪かみはまるで彼女の揺ゆるぎない正義感のようではないか。

　なんて頼もしいのだろうか。そうアルベルトが昔むかし馴な染じみの凜々しさを眺ながめれば、げしと足を蹴けられた。見ればロイが剣を抜いている。

「安心しろ、ロイ。お前も頼もしいよ」

　シャルにライバル心を抱いだいているのか、それとも自分だってと訴えているのか、分かりやすいロイにアルベルトが苦笑を浮かべる。

　だが長閑のどかなやりとりをしていられるのもここまでだ。ふいに殺気立った空気が漂い、誰もがそれを察して警けい戒かいの色を浮かべた。

　前方で群れをなしていた者達がこちらを睨み付けている。痺しびれを切らしたとでも言いたげで、ギラギラとした瞳が開戦を待ち望んでいる。戦いを求めているのか、それともアルベルト達の首に懸けん賞しよう金でも掛かけられているのか、どちらにせよ貪どん欲よくさを露あらわにした瞳は品が無い。

（だが感動の再会を待っていてくれたなら、礼の一つでも言うべきか。……あぁ、俺もこんな皮肉を考えるようになるとはな）

　自分の中で浮かんだ皮肉を己おのれで笑い飛ばし、アルベルトが剣を構えた。







　敵の数が数十を超こえれば、並外れた力量の騎士とて苦戦を強いられる。

　せめて離れないようにと固まって戦っていても次第に崩くずされ、一人また一人と姿が見えなくなる。

　そんな中、三人を相手に戦うローディスの姿を見つけ、アルベルトが対たい峙じしていた一人を打ち倒たおすと共に彼のもとへと向かった。今まさに切りかからんとしていた男の腹を切りつけ、胴どうを断たち切らん勢いで振ふりぬいて男の体を薙なぎ払はらう。

「ローディス、大だい丈じよう夫ぶか！」

「……え、えぇ」

「くそ、さすがにこの数は応こたえるな。ロイはどこだ」

「さっきまでは見えてたんですが……」

　片割れを探すようにローディスが周囲を探さぐる。だがその言葉を途と中ちゆうで止めたのは、背後から気配と殺気を感じたからだ。振り返れば、敵の姿より先に自分へと振り下ろされる剣の刃が視界に映る。

　その刃が太陽の光を受けて輝かがやく……。だが振り下ろされる直前、それよりも先にローディスの後方からより強く輝く刃が現れた。

　己の視界の隅すみから、ヒュッと風を切る音が耳に届く。ローディスの髪が揺れ、次いで上がった血ち飛沫しぶきが顔に掛かった。

　何が起こったのか？

　切りかかられる瞬間、後方から剣が伸のびてきたのだ。それが眼前に迫せまる男の腕うでを貫つらぬいた。

　だがそれが分かってもいまだローディスの心臓は落ち着きなく、呼吸が速まる。肺が萎い縮しゆくするかのような息苦しさを覚えるのは、一いつ瞬しゆん死を覚かく悟ごしたからだけではない。いや、それゆえの焦あせりは既すでに落ち着いた。助かったのだと理解した。

　それでも心音は落ち着かず、浅い呼吸を繰くり返す。

　なぜか？　己の背後から言いようのない冷気を感じ取っているからだ。

　体中が凍いてつきそうなほどの冷気。漂う殺気は尋じん常じようではなく、足元で無様に転がる男の腕を一いち瞥べつする余よ裕ゆうも無い。背後から聞こえてくる微かすかな呼吸が、いまだ顔の真横に鎮ちん座ざする鋭えい利りな刃が、そこを伝う血の筋が、冷ややかな空気を纏まとって心臓を締しめ付ける。

「……アルベルト、隊長」

「ローディス、無事だったか」

　聞こえてくる声はアルベルトのものだ。ゆっくりと剣が引かれ、それに合わせて振り返ればもちろんだが彼が居る。普段通りだ。戦場で見せる、強く勇ゆう猛もう果か敢かんな騎き士しの姿。

　それでも纏う空気はどこか痺れるような冷ややかさを感じさせ、ローディスがゴクリと生なま唾つばを飲むと共に己の無事を伝えた。

「いいか、もしも勝ち目が無いと判断したら俺達を置いてでも逃にげろ」

「まだそんな事を……！」

「俺達を置いて逃げて、皆みんなを連れてきてくれ。第四騎士隊の皆なら来てくれるだろ。……それまで必ず持ちこたえる」

　覚悟を決めたような声こわ色いろでアルベルトが告げ、再び剣を握にぎり直す。

　その姿から漂う気き魄はくは尋常ではなく、隙すきを窺うかがっていた者達がたじろいだ。

　数の利はいまだ変わっておらず、時間が経たつにつれて相手の方が有利になる。だというのに揺らぐどころか不利の色を欠片かけらも感じさせぬアルベルトの気魄に、誰だれもが一歩を踏ふみだすことも出来ずにいた。もっとも、相手が来なければこちらから行くまでなのだが。

「過去など最も早はやどうでもいい。第四騎士隊隊長である俺を敵にしたこと、後こう悔かいさせてやる！」

　剣を構え吠ほえながらアルベルトが駆かけてゆく。多勢にも臆おくさぬ威勢と気魄はさすがとしか言いようがなく、向かい合う者達の表情に僅わずかながら怯おびえさえ浮うかび始めた。

　そうして放たれる一いつ閃せんは容よう赦しやなく、的確に相手の急所を切り裂さいていく。迷いを吹ふっ切れたからか、もしくは今日で故郷の腐ふ敗はいを断つと決めたからか、普ふ段だん以上の強さである。

　味方だと分かっていても気け圧おされ、ローディスが呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし敵の群れの中に消えていくアルベルトの姿を見つめ……背を叩たたかれた。

　ロイだ。それにマリユスも居る。二人共この乱戦に若じやつ干かん息を上げ、それでもすぐさま立ち向かってくる一人を打ち倒した。

「ローディス、立ち尽くしてどうした。大丈夫か？」

「……いや、大丈夫だ。ただアルベルト隊長が」

「アルベルト隊長？　俺には元気に戦ってるようにしか見えないけど」

「一瞬、寒気がした。……なんだか本当に氷騎士って感じで」

　背後から漂ただよった恐きよう怖ふとさえ言える殺気を思い出してローディスが話せば、ロイが「ふぅん」とだけ答えた。あの場に居なかったからピンとこないのだろう。

　だがマリユスには覚えがあるのか、剣けんを振るうアルベルトに視線をやり、「昔はああだったんだ」と呟つぶやくように答えた。それどころか、今よりも酷ひどかったと話す。

「俺達でさえ近付くのが怖こわかった。騎士の中には、敵よりもアルベルトの方が恐おそろしいって言い出す奴やつさえ居たんだ」

「俺にはピンとこないけどな。味方は強いに越こしたことないだろ。なぁローディス」

「お前はあのアルベルト隊長に背後に立たれたことがないから言えるんだ」

　ローディスだって今までは「どこが氷騎士なんだ」と彼を揶揄からかったりしていた。

　確かに彼が隊長に任命された直後は臆して距きよ離りを置いていたが、キャスリーンを通じて彼を知り、抱いていた印象が全て誤解だと分かったのだ。

　冷ややかで冷れい徹てつな氷騎士などとんでもない。冷静沈ちん着ちやくだが人情に厚く、そして面めん倒どう見みが良い騎士だ。確かに強いが、キャスリーンに何かあるとすぐさま駆けつけてしまう過保護騎士。真ま面じ目めな性格で振り回すと楽しい。

　それがローディスの知るアルベルトだ。あれほど冷ややかな空気を纏う彼は見たことが無かった。確かに氷騎士だと、そんな納なつ得とくさえしてしまう。

「まぁ氷騎士だろうとなんだろうと、アルベルト隊長なら良いじゃないか」

「……ロイ、お前なぁ。双ふた子ごの俺でさえ呆あきれる楽観主義だぞ」

「アルベルト隊長はきっとキャス不足だ。連れて帰って補ほ充じゆうさせればいつもの隊長に戻もどるさ」

　なぁと笑いながらロイに同意を求められ、ローディスが溜ため息いき交じりに肩かたを竦すくめた。片割れながらにロイの楽観主義は呆れてしまう。自他共に認めるほど瓜うり二ふたつで、性格も似通っていると分かる。だが自分達の違ちがいを実感することも多々あるのだ。

　もっとも、ロイの楽観主義に呆れるのは一瞬だけ。

「そうなるとキャスもアルベルト隊長不足に陥おちいってる可能性があるな。巣穴に籠こもってチュウチュウ鳴いてたら引きずり出してやらなきゃ」

　ロイの言葉に便乗してローディスも冗じよう談だんめかして返す。

　これに対してロイが楽しそうに笑い、剣を構えると駆け出した。もちろんローディスもそれを追う。氷騎士アルベルトには、それどころか第四騎士隊隊長アルベルトにだって劣おとるが、それでも双子のコンビネーションは彼にはない強さだ。

「ロイ、さっきアルベルト隊長に助けられて借りがある。王都に戻って冷やかすために、その借りを返しておきたいんだ」

「よし任せろ。アルベルト隊長を救って、恩着せがましく夕飯にありつこう」

　ケラケラと笑いながらロイが剣を振るう。それに合わせてローディスも敵対する相手を薙ぎ払った。同じ顔に挟はさまれ同じタイミングで切りかかられれば、常人では太刀たち打うちできまい。

　多勢に無勢とはいえ乱戦は双子の得意とするもの。楽しそうとさえ言えるやりとりで戦う瓜二つの騎士の姿に、残されたマリユスが溜息交じりに肩を竦めた。

「そりゃアルベルトも皮肉の一つや二つ言うようになるな」

　と、その言葉はあいにくとアルベルトにもローディス達にも届かず、唯ゆい一いつ聞き取った敵の一人はすぐさま打ち倒された。
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　乱戦が続く中、アルベルトの剣がまた一人を打ち倒した。

　頽くずおれる男に視線をやれば、言いようのない息苦しさを覚える。これが顔も知らぬ異国の者であれば良かったが、今アルベルトが打ち倒したのはバクレールの騎士。かつて共に戦っていた、仲間だった男だ。名前も思い出せるが、呼んでも辛つらいだけだろう。

　なにより、今は嘆なげいている場合ではない。そう己おのれに言い聞かせ、状じよう況きようを把は握あくするために周囲を見回し……「悉ことごとく思い通りにいかない男だ」と呟かれた言葉に足を止めた。

　剣を握り直すと共に振ふり返れば、一人の男が忌いま々いまし気にこちらを見ている。その顔に僅かに懐なつかしさを覚えるのは、男がかつて仲間だったからだ。共に過ごし共に戦った、あの日も言葉を交かわし、冗談交じりにアルベルトを真面目だと笑っていた。

　人懐こい笑えみは今は消え失うせ、嫌けん悪おを抱いだいてアルベルトを睨にらみ付けている。記き憶おくに蘇よみがえる声はこれほどまでに低く唸うなるようなものではなく、もっと軽快だった。

　人ひと違ちがいだと思いたくなるほどの態度の違い。だが間違いなくかつて共に戦った騎士であり、そして間違うことなくアルベルトに剣を向けている。再会を懐かしむ気にもならない。

「どういう事だ？」

「気付いているんだろ。あの時の討とう伐ばつは端はなから仕組まれてたんだ」

「俺を騎士隊から追い出すためか？」

「追い出す？　馬ば鹿かなこと言うな、お前は邪じや魔まだったんだよ。邪魔な奴はどうすればいいか考えなくても分かるだろ。エネット家はお前を殺すように命じてきたんだ」

　はっきりと殺意を告げてくる男の言葉に、アルベルトが小さく肩を揺ゆらした。

　やはりという気持ちが湧わく。だがそれでも僅かに動どう揺ようしてしまったのは、仲間だと信じていた者達の中に明確な殺意があったと知らされたからだ。心のどこかでは「殺意までは無かったはずだ」と、「騎士隊から追い出すためだけだったはずだ」と、そう信じようとしていた。

　だがそれも甘い考えだった……。そう自分に言い聞かせ、アルベルトが剣の柄つかを握る手に力を入れた。動揺を隠かくそうとするぶん余計に手に力が入り、痺しびれるような感覚が伝う。

「エネット家に付いたのは金か？」

「それ以外に何がある。こんな末まつ端たんにある寂さびれた土地がどうなろうと、国が変わるわけじゃない。それなら力の強いものに付いた方が得だろう」

「国への忠誠心はどうした。騎き士しの誇ほこりは無いのか」

「相変わらず馬鹿がつくほどの真面目さだ。その国への忠誠心と騎士の誇りのせいで殺されかけたっていうのにな」

「どういうことだ？」

「エネット家にとって、お前のその真面目さが邪魔だったんだ。あと一歩のところで必ずお前が出てくる、お前の正義感に中あてられて寝ね返がえらない騎士もいたほどだ。だからエネット家はお前を殺そうとした。結果として失敗したが、まぁ貰もらえるものは貰えたから、俺にとって悪い話じゃなかったな」

　クツクツと男が笑い、次いで見せつけるように己おのれの胸むな元もとへと手をやった。

　綺き麗れいに磨みがかれた飾かざり、灰色の騎士服にその飾りはよく目立つ。それは男の階級を示すものであり、その数と飾りの華はなやかさが男が異例の出世をしたことを証明している。氷騎士の異名と強さを買われ第四騎士隊隊長についたアルベルトに並ぶほど……いや、それ以上の出世かもしれない。一いつ介かいの騎士ならば望むことすらしない階級だ。

　その階級を今誇こ示じすることにどういう意味があるのか……。意図を察し、アルベルトの胸の内はまるで逆毛が立つように荒あれた。怒いかりで腹の内が熱くなるのが分かる。

　つまり男はアルベルトをエネット家に売ったのだ。そうして階級を得た。

「そんなものの為ために騎士の誇りを捨てたのか……」

「誇りだの忠誠心だの、お前の話は昔から面おも白しろくないな」

　これで話は終わりだと言いたいのか、男がゆっくりと剣を構える。アルベルトも同様、痺れるくらいに強く握にぎっていた剣を構え直した。

　それと同時に男が駆かけ寄り剣を振り下ろしてくる。迷いの無い一いつ閃せんだ、だがそれをアルベルトは剣で受け止め、押しのけるように振り払はらった。男が数歩後あと退ずさり、アルベルトの変わらぬ強さを褒ほめてくる。忌々しい皮肉だ。これには返す気も起きず、アルベルトは再び剣を構えると男を睨み付けた。

　……が、次の瞬しゆん間かん素す早ばやく体をひねり、飛ぶように後方に半歩引いた。それとほぼ同時にアルベルトの足元に剣が振り下ろされる。鋭えい利りな刃やいばが叩たたいたのは、つい数秒前までアルベルトが立っていた場所だ。

　アルベルトの身のこなしに、後方から迫せまっていた敵の一人が驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。隙すきをつけたと思っていたのだろう。一瞬にして顔色を青ざめさせ、アルベルトの視線が自分に向けられると小さく悲鳴をあげた。

　奇き襲しゆうが失敗したことで恐きよう怖ふを抱いたのか、もしくは端はなから真っ向勝負では敵かなわないと考えていたのか、後退ると混戦の中へと逃にげていく。

　元よりエネット家に金で雇やとわれただけなのだ。そこに忠誠心も誇りも無いからこそ、これ以上アルベルトに固こ執しつする理由は無いと考えたのだろう。命あっての金だ。

　その後ろ姿をアルベルトは冷ややかに睨み付け、背後から迫る剣けんを振り向きざまに己の剣で受け止めた。甲かん高だかい音が響ひびく。それに続くのは忌々し気な舌打ちだ。

「背後から奇襲とは、階級の割に考えが浅はかだな」

「なんだよ、アルベルト。俺が一対一で戦うって信じてくれてなかったのか？」

「疑うことを覚えさせたのはお前だ」

　言い切ると共にアルベルトは受け止めていた一いち撃げきを振り払い、返し際ぎわの一閃で男の腹に剣を叩きつけた。硬かたい手て応ごたえと痺れが剣を伝って手に届くのは、きっと服の下に防具を纏まとっていたからだろう。

　それでも重い一撃は防具を越こえて腹に届く。男が苦し気に呻うめき、腹を押さえて僅わずかにバランスを崩くずした。

　ほんの一瞬、男の意識と視線が倒たおれまいと足元へと向かう。だがその一瞬だけあればアルベルトには充じゆう分ぶんだ。地を蹴けるように駆け出し、男へと剣を振るう。

　腹に防具があるのなら、狙うのは……首だ。自分に隙が出来たことを察した男の表情に恐怖の色が浮かぶ。小さな悲鳴と共にあげられた剣は辛かろうじてアルベルトの初手を弾はじいたが、それもまた男のバランスを崩させた。

　アルベルトがそれを狙って再び一撃放つ。再び男は剣で受けるが、ついには尻しりもちをついた。一撃受けるごとに己の分が悪くなることを理解しているのだろう、男の口から悲鳴交じりの呻きが漏もれる。

　憐あわれだ。だが今いま更さらそれに慈じ悲ひを覚えるわけがなく、アルベルトが狙いを定めて再び剣を振るった。

　脳のう裏りに過よぎるのは孤立し戦ったあの日の事。シャルやマリユスさえも疑い、彼等を疑う自分に対しても嫌悪を抱いた日々。

　仲間達は猜さい疑ぎ心しんに悩なやむ自分を案じてくれていた。だがその中にこの男も居たのだ。まるで何も知らなかったと言いたげな表情で、時には「大だい丈じよう夫ぶか」と声を掛かけてくれた。思い返せば、マリユスとシャルに対して「そっとしておこう」と宥なだめるように告げたのもこの男ではなかったか。

　全すべて男の思おも惑わく通りだったのだ。それを思えば剣の柄を握る手に力が入る。

（ここで断たち切る……！）

　心の中で吠えると共に、脳裏を過ぎる今までの記憶ごと叩き切るように剣を振り……、

『アルベルト隊長』

　と、居るはずのないキャスリーンの声を聞いた。ふわりと風が吹ふき髪かみを揺らし、優やさしく頭を撫なでてくる彼女の手の動きを思い出させる。

「キャス……」

　小さくその名を呼べば、脳裏に蘇っていた忌々しい記憶が消えていく。その代わりに彼女と過ごした温かな時間が、王都で過ごした賑にぎやかな時間が、まるで記憶を上書きするように溢あふれかえった。

　振り下ろしかけていた手を既すんでのところで止める。鋭利な刃は男の首へ向かい一線を描えがいていたが、その肌はだに触ふれた瞬間ピタリと止められた。男の首から血の筋が垂れる。だが溢れる程ほどではなく、ツゥと一筋垂れる程度だ。

「……殺さないのか」

「お前を殺すためにバクレールに戻もどってきたんじゃない。全て終わらせ、王都に戻るためだ。それにお前にはエネット家の不正を暴あばくための証人になってもらう」

「相変わらず馬鹿真ま面じ目めでつまらない男だな」

「そうだな。……だけど」

　言いかけ、アルベルトが男へ向かって片手を振り上げた。剣を握り……ではなく、拳こぶしを握りながら。

　満身の力を込めて顔面に拳を叩きつけてやれば、くぐもった声と共にドサッと音を立てて男の体が地面に倒れる。数秒待てども体を起こす気配はなく、呼吸はあるが返事も呻きもしないあたり、意識を飛ばしたのだろう。

　倒れたままピクリともしない男に追つい撃げきは不要と判断し、アルベルトは再び剣を握り直した。戦いは続いている。休んでいる暇ひまも思い出に耽ふけっている暇もない。

　だが一言くらい……と駆け出そうとした足を止め一度振ふり返り、

「俺は相変わらず馬ば鹿か真面目だが、憂うさを晴らすくらいの甲か斐い性しようは出来た」

　そう皮肉を告げるも、当然だが返事は無かった。

　だがまるでその代わりと言いたげに、聞きなれた叱しつ咤たの声が響く。

「なに無む駄だ話をしてるんだ！」

　凜りんとしたその声の主は確かく認にんするまでもないだろう。呼ばれるように振り返れば、眼前に迫っていた敵の鳩尾みぞおちに一撃を入れるシャルの姿。無駄も迷いもない動き。彼女の足元には腹を押さえ蹲うずくまる男が一人。バクレールの騎士だ。

　かつてどころか王宮に来る直前まで共に過ごしていたであろう仲間に対し、シャルの一撃は容よう赦しやも慈悲も無い。それどころか止とどめと言わんばかりに剣を振り下ろした。

　返り血が彼女の頰ほおに飛ぶ。それを気にも掛けず、まるで汗あせをかいたかのようにぐいと服の袖そでで拭ぬぐう様は冷ややかな美しさがある。

「良いかアルベルト、迷いは捨てろ。私は誰だれが相手だろうと迷わず戦う事にした。たとえバクレールの騎き士しであろうと、エネット家に心を売ったなら仲間とは思わないと決めた」

「シャル、やっぱりお前は立派な騎士だな」

「置いていったくせに良く言う」

　不満げに告げ、シャルがアルベルトの背後に回る。とんと触れるのは彼女の背中だ。

　心強さにアルベルトが小さく笑えみを浮かべた。

「あの時は誰を信じて良いのか分からなかった。だが今は分かる。かつての仲間が敵であろうと、お前とマリユスは信じられる」

「……アルベルト」

「今度こそ共にバクレールを守ろう」

「あぁ、そうだな。そうしたら、お前もまたバクレールで……！」

　言いかけ、シャルが切りかかってきた男の一撃を受けた。案じるほどではないが続きを話すことは出来ないだろう、アルベルトもまた眼前に現れた一人を前に、それでもチラと横目で彼女に視線をやった。

　シャルはあの瞬間、「またバクレールで」と言いかけた。その先にある言葉が何か、鈍にぶい自分でも──鈍いのは認める──察しないわけがない。この地に残り、また以前のように共に戦おうと誘さそおうとしたのだろう。

　再び受け入れてくれる、それはアルベルトにとって喜ばしい事だ。

　……だけど。

（帰ると誓ちかった。バクレールで何があろうと、この地が再び俺を受け入れてくれようと、俺の帰る場所はお前の隣となりだ。……キャス）

　そう記き憶おくの中のキャスリーンに告げる。

　今の言葉を告げたら彼女はどんな反応をしてくれるだろうか。

　待っていると微笑ほほえんでくれるのか、それとも不安そうな表情をさせてしまうだろうか。もしくは自分を置いていくなんてと怒おこるかもしれない。

　そうしたら頭を撫でて宥めようか。彼女の金糸の髪は手て触ざわりが良く、指先で軽く撫でるだけでもその柔やわらかさが伝わってくる。三つ編みを揺ゆらすとくすぐったいのか小さく笑う、その表情もまた愛いとおしい。

　遠く離はなれているというのに、まるで目の前にいるかのようにキャスリーンの姿を鮮せん明めいに思い出せる。姿も、声も……。

『アルベルト隊長！』

　と嬉うれしそうに自分を呼ぶ声。

『聞いてください、またローディスとロイが！』

　と怒りながら頰を膨ふくらませて報告してくる声。

『私ちゃんと聖女と騎士としてやれていますか？』

　と不安そうに問いかけてくる声。

　それになによりアルベルトの脳裏に蘇よみがえるのが、

『アルベルト隊長、大好き』

　と照れ臭くさそうに、それでいて嬉しそうに告げてくる声。

　……それと、




「第一騎士隊は救助を優先、第二騎士隊は敵の捕ほ縛ばくを！　第三騎士隊は周辺を探さぐって増ぞう援えんの撃げき破は！　一人たりとて逃にがしてはいけません！」




　という、勇ましい声。

　……勇ましい声？

「こんな声聞いたことが無いぞ!?」

　どういうことだ！　とアルベルトが慌あわてて周囲を窺うかがい、次いで聞こえてくる轟ごう音おんに硬こう直ちよくした。

　数え切れないほどの人数の吠ほえる声、そして馬の足音。それらが一いつ瞬しゆんにして湧わき上がり、何かと判断する暇も与あたえず乱戦の場に押し入り、いち早く事態を察し逃げに転ずる賊ぞく達すらも打ち倒たおし捕とらえていく。

　アルベルトも見覚えのある、何度も合同訓練をした騎士隊の動きだ。

「……なんで、王都の騎士が」

　突とつ如じよ形勢が逆転し、アルベルトが事態の理解が追い付かないと呆ぼう然ぜんとする。

　第一騎士隊の一人が「こちらへ」と声を掛かけてくるのは、きっと乱戦の場から離れた安全な地へ誘ゆう導どうするためだろう。ひとまずアルベルトがそれに従えば、シャルとマリユスも彼等に救助されているのが見えた。

　同じようにローディスとロイもいるが、彼等は啞あ然ぜんとするどころか第四騎士隊の仲間達の姿を見つけて楽しそうに手を振っている。──双ふた子ごの適応力はさすがだが、仲間と合流しつつも「なんでお前達来たんだ？」「なんかあったのか？」と暢のん気きに話しているあたり、事態を理解しているわけではなさそうだ──

　そんな光景をアルベルトが啞然としつつ眺ながめていると、「アルベルト隊長！」と聞きなれた声が聞こえてきた。先程まで脳のう裏りに蘇っていた思い出の中の声、だが今それは乱戦の騒そう音おんに搔かき消されつつも確かに耳に届く。

「キャス！」

　アルベルトが名を呼べば、キャスリーンが駆かけ寄ってくる。そうして目の前まで近付くと、勢いを緩ゆるめることなく抱だき着いてきた。

「アルベルト隊長……！　ご無事で良かった！」

「キャス、なんで……。これは？」

　腕うでの中の彼女を抱きしめつつ、いったいどういう事なのかとアルベルトが尋たずねる。

　それに対してキャスリーンは涙なみだぐんだ瞳ひとみで彼を見上げ、今までのことを話しだした。──この際なので、「ほらやっぱりキャス不足だった」だの「補ほ充じゆう中の札でもかけておくか」だのと話している双子や、「戦場であいつらは！」と闘とう志しを更さらに燃やして乱戦の中に再び向かっていくシャル、それを溜ため息いき交じりで追いかけるマリユス……といった面々の事は見ないでおく──。







　話はキャスリーンがローディス達を見送り、ナタリアに自分の権力に気付かされた直後に遡さかのぼる。

　謁えつ見けんの間で恭うやうやしく頭を下げて指示を待つ面々に、アルベルト達を助けるように命じたのだ。その命令ははたして国の至宝である聖女らしかったかどうかは定さだかではないが、それでもヘイン達は二つ返事で了りよう承しようしてくれた。

　……そして、そこからあっと言う間だった。

　物事は目まぐるしく進み、気付けば王宮の外には第一から始まる全すべての騎き士し達が出しゆつ撃げき準備を終えていた。本当に僅わずかという短時間で、まるでキャスリーンが紫むらさきの瞳をパチンと一度瞬まばたかせた一瞬のようだった。

　だが啞然としつつも王宮を出れば、確かに騎士達が待ち構えているのだ。皆みながキャスリーンの姿を見て頭を下げ、いつでも出撃出来ると各騎士隊の隊長が告げてくる。

「まさかあれほどなんて……。危あやうくまた置いていかれるところでした」

　そうキャスリーンが思い返して話す。

　目の前であっと言う間に準備が整い、圧あつ倒とうされているうちに第一騎士隊の隊長が出撃の合図を告げたのだ。騎士達に敬礼され、ようやく我に返ったキャスリーンが慌ててレイピアを手に同行を名乗り出た。

　あと少しでも我に返るのが遅おそければ、啞然としたまま彼等を見送っていただろう。危なかったとキャスリーンが話せば、アルベルトがそっと頭を撫なでてきた。

「置いていってすまなかった」

「本当ですよ。それに私、待ってるだけなんて出来ません。でも騎士としての私は足あし手で纏まといになるかもしれない……。だから今は聖女として共に戦います！」

　キャスリーンがレイピアを高く掲かかげる。

　そうして前方で戦う騎士達に視線を向けた。数の利は一瞬にして逆転され、憐あわれ賊は逃げに転じている。増援も居たようだがそれも周囲を探っていた第三騎士隊に捕らえられ、もはや彼等に打つ手はない。もちろん、逃げる術すべもない。

　そんな騎士達の活かつ躍やくを見つめ、キャスリーンがゆっくりと息を吸った。

「国に仕える騎士達よ、聖女キャスリーンも共に戦います！　怪け我がしたものは私自ら癒いやしを与えましょう！　恐おそれることなく戦いなさい！」

　声を張り上げて告げれば、騎士達の威い勢せいのよい声が返ってくる。

　キャスリーンはキャスとして日々第四騎士隊の一人として生活し、他ほかの騎士隊と合同訓練を行うこともある。その際に怪我をすれば、正体が知られる以前であれば手当てとおまじないと称しようして聖女の力を少し、そして正体が知られた今はちゃんと聖女の力で怪我を癒している。

　それでも騎士達がキャスリーンの言葉に士気を高めるのは、『戦場で得た聖女の癒し』は誉ほまれになるからだ。

　それを踏ふまえてのキャスリーンの鼓こ舞ぶに、アルベルトが褒ほめるように頭を撫でてくる。

　だが次いではたと我に返ると慌てて手を引いた。そうして恭しく「失礼いたしましたキャスリーン様」と頭を下げる姿のなんと白々しいことか。

　これにはキャスリーンもツンと澄すまして対応した。もちろん、今すぐに笑いそうになる口元をなんとか我が慢まんしつつ。

「聖女に対して失礼ですよ、アルベルト」

「申し訳ありません。では、俺も戦いに行ってまいります」

「私は負傷した者の対応に当たります。一いつ緒しよには行けないけど、どうか気を付けて……」

　最初こそ冗じよう談だんめかして聖女らしく澄まして告げたものの、次し第だいに語ご尾びが弱くなり、最後には縋すがるようにアルベルトを見上げた。彼の藍あい色いろの瞳がじっと見つめてくる。その瞳がゆっくりと細められ、再びキャスリーンの頭に彼の手が載のった。

　指先で髪かみを撫で、三つ編みを揺ゆらす。普ふ段だん通りの手の動きだ。心地ここち好よいが、直すぐに離はなれてしまうのだと分かると切なさが湧く。

　だからこそ僅かな時間を堪たん能のうしようとキャスリーンが大人しく彼に頭を撫でられ……離れる間ま際ぎわ、彼の手に傷きず跡あとがあるのを見つけた。痛々しい赤い線から血が垂れている。

「アルベルト隊長、手が……！」

「あぁ、さっきへまをした。これぐらいなら後で治ち療りようすれば」

「駄だ目めです！」

　ぎゅっと彼の手を摑つかめば、アルベルトが参ったと言いたげな表情を浮うかべた。キャスリーンの断言と、そして己おのれの手を摑む強さから、治療をしないと戦場に戻もどしてもらえないと察したのだろう。

　そんな彼に対し、キャスリーンはそっと彼の手に触ふれ、痛みを与えないようゆっくりと擦さすった。聖女の癒しを込めて……否いな、意識せずとも彼を思えば癒しの力が湧く。

「……アルベルト隊長、以前に『バクレールから逃にげてきた』って言いましたよね」

「あぁ……。それもエネット家の策略だ。俺はみすみす奴やつらの策にはまって逃げてきたんだ」

「どうかそんな風に言わないで。アルベルト隊長は逃げてきたんじゃない」

　傷の消えた手を握にぎり、キャスリーンが彼を見上げる。目に見える傷は癒いえた、だが心の傷までは癒しの力は使えない。

　だからこそ告げるのだ。ぎゅっと強く手を握り、彼の藍色の瞳を見つめ、聖女の癒しの力ではなく心からの言葉で、彼の傷を癒す。

「私に会いに来てくれたんです」

「……キャスに？」

「えぇ、バクレールから王都に、私に出会うために来てくれたんです」

　そう断言して告げれば、アルベルトが僅かに目を丸くさせ……次いで穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　握っていた彼の手をそっと離せば、去り際に優やさしく頰ほおを一度拭ぬぐってくれた。

「そうだな。俺は逃げてきたんじゃない、キャスに会うために王都に来たんだ。キャス、待っていてくれとはもう言わない。離れていても、心はいつでも一緒に居る」

「はい、私も一緒に戦います」

　キャスリーンが返せば、アルベルトもまた頷うなずいて返してきた。そうして踵きびすを返し、剣けんを手に駆けてゆく。その背中には恐れも疲ひ労ろうも無く、それどころか鼓舞を受けて勇み立っているようにさえ見える。

　氷騎士とは思えない熱い姿だ。それを見届けようとするも「キャスリーン様！」と他所よそから声を掛かけられた。

　呼んだのは数人の騎士。負傷者を連れているようで、キャスリーンは自分の活躍の場はここにあると考え、「任せてください！」と返事をすると共に駆け出した。
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　前線へと向かうアルベルトを追うことはせず。それでも寂さみしさも不安もないのは、心は共にあると誓ちかったからだ。
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　バクレールでの一戦を終えた数日後、慌あわただしい日々もようやく終わりを見せた。

　あの戦いの後、捕とらえた者達から事情を聴ききだしエネット家の不正を暴あばくのはあっという間だった。今まで後手に回っていた王宮も、さすがに聖女自ら動き、全すべての騎士が事情を知ったのならば動かざるを得ない。むしろ今ここで後手に回れば王宮の判断を糾きゆう弾だんされかねないのだ。

　慌あわてて調査を進め、エネット家を処断する。いかに飛ひ躍やく的にツテを広げた家とはいえ王宮相手には敵かなわず、エネット家に取り込まれていた騎士共々処分を受け入れた。

「騎士の半分近くがエネット家に買収されていたんだ、しばらくは領民から白い目で見られるだろうな。だが腐ふ敗はいは取り除けた。ここからが正念場だ」

　そう話すシャルの表情は凜りんとした美しさの中に晴れ晴れとした清らかさがある。エネット家との内通がバレて捕らえられた者の中にはかつての仲間も少なくなかっただろう、それでも不正を正せたのだと言いたげだ。揺るがぬ正義を抱いだく彼女の姿は美しく見え、キャスリーンが思わず吐と息いきを漏もらしてしまう程ほどだった。

　なんて凜り々りしい騎士だろうか。私もいつか彼女みたいに……と、憧あこがれが募つのる。

　だがシャルが誇ほこらしげにしているのも当然だ。それどころかマリユスも満足そうで、王宮関係者からの報告を聞いてはどこか上じよう機き嫌げんで返している。

　隣りん国ごくを巻き込もうとしていた不正を、既すんでのところで防ぐことが出来た。それどころか、防ぐと共に不正を全て暴き、騎士隊内に潜ひそむエネット家の息のかかった者を一いつ掃そうすることも出来た。彼等の悲願がようやく達成されたのだ。

　一度始まれば事態が進む速さはあっと言う間で、とんとん拍びよう子しで話が進む。今まで黙もく殺さつされていた報告書も証しよう拠ことなり、領民の訴うつたえがようやく声になって王宮に届いた。
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　そうして全てが終わり、証人として残っていたマリユスとシャルがバクレールに戻る日。

　もちろんキャスリーンも彼等を見送る予定でいた。だが午前は聖女としての職務があり、そわそわと何度も時計を見上げてしまう。

　落ち着かない。シャル達はキャスリーンが見送りに来るのを待っていてくれると話していたが、バクレールまで戻る事を考えれば彼等だって時間に余よ裕ゆうを持って発たちたいはずだ。

　そんな焦あせりが顔に出ていたのか、チラと時計を見上げた瞬しゆん間かん、隣となりに立つナタリアに小さく笑われてしまった。

「キャスリーン、落ち着きなさい、そんなに急がなくても大だい丈じよう夫ぶよ」

「べ、別に何も急いでなんかいないわ」

「安心しなさい、お昼ご飯は逃げないから」

「それを心配してるわけじゃないの！」

　ナタリアに茶ちや化かされ、キャスリーンが怒いかりを露あらわに訴え……はたと自分の口元を押さえた。咄とつ嗟さに『それを心配してるわけじゃない』と言ってしまったが、これでは他ほかの心配事があると言っているようなものではないか。

　見ればナタリアはしてやったりと笑い、それどころか謁えつ見けんの間に居る者達も愛めでるような視線を向けてくる。先日の、キャスリーンが聖女として彼等に指示を出した時のような張り詰つめた空気は一いつ切さいなく、絢けん爛らん豪ごう華かな室内は温かい空気で溢あふれている。

　もっとも、いかに温かくとも今のキャスリーンには気き恥はずかしさを増させるだけだ。せめてとジロリと隣に立つナタリアを睨にらみ付ける。

「お母様、はかったわね……！」

「何のことかしら。ところでキャスリーン、今日の聖女の執しつ務むはこれで終わりよ」

　終しゆう了りよう、とナタリアが笑う。これにはキャスリーンがパチンと瞬まばたきをし、謁見の間を見回した。次いで時計を見上げる、午前の執務終了までだいぶ早い。

　以前に彼等はキャスリーンの胸中を察し、職務を早めに切り上げさせてくれた。バクレールでの一件があった日も、結局職務は中ちゆう途と半はん端ぱに終わり、その後は慌あわただしく過ごし、ようやく今日落ち着いて過ごせるようになったのだ。

　だというのに、今日も早く切り上げてしまうのは……とキャスリーンが申し訳なく彼等に視線をやるも、ヘインやマーサが穏やかに笑っている。

　普ふ段だんならば、やれ腰こしが痛いだの髪かみが傷いたんだだのと訴えてくるはずだ。今日に限って彼等は何も訴えはせず、それどころか忙いそがしいから早く退出すると言い出した。

「いやはや申し訳ありません、私達も忙しくて」

「忙しいの？」

「えぇ、バクレールの不正を調べて、孫を追いかけて、エネット家の処断を進め、孫を抱き上げて、社交界を落ち着かせて、孫を高い高いしてやらなくてはいけないんです」

「それは忙しいわ。……でも程々にね」

「私わたくしも、公こう爵しやく家当主として働く夫を支え、より艶つやのある髪になるよう手入れをし、社交界に間ま違ちがった噂うわさが蔓延はびこるのを制止して、肌はだの白さを保つクリームを塗ぬり、今回の事件で不安がる若い令れい嬢じよう達を宥なだめ、ウエストにより細い括くびれを得るための運動をしなければならないんです」

「マーサ夫人も多た忙ぼうね。……あとでその運動教えてちょうだい」

　彼等の訴えにキャスリーンが微笑ほほえんで返せば、他の者達もこれから仕事がだのと口々に話しだす。そうして皆みなが己おのれの忙しさを訴えると、一人また一人とキャスリーンに頭を下げて謁見の間を去っていく。

　その姿はかつてベール越ごしに見ていた光景そのもので、思わずキャスリーンが立ち上がった。

「皆、明日あしたも来てね！　私、明日はちゃんと皆の為ために力を使うから！」

　だから！　とキャスリーンが訴える。今すぐにシャル達を見送りに行きたいと思う反面、彼等と別れるのを惜おしいとも思うのだ。

　なにせ彼等はキャスリーンの指示に応じて国を動かしてくれた。今でこそ「忙しい忙しい」と間延びした声をあげているが、あの時の迅じん速そくさを考えると相当骨を折ってくれたのだろう。

　彼等が居なければ、キャスリーンは無力な騎き士しとして王宮の通路に蹲うずくまるしかなかった。それを考えると、そしてあの時解決策に気付いて視界が輝かがやいた瞬間を思い出せば、明日も彼等と会いたいと思うのだ。

　その思いのままに感謝を告げれば、ヘイン達が嬉うれしそうに笑いながら一度頭を下げて去っていった。

　そうして最後の一人が去り、残されたのはキャスリーンとナタリア、それにブレントの三人。気付けば家族だけになり、キャスリーンがほぅと一息吐ついた。

「さぁ、私も働かなきゃな」

「お父様も忙しいの？」

「あぁ、トルステア家の当主として今回の件を片付けて、可愛かわいい聖女の娘むすめを見守って、先代聖女の護衛をして、可愛い騎士の娘を見守って、先代聖女を見守らなきゃいけないからな」

「お父様も多忙ね」

「あぁ、特に先代聖女を見守るのは骨が折れる。そういえば、先日もなんだか突とつ然ぜんオペラグラスを買いに行くと言い出してな」

「入念な警護と監かん視しをお願いするわ！」

　キャスリーンが慌ててブレントの手を摑つかんで訴える。対してブレントは突然の娘からの懇こん願がんに、わけが分からないと言いたげながらに「あぁ分かった」と頷うなずいた。ナタリアだけがコロコロと優ゆう雅がに笑っており、その悪戯っぽい笑えみの楽しそうなことと言ったら無い。

　そんなナタリアを横目に、キャスリーンがコホンと咳せき払ばらいをした。そうして部屋を出て行ったヘイン達に、そしてブレントに続くように「私も多忙だわ」と話し出す。

「聖女として感謝を抱き、騎士として友情を持って、今回の件で国のために働いてくれた二人の騎士を見送らなきゃ！」

　そう告げてキャスリーンが勢いよく立ち上がれば、ブレントが優やさしく笑う。

　次いで「たまには父にも撫なでさせておくれ」とキャスリーンの頭を撫でてきた。

　アルベルトが頻ひん繁ぱんにキャスリーンの頭を撫でている事を言っているのだろう。父にまで冷やかされた気がして、キャスリーンの頰ほおが赤くなる。おまけにその赤くなった頰をナタリアが突つっついてくるのだ。

　父に頭を撫でられ、母に頰を突つつかれ、この恥はずかしい親子のコミュニケーションにキャスリーンが痺しびれを切らし「急がなきゃ！」と声をあげた。振ふり払はらうようにパッと彼等のもとから離はなれ、部屋の奥に飾かざられているレイピアへと向かう。

「あら、キャスリーンは私達に頭を撫でさせてくれないらしいわ。親離れねぇ」

「寂さみしいなぁ」

「嬉しそうに言わないで！」

　レイピアを腰からさげ、キャスリーンがツンと澄すまして扉とびらへと向かう。そうして一度くるりと振り返ると、白を基調とした美しい正装の裾すそが翻ひるがえる。

「行ってきます」と告げれば、ナタリアとブレントが寄り添そいながら手を振ってくれた。







　王宮の外は眩まぶしい程ほどに太陽の光が降り注ぎ、まさに出発日和びよりである。

　少し強めの風は心地ここち好よく、キャスリーンの金の髪を揺ゆらす。

（きっとマーサ夫人は陽ひが強いとか日ひ傘がさが揺れるって文句を言うわね。日傘をさす暇ひまもなく彼女を陽の下もとに引っ張ってみようかしら）

　日焼けすると悲鳴をあげるだろうか、それとも案外に陽の光が気持ち良いと自分の考えを撤てつ回かいするだろうか。もしかしたら陽の光を浴びる美容法を開発してしまうかもしれない。

　そんな事を考えつつ、キャスリーンが予定の場所へと向かう。

　その途と中ちゆう、見覚えのある姿を見つけて駆かけ出した。高い身長、鍛きたえられてはいるもののすらりとしたしなやかな体つき、強い風が藍あい色いろの髪を揺らす。……アルベルトだ。

　彼はキャスリーンに気付くと穏おだやかに笑い、「キャス」と愛いとし気に名前を呼んでくれた。

「アルベルト隊長、どうしたんですか？」

「シャルに迎むかえに行けってせっつかれたんだ」

「シャルに？」

「あぁ。見送りの場に行ったらキャスはどこだと聞かれて、今は王宮で聖女の職務だと答えたら『さっさと迎えに行け！』って。なんだか分からないが、凄すごい勢いだった」

「なんでしょうね？」

　よく分からないとキャスリーンが首を傾かしげれば、アルベルトも同じくと言いたげに頷いた。──仮にここにローディスが居れば盛大に溜ため息いきを吐いただろう──

　だがシャルがせっついた理由は分からずとも、アルベルトが迎えに来てくれたのは純じゆん粋すいに嬉しい事だ。キャスリーンが小さく笑みを浮うかべ、彼の隣にちょこんと立った。

　バクレールの件で後始末を任され、アルベルトはしばらく忙しくしていた。第四騎士隊の訓練や任務にも顔を出せず、キャスリーンも彼とあまり過ごせなかったのだ。

　日課であるトルステア家までの見送りもなく、ここ最近はローディスとロイが送り役を担になってくれていた──キャスリーンとしては感謝の気持ちもあるが、正直なところローディスとロイにはあまりトルステア家に近付いて欲しくなかった。彼等がナタリアと組めば自分の手に負えなくなるのは目に見えて明らかだからだ──

　だが今は違ちがう。アルベルトと二人きりだ。周囲に人はいるが、キャスリーン達を冷やかしたりはしない。

　見送りの場まで僅わずかとはいえ、二人で歩く今の時間はまるで会えずに居た時間を取り戻もどすかのようではないか。アルベルトも同じことを考えたのだろう、彼の表情はどこか嬉しそうだ。




　そうして他愛たわいない会話を交かわし、見送りの場へと着いた。

　といってもマリユスもシャルも船や馬車で来たわけではなく、自分達の愛馬だ。これといって出発の地はなく、それでも市街地の端はしの開けた場所が自然と別れの場になっていた。

　既すでに荷を馬に載のせたマリユスとシャル、それにローディスとロイ。

　彼等の表情に別れの湿しめっぽさはない。それどころか晴れやかだ。とりわけマリユスは晴れ晴れとした表情をしている。不正を正し故郷に戻る、悲願が達成されたのだから当然だろう。

「キャス、わざわざ悪いな。今回の事でどうしてもきちんと礼が言いたかったんだ」

「いえ、私の方こそありがとうございました。二人が居なければバクレールの不正も知らずにいるところでした」

「そう言ってくれると、わざわざ来たかいがあった。だが俺達だけじゃどうにもできなかった、キャスのおかげだ」

　感謝の言葉を口にしつつ、マリユスが握あく手しゆを求めるように手を伸のばし……、横から腕うでを摑まれた。またしてもアルベルトである。

　これにはキャスリーンもパチンと瞳ひとみを瞬まばたかせて啞あ然ぜんとした。応じようと上げかけた手が中ちゆう途と半はん端ぱな高さで止まる。もっとも、腕を摑まれているマリユスは啞然とするどころか頰を引きつらせているのだが。

「アルベルト、俺は握手しようとしただけだ」

「そうか、それなら良かった」

　パッとアルベルトがマリユスの手を離す。だが手を離す際に「握手だけだよな」と念を押すあたり、頭を撫でるのではないかと危き惧ぐしているのだろうか。

　彼の分かりやすい独どく占せん欲よくにキャスリーンも苦く笑しようを浮かべ、今度こそ邪じや魔まされることなく差し出されるマリユスの手を握にぎって返した。

　次いで視線を向けたのはシャルだ。彼女は今のやりとりを呆あきれたと言いたげに見守り、キャスリーンの視線に気付くとコホンと咳払いをした。心なしか居い心地ごこちが悪そうで、話し出そうとしてもムグと言い淀よどんでいる。

「えっと、その……キャス、足あし手で纏まといなんて言ってすまなかった」

「シャル……」

「正直に言おう、バクレールでキャスが援えん軍ぐんを連れてきてくれなければ負けていただろう。足手纏いなどと言って助けてもらう、私が誰だれより情けないな」

「そんなことない！」

　自じ虐ぎやくめいて己おのれの不ふ甲が斐いなさを語るシャルに、慌あわててキャスリーンが否定する。

「私が騎き士しとして未熟なのは事実だわ。だからこそ聖女としてバクレールに向かっただけ。剣けんを扱あつかう騎士としてならシャルの方が立派だし、私、貴女あなたみたいな騎士になりたい！」

　彼女の事を褒ほめ、キャスが片手を差し出した。一時は一いつ騎き打うちまでした仲だが、それでも共に戦いバクレールの不正を正したのだ。

　互たがいに友情を抱いだいている、少なくともキャスリーンはそう感じていた。

　そんなキャスリーンの意思を察したのか、シャルが苦笑を浮かべつつ手を握り返してきた。

　剣の柄つかを握る時こそ力強いと感じていた彼女の手は、実際に触ふれると細くまさに女性の手だ。こんな細い手で勇ましく戦っていたのかと考えれば、キャスリーンの中でより憧あこがれが募つのる。

「シャル、また王都に来てね。私それまでに強くなっているから、また一騎打ちしましょう」

「あぁ、その時は市街地の観光案内も頼たのむ」

「任せて！　騎士が好む美味おいしいお酒を出すお店も、令れい嬢じようが好む美味しい紅茶を出すお店も熟知してるわ！」

　エスコートは完かん璧ぺきよ！　とキャスリーンが意気込めば、シャルが楽し気に笑った。今まではバクレールの事があり張り詰つめていたのだろう険しい表情ばかりだった彼女だが、こうやって穏やかに笑うと幼さを感じさせる。麗うるわしく、そしてどこか愛らしい笑え顔がお。それでいて中性的な魅み力りよくもある。

　だが次いで彼女はその表情を切なげなものに変え、アルベルトへと向いてしまった。キャスリーンとシャルのやりとりを微笑ほほえまし気に見守っていたアルベルトが、いったいどうしたのかと不思議そうにシャルを呼ぶ。

「シャル、どうした？」

「……アルベルト。確かにここに比べてバクレールは何もない土地だ。娯ご楽らくも少なく、華はなやかさもない。今回の事でしばらくはごたつくだろう。だけど……それでも……！」

　一度言い淀み、意を決したと言いたげにシャルがアルベルトを見上げた。彼女の黒く艶つやのある髪かみが揺れる。

　対してアルベルトはじっと彼女を見つめ、まるで言わずとも分かっていると言いたげに深く一度頷うなずいた。

「何があっても俺にとってバクレールは故郷だ」

「アルベルト、それなら……！」

「だから、手て土産みやげを持って皆みんなで遊びに行く」

「……遊びに、か。そうか、そうだな……。その時の案内は任せてくれ、昔通った店も、新しく出来た店も、全部案内してやる」

「ああ、楽しみにしてる。手紙も、以前よりは気の利きいた言葉を書けると思う」

「お前の『気の利いた言葉』か。以前よりはマシだろうけど、期待しないで待ってるよ」

　冗じよう談だん交じりに告げ、シャルが穏やかに笑う。きっと以前にアルベルトが出した拒きよ絶ぜつの返事のことを言っているのだろう。それを察してアルベルトも苦笑を漏もらし、差し出されたシャルの手を握り返す。

　なんとも清すが々すがしい光景ではないか。そんな二人のやりとりに割って入ったのは、パン！　と手を叩たたく軽い音。鳴らしたのはマリユス、まるでこれで話は終わりだと言いたげだ。

　いったいどうしたのかと誰もが視線を向ければ、彼は相変わらず爽さわやかな笑顔でアルベルトとシャルの間に割って入った。

「アルベルト、バクレールが落ちついたら是ぜ非ひキャスと一いつ緒しよに遊びに来てくれ。遊びに……いや、いっそ新しん婚こん旅行で来てくれてもいいな」

「なっ……新婚旅行!?」

　マリユスの突とつ然ぜんの発言にアルベルトが声をあげる。隣となりに立つキャスリーンも、これにはポッと頰ほおを赤くさせてしまった。

　アルベルトがマリユスを睨にらみ付け「突然ふざけたことを言うな」と彼を咎とがめる。だが咎めこそしつつも小声で「そういう事は俺達二人で決めるもんだ」と呟つぶやくあたり、マリユスの話は彼にとって突然ではあるものの絵空事ではないのだろう。

　アルベルトの意味深な呟きに、キャスリーンの頰がより赤くなる。

　新婚旅行については二人で決める、それはつまり……。

　思わずキャスリーンの胸の内に期待が高まり横目でアルベルトを見れば、視線に気付いた彼が咳せき払ばらいをした。きっと照れ隠かくしの咳払いだろう。アルベルトの頰もキャスリーンほどではないが少し赤い。

　そんなアルベルトとキャスリーンの胸中はお構いなしなのか、マリユスは「良い話だろ」と話を続けている。それどころか名案を思いついたと言いたげに「勝負しよう」と続けた。

「勝負？」

「あぁ、アルベルトとキャスが新婚旅行でバクレールに来るのが先か、それとも……」

　言いかけ、マリユスが傍かたわらに立つシャルへと手を伸ばし、彼女の腰こしに手を掛けるとぐいと抱だき寄せた。

　シャルの黒くろ髪かみが揺ゆれる。「わっ……！」と咄とつ嗟さにあがった彼女の声は高く女性らしい。

「アルベルト達より先に、俺とシャルが新婚旅行で王都に来るのが先か。なぁ、悪くない勝負だろ」

　マリユスの提案に、アルベルトとキャスリーンが啞然とする。

　だが二人より衝しよう撃げきを受けたのはもちろんシャルだ。

　彼女は自分の置かれた状じよう況きようが分からないと呆ぼう然ぜんとし、はたと我に返ると今度は表情を険しくさせて己を抱き寄せるマリユスを睨み付けた。

「マリユス、お前また馬ば鹿かなことを！」

「案外に俺達が先かもな。なぁシャーロット」

「だからシャーロットと呼ぶな。いいだろう、バクレールに戻もどる前に一戦……え？」

　普ふ段だん通り剣の柄に手を掛けようとしたシャルが声をあげる。

　彼女を抱き寄せていたマリユスの手が、そうはさせまいとシャルの手をガッチリと握っているのだ。手ごと押さえられ、動きを制限されたシャルがマリユスの腕の中でもがく。

　これには思わずキャスリーンも目を丸くさせてしまった。

　今までの流れと違ちがう。以前であれば、シャルが剣を抜ぬこうとすればマリユスは慌てて手を引くのに。だが今に限って彼は引くことなく、普段通りの爽やかな笑顔のまま半ば無理やりにシャルを抱き寄せている。

「お、おいマリユス……冗談が過ぎるぞ……！」

　普段と違うと感じ取ったか、シャルの声に焦あせりの色が浮かぶ。

　それを聞き、キャスリーンもまたどうしたのかとマリユスに問おうとし……。

「ふぐぅ」

　と口を押さえられた。出かかった言葉がくぐもった──少し間ま抜ぬけな──声に変わる。

「ふーふぐローデイス」

　キャスリーンが振ふり返り、背後から自分の口を塞ふさぐ人物の名を呼んだ。

　いったいどういうわけか、ローディスがにんまりと笑っている。笑ったまま、キャスリーンの口を塞いでいるのだ。

「ふどぐうふしぐたぐの？」

「キャス、ちょっと静かにしてような」

「ふぐっぐわかつた」

　ローディスに口を塞がれたまま頷いて返す。──口を押さえられているためキャスリーンはふぐふぐとしか声を出せないが、どうやら通じているらしい──

　そんなやりとりを疑問に思ったのか、今度はロイが「何やってるんだ？」と声をかけてきて……そして間かん髪はつを容いれず放たれたローディスの一いち撃げきを脇わき腹ばらにくらい、「ぐぅっ!?」と呻うめいて頽くずおれていった。

「ふぐーロイー！」

「すまないロイ、こうするしか無かったんだ」

　ローディスが謝罪の言葉を口にする、しかしなんと恐おそろしい黙だまらせ方だろうか。ロイは脇腹を押さえて蹲うずくまったまま、しばらく立ち上がりそうにない。

　だがいったいどうしてローディスはそこまで自分達を黙らせたいのか。疑問を抱いだいてキャスリーンがアルベルト達に視線を向ける。

　キャスリーン達の一連のやりとりに気付いているのかいないのか、気付いたうえで「あいつらは何をやってるんだ」と呆あきれて関かかわるまいと決めたのか、アルベルト達はいまだ三人で話している。シャルもいまだマリユスの腕うでの中だ。

「マリユス、どうしたんだ」

「悪くない話だろ。王都には観光する場所が多いし、旅行にはピッタリだ」

「あぁ、確かにそうだが」

「だがバクレールだって領主が替かわれば土地も変わる。今は広いだけの土地も上手うまくやれば観光地になる。王都とはまた違った、自然溢あふれる長閑のどかな田舎いなか」

「そうなると良いな」

「お前達が来るか、俺達が行くか、どっちが勝っても縁えん起ぎが良い。悪い勝負じゃないだろ」

　なぁ、とマリユスが提案する。

　だがそれに対して「ふざけるな！」と声が割って入った。シャルである。

　その声には焦りと怒いかりが綯ない交まぜになっており、仮に腕が自由に動かせれば今この瞬しゆん間かんにも剣けんを抜いてマリユスに切りかからん勢いだ。

「マリユス！　なに馬鹿な事を言ってるんだ！」

「さっきから馬鹿な事って……バクレールが栄えるのは良い事だろ」

「それはそうだが、どうして私達が新婚旅行なんて！」

「エネット家の不正が裁かれ、騎き士し隊の腐ふ敗はいも一いつ掃そうされた。しばらくはゴタゴタするが、それもいずれ落ち着くだろ」

「そ、そうだが……。だからって、どうして新婚旅行なんて」

　それがなぜ新婚旅行などという話に飛ひ躍やくするのか。それをシャルが問おうとし……言葉を失った。というより、言葉を発する事が出来なくなった。

　彼等のやりとりを見ていたキャスリーンが目を丸くさせる。否いな、キャスリーンだけではない。アルベルトも、それどころか脇腹を押さえていたロイさえも。目を丸くさせ、口を半分あけて啞あ然ぜんとしている。

　とりわけアルベルトの驚おどろきようと言ったら無い。目の前の、昔馴染みのキスシーンに藍あい色いろの瞳ひとみを丸くさせ硬こう直ちよくしている。




　……そう、昔馴染みの。

　…………マリユスとシャルのキスシーン。

　周囲が静まり返り、サァと抜けていく風の音だけが響ひびく。




　その沈ちん黙もくを破ったのは、ゆっくりと身を引いたマリユス。

「全部片付いた。これでようやくお前を本気で口説けるよ、シャーロット」

　という彼の口説き文句は、もちろんシャルに向けられたものだ。

　……ものだが、硬直しているシャルに届いているかどうかは定さだかではない。というか殆ほとんどの者が突然のキスシーンに啞然とし、碌ろくに聞いていたか怪あやしいところである。

　唯ゆい一いつといえばローディスだ。彼だけは「お見事」とマリユスの行動を褒ほめている。

「よし、固まってるうちにシャルを馬に乗せよう。意識が戻っても馬上なら襲おそい掛かかってこないだろ。最悪襲い掛かってきても俺の馬の方が速い」

「固まってるうちに馬に乗せて平気なのか？」

「シャルの馬は頭が良いから、主人を落としたりしない。だが乗せるならローディスより……キャス、悪いが手伝ってくれないか。キャス、キャス」

「キャスの意識を戻すなら俺に任せろ。ここに間食用のチーズがある。これを目の前に晒さらせば、匂においに釣つられてチュウチュウと……」

「ネズミじゃないよ！」

　二人の会話と、そしてふわりと漂ただようチーズの香かおりでキャスリーンが意識を戻す。──残念ながらこれで意識を戻してしまったのだ。ローディスが「ほら効果的だろ」と笑いながらキャスリーンの口にチーズを放ほうり込んできた──

　だが今はそんなローディスの態度を咎とがめている場合ではない、なにせ……。

（人がキスしてるところなんて初めて見た……！）

　目の前で見せられたキスシーンの余よ韻いんに頰ほおを赤くさせつつ、キャスリーンがシャルを馬上に乗せる。ついでに彼女の馬に「落とさないであげてね」と伝えれば、主あるじに似て精せい悍かんな顔つきの馬がふんと鼻を鳴らした。

　そうして硬直しているシャルを乗せ、馬がゆっくりと足を進める。その速度は遅おそく、マリユスがシャルの背を押さえつつだが、それでも徐じよ々じよに彼等の背が小さくなっていく。

　突とつ如じよ現れたかと思えば、別れの挨あい拶さつどころではない驚きを残して去っていく。なんとも嵐あらしみたいな騎士達ではないか。







「……まだドキドキしてる」

　キャスリーンが自分の胸むな元もとを押さえつつポツリと呟つぶやいたのは、そんな彼等の背が見えなくなってしばらく。シャルとマリユスのキスシーンが脳のう裏りに残り、いまだ落ち着きを取り戻せずにいるのだ。

　吐と息いきを漏もらせば、まるでそれに応こたえるように隣となりから「……驚いた」と小さな呟きが聞こえてきた。見ればアルベルトが藍色の瞳を瞬まばたかせている。

「マリユスがシャルを……全く気付かなかった。やっぱり俺は鈍にぶいんだな」

　今までの自分の鈍どん感かんさを実感したのか、アルベルトが盛大に溜ため息いきを吐つく。

　そんな彼の腕を擦さすって宥なだめれば、続くように我に返ったロイが「しかし見事に見せつけてくれたよな」と話し出した。心なしかにんまりと笑っており、片割れの意図を察したのかローディスも笑えみを浮うかべている。──彼等の表情に、アルベルトとキャスリーンの中で嫌いやな予感が浮かんだのは言うまでもない──

「俺達の前でキスなんてやってくれるよ」

「あぁ、まったくだ。人前でキスなんて、冷やかしてくれって言ってるようなもんだ。そういえば、ナタリア様が今度面おも白しろいものを見せてくれるって言ってたな」

「そうだったな。なんでも俺達の分のオペラグラスも用意してるとか……楽しみだ」

「あぁ、楽しみだな」

　ローディスとロイが楽しげに話す。彼等の笑みの悪戯いたずらっぽさと言ったら無い。

　そんな彼等の話を聞き、キャスリーンとアルベルトが顔を見合わせた。

「……面白いもの」

「……オペラグラス」

　まさか……と二人の額に汗あせが伝う。

　そんなキャスリーン達を横目に、双ふた子ごが相変わらず楽しそうに笑いながら「何か教えてもらいに行こう！」と歩き出した。彼等の向かう先はどこか……トルステア家だ。

　そこでナタリアが彼等に何を教えるのか。オペラグラスで何を見るのか。

　これはまずい！　とキャスリーンとアルベルトが同時に顔色を青ざめさせ、ばっと揃そろえたように双子へと向き直った。

「ローディス、待って！」

「ロイ、行くな！」

　と声を荒あららげる。

　だが声を荒らげたもののそこに双子の姿は無い。元より彼等は足が速く、悪わる巧だくみのための逃とう走そうとなれば驚きよう異い的な速さを見せるのだ。きっと今いま頃ごろご機き嫌げんに笑いながらトルステア家へと向かっている事だろう。

　あぁ、これは間に合わないわ……。

　キャスリーンが盛大に溜息を吐く。母親ながら厄やつ介かいなナタリアに、悪戯好きの双子。そんな彼等に弱みを──それも別れ際ぎわのキスという恥はずかしい弱みを──握にぎられてしまうなんて。

　当分は冷やかされるのだろう。そう考えて肩かたを落とせば、アルベルトが悔くやしそうに「あいつらめ」と呟いた。

「諦あきらめましょうアルベルト隊長。冷やかしも聞き流せば良いんです……」

「そうだな。ところで、なぁキャス」

「はい？」

　どうしました？　とキャスリーンがアルベルトを見上げる。

　次の瞬しゆん間かんに紫むらさき色いろの瞳を丸くさせたのは、見上げた先に彼の顔があったからだ。いつの間に寄ったのか、目の前に迫せまっている。藍色の彼の瞳に、目を丸くさせる自分の顔が映っているのが見えた。

　キスをするのだ。それが分かってキャスリーンが目を閉じ……。

「キャスからキスして貰もらう約束、覚えてるか？」

　というアルベルトの言葉に慌あわてて目を開けた。先さき程ほどまで眼前に迫っていた彼の顔はいつの間にか遠のいており、ニヤリと悪戯っぽい笑みを浮かべている。

　キャスリーンからのキスとは、以前に約束した件だ。あの時アルベルトは全すべて終わった時にと話していたが、今がまさにその時と言いたいのだろう。

　だがいざその時になるとキャスリーンの中で恥ずかしさが湧わき上がり、「聖女に対して失礼だわ」だの「部下に迫るなんて、酷ひどい上官」だのと譫うわ言ごとのようにアルベルトを責めた。必死の話題そらしだが、効果が無いことなど分かりきっている。

　現にアルベルトの表情は緩ゆるみっぱなしだ。

（これは覚かく悟ごを決めるべきなのかしら……）

　そうキャスリーンが己おのれに言い聞かせ、アルベルトを見上げた。相変わらず嬉うれしそうで蕩とろけた表情だ。いったい彼のどこが氷騎き士しだというのか。バクレールで彼を氷騎士と呼んだ者達に見せてやりたいが、その反面、彼のこの表情を見られるのは自分だけという優ゆう越えつ感も湧く。

「ア、アルベルト隊長……。目を瞑つむってください」

　キャスリーンが恐おそる恐る告げれば、ようやくと言いたげにアルベルトが頷うなずいた。彼の瞳ひとみが閉じられる。

　まるで誘さそわれているかのようで、キャスリーンが臆おくしつつもそっと彼へと身を寄せた。

　ゆっくりと近付き、あと少しで唇くちびるが触ふれそうなほどに近付く。

　そうして最後の数ミリの距きよ離りを詰つめれば、キャスリーンの唇に柔やわらかな感かん触しよくが触れた。

　何か、などと疑問を抱いだくわけがない。自ら触れたのだ。

　それがまたキャスリーンの頰を熱くさせる。普ふ段だんアルベルトからキスされる時とはまた違ちがった擽くすぐったさだ。どうやらキスをしている時間もキャスリーンに任せるようで、普段ならばアルベルトから身を引くのにその気配もない。それがまた恥ずかしさを募つのらせる。

　もう耐たえられない！　とキャスリーンが慌てて身を引けば、アルベルトが窺うかがうように目を開けた。先程にも増して嬉しそうではないか。思わずキャスリーンが「だらしない顔！」と彼を咎めた。

　照れ隠かくしだが、アルベルトにとってはそんな照れ隠しすらも愛しいのだろう、キャスリーンの頭に手を置いてきた。

　大きな手が頭に載のり、撫なで、時に三つ編みを掬すくう。次いでスルと彼の手がキャスリーンの肌はだを滑すべり頰ほおに触れる。大きな手が頰を包み、親指が優やさしく唇を撫でてきた。

「キャス、いつまでもあいつらに茶ちや化かされるのは嫌じゃないか？」

「あいつらって、ローディス達ですか？　そりゃ嫌ですよ」

　いったいどうして今この流れで双子の話が出てくるのか。疑問に思えど、彼の言う通り茶化され続けるのは不満だと訴えておく。

　今ここでキスを、それもキャスリーンからキスをしたなどと知られたら、はたしてどうなることか。事あるごとに話題に出され、ナタリアに報告され、下手したらバクレールに手紙を出されかねない。

　だが双子に太刀たち打うちできる術すべはない。そうキャスリーンが諦めまじりに訴えれば、アルベルトが「それなら」と話し出した。

「キャス、あいつらに冷やかされても、当然だと言い返せるようにしないか？」

「……当然？」

「あぁ、『夫婦ふうふなんだから当然だろう』って。そう俺と一いつ緒しよにあいつらに言い返そう」

　穏おだやかに微笑ほほえみながら告げられるアルベルトの言葉に、キャスリーンがパチンと瞳を瞬かせた。そうして「夫婦……」と譫言のように呟つぶやき、ゆっくりと頰を赤くさせた。

　胸の内に温かな熱が灯ともる。『夫婦』という言葉が胸に溶け込んでいく。

　どんな凍いてついた氷も溶ける、甘くて優しい、氷騎士かつての彼らしからぬ、そしてキャスリーンの知るアルベルトらしいプロポーズではないか。

　幸福感が胸の内に湧き、そして体中に満ちていく。

　その思いのまま頷いて返せば、アルベルトが嬉しそうに笑う。

「キャス、キャスリーン、俺と結けつ婚こんしてくれ」

　じっと見つめながらアルベルトが乞こうように告げてくる。再び彼の親指がキャスリーンの唇をなぞるのは、答えを求めているからだろうか。それにしては何度も唇に触れて話をさせてくれない。

　その甘く擽ったい動きに、キャスリーンは自分の頰に触れる彼の手に己の手を重ねた。

　唇をなぞる彼の親指に触れ、そっと離はなす。そうして小さく吐と息いきを漏もらし、胸に湧く幸福感のまま返事をした。

「はい」と。

　だが続いて言おうとした「嬉しい」という言葉は、感かん極きわまったと言いたげに触れる彼の唇に飲み込まれてしまった。
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「キャス」

　と声を掛かけられキャスリーンが振ふり返れば、そこにはこちらへと歩いてくるシャルの姿。

　ピンと伸のばされた背筋、すらりと伸びた手足、歩くたびに揺ゆれて見え隠かくれする艶つやのある一つ結びの黒くろ髪かみ。格調高い王宮の空気が凜りんとした彼女の美しさによく似合っている。

　数ヶ月ぶりの友人との再会に、キャスリーンが嬉うれしくなって彼女のもとへと駆かけ寄った。

「シャル、久しぶりね！」

「あぁ、久しぶりだな」

「お別れの挨あい拶さつがちゃんと出来なかったから、早く貴女あなたに会って話をしたいと思ってたの。だってねぇ、ほら、あの時……」

　別れの時のことを思い出し、キャスリーンがポッと頰ほおを赤く染めた。

　何を思い出したのか？　もちろん、彼女とマリユスのキスシーンだ。

　衝しよう撃げき的であり強ごう引いんで熱意的、まるで恋れん愛あい物語のようなあのキスシーンは、いまだ思い出すだけでキャスリーンの胸を高鳴らせていた。

　当人であるシャルもそれを察したのか、キャスリーンに負けじと頰を赤くさせ、「思い出させるな！」と咎とがめてきた。そのうえキャスリーンの三つ編みを摑つかんで揺すってくる。

　シャルらしからぬ荒あら々あらしい行動だが、それほど恥はずかしいのだろう。

「二、三回引っ張れば記き憶おく削さく除じよが……！」

「やめて！　私の三つ編みにそんな機能は備わってないわ！」

　ぐいぐいと三つ編みを引っ張られ、キャスリーンが悲鳴と共にシャルを宥なだめる。

　そうして彼女の手から三つ編みを解放してもらい、二人共落ち着きを取り戻もどして一息吐つく。次いでキャスリーンが乱れた三つ編みを整えつつ「それで」と話を改めた。

　まず聞くべきはシャルが何故なぜここに居るかだ。あの戦いから数ヶ月経たったとはいえ、バクレールはまだごたついている。時折送られてくる手紙にも、必ず慌あわただしさを嘆なげく一文があった。

　長く続いた腐ふ敗はいの時期が明け、領主交代となったのだ。直すぐには落ち着けるまい。

「今日は王宮に報告？」

「あぁ、それもある。……だけど」

「他ほかにも何か？　……まさか！」

　はっと息を吞のみ、次いでキャスリーンがぐいとシャルを肘ひじで突つっついた。

「もう、シャルってば、式に呼んでくれないなんて酷ひどいわ。それで、新しん婚こん旅行はどっ……！」

　どう？　と尋たずねようとした瞬しゆん間かん、キャスリーンの三つ編みが再びシャルに摑まれた。

「記憶削除！」

「だから私の三つ編みにそんな機能はないの！　冗じよう談だんよ！」

　キャスリーンが慌あわてて弁解の言葉を口にする。どうやらからかいすぎたようだ。

　なんとかシャルを宥めて三つ編みを解放してもらい、慎しん重ちように「他には何の用事が？」と尋ねた。もちろん今回は冷やかしたりしない。

　そんなキャスリーンの考えを察したのか、シャルがどこか言い難にくそうに「今日は……」と話し出した。だがすぐさまむぐと言い淀よどんでしまう。これまた彼女らしからぬ態度だ。

「シャル、どうしたの？」

「……今日は、キャスに相談があるんだ」

「私に相談？」

　声を落とし気まずそうに話すシャルに、キャスリーンが三つ編みを庇かばいつつ首を傾かしげた。







　場所を王宮の一室に移し、紅茶の手配をしてもらう。

　その間もシャルは難しい表情で沈ちん黙もくを続け、給きゆう仕じが去り室内が静まり返るとようやく口を開いた。だがすぐさま口をつぐんでしまう。その態度もまたシャルらしくないが、それ程ほどの案件なのだろう。

　いったいどんな相談なのか、自分が解決してやることは出来るのか……。そんな不安を抱いだきつつ、キャスリーンはたどたどしく話すシャルを見つめた。




　バクレールでの戦いこそ終わったものの、騎き士し隊と領地の見直し、新しい領主の選出、なにかあればすぐに王宮へ報告をし……と、シャルとマリユスは慌しい日々を送っていた。

　あの一件以降マリユスに対して警けい戒かい心を抱いていたシャルだが、やはり顔を合わせないわけにはいかず、努めて冷静を取り繕つくろっていたという。そつなく、それとなく、以前のように、何も無かったかのように、何も気にしていないかのように……。

「私はそう努めていたつもりなんだ。……だが周りから不調を疑われ、無理はするなと安静を言い渡わたされ、おまけにマリユスからも案じられる始末」

「取り繕えなかったのね……」

　キャスリーンが憐あわれむように告げれば、シャルが両手で顔を覆おおい……深く一度頷うなずいた。

　曰いわく、普ふ通つうに居ようとすればするほどぎこちなくなるのだという。それが分かり、更さらに焦あせり、余計に冷静を取り繕えなくなる。悪あく循じゆん環かんだ。

　それでも今日までは「とにかくバクレールのことを」と己おのれに言い聞かせやり過ごせていたのだという。マリユスも同じ考えだったのか、職務の最中は以前の通りに接してくれていた。

　だがバクレールの件も次し第だいに落ち着きを見せ、今朝がた書類を持ったマリユスの、

「この書類を出したらしばらくはゆっくり出来るな、シャーロット」

　という一言でシャルはタイムリミットを知り、彼の手から書類を奪うばうと愛馬に飛び乗り、王宮まで駆けてきたのだという。

　弱々しい声こわ色いろでそれを語るシャルに、キャスリーンは「泣きたいのは逃にげられたマリユスの方じゃないかしら」という出かけた言葉を飲み込み、そっと彼女の肩かたを叩たたいた。

「マリユスとは昔むかし馴な染じみで、まさか私のことをそんな風に見ていたなんて思ってもいなかった。これからどうやって接していけばいいのか……」

「シャル、マリユスのことは嫌きらい？」

　窺うかがうようにキャスリーンが尋ねれば、シャルがむぐと一度口ごもった。

　次いでふいと視線を逸そらしてしまい、しばらくすると彼女の頰が赤くなっていく。

「……嫌いじゃない」

　そう呟つぶやかれたシャルの声量は、近くに座っていたからこそ聞き取れたほどに小さい。

「彼に女性として見られるのは嫌いや？」

「……それも嫌じゃない。むしろ時折花をくれるし嬉しい」

「それなら大だい丈じよう夫ぶじゃない。何を悩なやんでるの？」

「簡単に言ってくれるな。今まで騎士としてバクレールのために生きてきたんだ。不正が片付いたからといって、はいそうですかと女性らしく生きられるものか……」

　どうすれば良いのか分からない、とシャルが盛大に溜ため息いきを吐く。

　そんな彼女に対し、キャスリーンはどう言葉をかけていいのか分からず悩んだ後、聞こえてくる声に顔を上げた。

　何か聞こえてくる。

　誰だれかの声だ。聞きなれた、この声は……。

「シャル、何か聞こえてこない？」

「何か？」

「これは……。シャル、もう大丈夫よ！　解決したも同然だわ！」

　キャスリーンが歓かん喜きの声と共に扉とびらへと視線を向ければ、ほぼそれと同時に扉がノックされた。

　キィ……とゆっくりと、まるで勿もつ体たいぶるかのように扉が開かれる。

「助言を求めてる子の気配がするわぁ……」

「お母様！」

「そうよ、お母様よ。ちゃんとノックをして室内を気き遣づかうお母様よぉ」

「うっ……！」

　鋭するどく放たれたナタリアの一いち撃げきに、キャスリーンが胸を押さえる。

　だが、すぐさま気を取り直して「ねぇシャル」と話しかけた。彼女は会話についていけないと不思議そうにしつつも、先代聖女の登場に立ち上がって頭を下げた。

「シャル、お母様に相談してみたらどう？」

「ナタリア様に？　そりゃ話を聞いて頂けるなら有あり難がたいけど……」

　先代聖女を相手に私事の話をしてしまっていいのか、そう悩むシャルに対して、ナタリアはご機き嫌げんで笑うと了りよう承しようを示すように椅い子すの一脚きやくに腰こし掛かけた。

　穏おだやかな笑えみでシャルを見つめ、彼女の名前を優やさしく呼びつつキャスリーンの手元にある紅茶をさっと奪うのは、きっと話を促うながしているのだろう。……紅茶に関しては単に喉のどが渇かわいていただけかもしれないが。




　そうして再びシャルが話し出し……話し終えると共にまたも盛大な溜息を吐いた。

　どうやら悩みはそうとう根深いようで、キャスリーンが肩を擦さすって宥める。いかに凜り々りしく正義感に溢あふれた騎士とはいえ、悩むことだってある。その正体が年とし頃ごろの少女ならば尚なおの事。

「もうどうしたらいいのか。こんなこと相談出来る人はバクレールにもいないし……」

「なるほど、なんとも女性騎士らしい話ね。ならば取るべき行動はただ一つよ」

　ナタリアの言葉に、シャルはもちろんキャスリーンも彼女に視線を向ける。

　その視線が気持ち良かったのか、二人に見つめられナタリアは自信たっぷりに胸を張ると、

「騎士ならば、こちらから仕掛けるぐらいの気き概がいを見せなさい！」

　と高らかに告げた。

　シン、と室内が静まり返る。

　その静けさを破ったのは、「仕掛ける……」というシャルの呟くような声。その声量こそ先程のように小さいが感かん銘めいを受けたと言いたげで、見れば彼女の瞳ひとみが僅わずかながら輝かがやきだしている。

　ついにはぐっと拳こぶしを握にぎると、勢いよく立ち上がった。

「私も騎士だ、このままやられっぱなしではいられない！　色いろ恋こい沙ざ汰たも勝負と同じ、けっして後退は許されない。そういうことですね、ナタリア様！」

「そうね、多分そうだわ、そうに違ちがいないわね、それで決定にしましょう」

　シャルの問いかけに、ナタリアがコロコロと笑いながら答える。むしろ煽あおると言っても良い。

　これにはキャスリーンもシャルを落ち着かせようとし……ふと聞こえてきた音に再び扉へと視線を向けた。バタバタと足音が聞こえてくる。王宮には似つかわしくない騒そう々ぞうしい足音だ。

　その足音が扉の前で止まると、勢いよく扉が開かれた。

「キャス、俺達にまで式の招待状が届いたぞ。確かく認にんなんか取る必要ないだろ」

「返事出すの面めん倒どうくさいから、ここで書いてお前に渡せばいいよな」

　王宮の聖女相手とは思えない態度と口調で現れたのはローディスとロイ。彼等の手には招待状が一枚ずつ、差出人にはアルベルトとキャスリーンの名前が綴つづられている。

　それを見てキャスリーンが「返事だって一応の礼れい儀ぎよ」と彼等を咎とがめた。もっとも、こうなる事は予あらかじめ分かっていたが。

　そんなローディス達とキャスリーンのやりとりに、シャルがパチンと瞳を瞬まばたかせた。次いでキャスリーンへと視線を向け、ローディス達へ向き直り、彼等の手元にある招待状を見つめ、再びキャスリーンへ……と交こう互ごに見やる。

　艶つやのある黒くろ髪かみがそのたびに揺ゆれる──その髪の動きに、キャスリーンが「なるほど、これは確かに尻尾しつぽだわ」と心の中で納なつ得とくし己の三つ編みを撫なでた──そんな黒髪と同色の彼女の瞳に見つめられ、キャスリーンの頰ほおが赤く灯ともる。そうして赤くなった己の頰を押さえつつ、

「バクレールの観光案内、お願いね」

　と頼たのんだのは、もちろん新しん婚こん旅行でバクレールに行くからだ。

　そしてその前には式がある。キャスリーンとアルベルトの結婚式。

「浮うかれた花はな嫁よめに相談したのが間違いだった……！」

　というシャルの恨うらみがましい言葉に、ナタリアはコロコロと笑い、ローディス達はさっさと返事を書き始める。キャスリーンはといえば、

「やだもう、花嫁なんて照れちゃう。それに浮かれてなんかないわ」

　と緩ゆるむ頰を押さえながら訴うつたえ……そしてシャルに三つ編みを引っ張られた。
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「それで、今日仕掛けることにしたわけか。ナタリア様らしい提案だな」

　というアルベルトの言葉に、隣となりに座るキャスリーンがコクリと頷いた。

　次いでチラと横目で彼を見上げ、その姿にポッと頰を赤くさせる。

　今日のアルベルトは式典用の騎き士し服に身を包んでいる。騎士隊長という立場を示す飾かざり、濃のう紺こんのマント。普ふ段だんから手入れをされている腰こし元もとの剣けんも今日はより念入りに磨みがかれており、威い厳げんある輝きを放っている。

　華はなやかかつ厳おごそかな式場は全すべてが眩まばゆいが、キャスリーンには彼が一ひと際きわ輝いて見える。

　だがそれも当然だ。今は結婚式、アルベルトは主役である花はな婿むこ。着飾り、そして騎士らしい厳かさを纏まとっていて当然なのだ。

　そしてキャスリーンもまた、花嫁として煌きらびやかなドレスを纏って彼の隣に座っていた。

　花嫁らしい純白のドレス。胸むな元もとに飾った藍あい色いろの薔ば薇らは、言わずもがなアルベルトの髪と瞳の色である。金糸の髪はキャスリーンの希望通り三つ編みにして貰もらったが、小さな花を飾って普段より華やかさを出している。

　二人並ぶ姿は絵になっており、式が始まってしばらく経たつ今でさえうっとりと見つめる者がいる程ほどだ。

　……もっとも、いかに絵になっていようと見み惚とれる者がいようと、当の本人達は暢のん気きに雑談、それもアルベルトはどことなく呆あきれたと言いたげな表情なのだが。

「確かに仕掛けてはいる……のか？」

　という彼の視線の先には、キャスリーンとアルベルトを祝うために集まった来らい賓ひん達。幾いくつも並ぶテーブルの一つ。

　そこにはシャルとマリユスが座っているのだが……。

「シャル、綺き麗れいね。灰色のシンプルなドレスが凄すごく似合ってる」

「凄いな、さっきからマリユスが微び動どうだにしない。あいつ大だい丈じよう夫ぶか……？」

　それぞれの感想をキャスリーンとアルベルトが口にする。キャスリーンはうっとりとしつつ、アルベルトは硬こう直ちよくしている昔むかし馴な染じみを案じつつ。

　二人の視線の先には、頰を赤くさせつつも満まん更ざらでもなさそうなシャル。どことなく勝ち誇ほこったような表情をしているのは、仕掛けた結果に満足感を抱いだいているからだろう。

　彼女の隣には、意中の相手のドレス姿が衝しよう撃げき過ぎたのか硬直しているマリユス。どうやら仕掛けられると弱いようで、シャルのドレス姿を見てからというものろくに動けていない。

「あれは放っておいた方が良い」

「ローディス」

　横から声を掛けられキャスリーンが視線をやれば、ローディスが達観した表情でマリユス達のテーブルを見ていた。

　彼もまた式典用の騎士服……ではなく、ウェイター風の黒服を纏っている。回収し終えた空のグラスをトレーに載のせており、一見すると騎士ではなく給きゆう仕じにしか見えない。

　腰の剣も今はなく、それでも胸元には騎士の飾りをつけているのは彼なりのお洒落しやれか、それとも心までは給仕に染まるまいという反はん抗こう心か。

「まさか招待状が複写になってて、タダ働きさせられるとは……。なんでもよく読まなきゃ駄だ目めだな。なぁロイ」

「あぁ、俺達が招待状の中身をよく読まず、サインだけして出すことを見通したうえでの巧こう妙みような罠わなだった……」

「ごめんね二人共。まさかお母様が結婚式の招待状に手を加えてるなんて思わなかったの」

　キャスリーンが申し訳なさそうに項うな垂だれる。

　聖女の結婚式だけあり式の規模は大きく、母親であり先代聖女であるナタリアも大いに関かかわっていた。その最さ中なかにコロコロと笑いながら「活いきの良い男手が二つ手に入ったわ」と言っていたが、まさかそれが双ふた子ごの事だなんてキャスリーンは思ってもいなかった。

　給仕の中に彼等の名前を見つけた時の衝撃はいまだ忘れられない。どういう事かとローディス達に問うも彼等もわけが分からず、そんなところにタダ働きの契けい約やく書──複写にして招待状に仕込んでいたものである──を手にしたナタリアが高笑いと共に現れたのだ。

　阻そ止しできなかったが、せめて王宮から特別手当がつくようにしてあげよう……。そうキャスリーンが申し訳なさを抱きつつ考えれば、ローディスとロイの手がひょいと同時に伸のびてきた。

　三つ編みを摑つかみ……はせず、三つ編みに飾られた花をそれぞれ一本ずつ抜ぬいていく。

　そうして己の胸元のポケットに花を飾るのは、普段のように三つ編みを摑めない代わりか、それとも彼等なりにキャスリーンを宥なだめているのか。

「アルベルト隊長とキャスの結婚式なんて、いつもいちゃついてるのを見せられてる俺達からしたら今いま更さらな話だよな。なぁロイ」

「あぁ、むしろ改めて華やかな式場で見せられてもどうしろって感じだよな。それならこうやって働いてた方がマシだ。厨ちゆう房ぼうに行けば余りものも好きに食べられるし」

　互たがいに頷うなずき合い、またなと一言残してローディスとロイが去っていく。後ろ姿はまさに給仕で、各テーブルを見て回る姿はなかなか様になっている。

　そんな二人を見届け、キャスリーンが小さく笑えみを零こぼした。

「キャス、どうした？」

「いえ、ただちょっと……式でも変わらないなって思えて」

「変わらない？」

「本当はずっと緊きん張ちようしてたんです。でも賑にぎやかで楽しくて、普段と何も変わらないなって」

　ローディスとロイは給仕として立派に働いている……と見せかけ、時には手を振ふってきたり厨房に籠こもったり、真ま面じ目めな話になるとこれ幸いとどこかへ消えてしまう。シャルとマリユスはいまだあの状じよう況きようで、当分は動きは無いだろう。

　それらを見守るナタリアの得意げな表情といったら無く、隣に座るブレントも娘むすめの晴れ姿に嬉うれしそうだ。

　もちろん第四騎士隊の仲間達も、ヘインを始めとする謁えつ見けんの間の面々も来ている。一堂に会する光景は圧巻とさえ言え、キャスリーンにとってこれ以上心地ここち好よく嬉しいものはない。

　キャスとして大好きな人達と、キャスリーンとして大好きな人達、皆みなが自分達を祝いに来てくれたのだ。

　幸せ……、と胸に湧わく幸福感のまま口にすれば、隣に座るアルベルトもまた穏おだやかに笑った。

　そうしてひょいと手を伸ばして頭を撫でてくる。普段より慎しん重ちような手の動きは、きっと髪飾りの花を落としかねないからだろう。

「故郷で失いかけた友人が、以前と変わらず会いに来てくれる。新たな地で支えてくれた仲間が、変わらず俺を慕したってくれる。……そして俺の隣にキャスが変わらずに居てくれる。幸せだ」

　式場を見回しながら話すアルベルトの口調に、キャスリーンの胸が温まっていく。

　今の彼は見ているこちらの表情も緩んでしまいそうなほど穏やかで嬉しそうだ。そんな彼の隣に座り、同じ幸福感を共有しているのだと考えればキャスリーンの胸が甘く歓かん喜きを覚える。

　今が式の最中でなければ、自ら彼にキスをしていたかもしれない。そう思えども今は式の真まっ只ただ中なか、来賓の視線は自分達に向いている。

（式が終わるまではお預けね……）

　そんな事を考え、キャスリーンが小さく笑みを零こぼした。

　だが次の瞬しゆん間かんにパチンと目を瞬まばたかせたのは、頭を撫でていたアルベルトの手がするりと伸びて頰ほおに触ふれてきたからだ。

　親指がキャスリーンの唇くちびるに触れる。式だけあり今日は化け粧しようを施ほどこしており、彼の親指の腹に口紅がついてほんの少し赤く染まった。

「ア、アルベルト隊長！　ここでキスは駄だ目めです！」

　アルベルトの瞳ひとみに熱意的な色を見て、キャスリーンが小声ながらに彼を制止する。

　だがアルベルトは小さく笑みを浮うかべると、再びキャスリーンの頭上へと手を伸ばした。

　パサリと軽い音を立ててキャスリーンの視界が覆おおわれる。

　なにか……式の最初に着けていたベールだ。このベールを被かぶってバージンロードを歩き、アルベルトに捲めくって貰うと同時に彼に誓ちかいのキスを捧ささげられた。

　そのベールを今度は掛かけられ、キャスリーンが目を丸くさせ……。

「これなら誰だれにも見られないだろ」

　と、自らもまたベールの中に入るように身を寄せてきたアルベルトに、返事をする前に唇を奪うばわれた。

　ほんの一瞬、瞬まばたきする間のような短いキス。

　再びベールを捲られた時には既すでに彼は何も無かったかのように身を戻もどしており、キャスリーンが瞬きしつつ見上げればニヤリと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。彼の笑みを見てようやくキスをしたのだと理解し、キャスリーンの頰が赤くなる。

　キスをしたいと思ったが、不意打ちでされるのは心臓に悪い。

　思わず「皆に見られたらどうするんですか！」と咎とがめるも、アルベルトの笑みは強まるだけだ。それどころか「ベールがどれだけ隠かくしてくれるかは、キャスが誰より分かっているだろ」と冗じよう談だんめかして告げてくる。

「私は変わってませんが、アルベルト隊長は変わりました」

「そうか？」

「以前のアルベルト隊長はこんな風にキスをする人じゃありませんでしたよ」

「それならキャスが俺を変えたんだ。……こんな俺は嫌きらいか？」

　強請ねだるように尋たずねられ、キャスリーンがむぐと口ごもる。

　なんてずるいのだろうか。返事なんて決まっている。

「……もう、式場でそんなことを確かく認にんしないでください。昔のアルベルト隊長も、今のアルベルト隊長も、これからどう変わるとしても、大好きですよ」

　そうキャスリーンが答えれば、再びふわりとベールを掛けられた。
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　みなさまこんにちは、さきです。

『お飾かざり聖女は前線で戦いたい』２巻をお読み頂き、ありがとうございました。

　キャスリーンとアルベルトはより甘く、双ふた子ごはより厄やつ介かいに、ナタリアはより上うわ手てに、そして新たにシャルとマリユスが加わってひと騒そう動どう……と、賑にぎやかにお送りいたしました。




　今回は、前巻で見た目も行動も全すべて一いつ緒しよだった双子を区別して書いてみました。

　ローディスは意外に冷静でキャスリーン寄り、ロイは情に厚くアルベルト寄り、でも二人揃そろうとやっぱり息ぴったりで厄介なコンビ、と意識してみました。

　また今回は前巻でキャスリーンを囲んでいた人達が力を貸してくれます。『ピンチな状じよう況きようであのキャラクターが来てくれた！』といった、意外な人物の登場と協力展開が大好きなんです。

　もちろんナタリアのような『ピンチに現れ、美味おいしいところを攫さらっていく』キャラクターも大好きです。お母様は今回も安定してお母様でした。

　そんな賑やかかつ頼たよりになる仲間達に囲まれ、メインであるアルベルトとキャスリーンは愛を育はぐくみしっかりと支え合う。

　そんな思いで楽しく書き上げたこの作品、いかがでしたでしょうか？

　少しでも楽しさが伝わっていたなら幸いです。




　担当様、キャスリーンはより明るく前向きに、アルベルトはより恰かつ好こ良く、そして二人の恋れん愛あいがより甘くなるように……と導いてくださり、ありがとうございました。

　イラストを担当してくださったぽぽるちゃ様。

　綺き麗れいな表紙、可愛かわいらしく賑やかな挿さし絵え、ありがとうございました。

　活発で前向きなキャスリーンと優やさしく過保護なアルベルト、そして賑やかな仲間達、イラストになるとより愛いとしさが増します。




　なにより、この本を読んでくださった皆みな様さま、本当にありがとうございました！




　次はアルバート家でお会い出来るかと思います。コミカライズも決まりましたので、そちらもよろしくお願い致します。

　ではまた、次の機会に。


さき


















『お飾り聖女は前線で戦いたい２』

電子版特別ショートストーリー








『堅物騎士は聖女な騎士と結婚したい』









　かつて氷騎士とうたわれ、今は第四騎士隊隊長を務めるアルベルト。その強さは剣技に限らず、どのような苦境でも揺るがぬ精神もまた強さの一つと言われている。

　そんなアルベルトだが、今だけは一目で分かるほどに緊張していた。どことなく動きが堅く、出された紅茶を手に取る仕草もぎこちない。隣に座るキャスリーンは彼の胸中を察し、そっと彼の腕に触れた。だがそれに対しての反応も無いあたり、相当緊張しているのが分かる。

　だが彼が緊張するのも仕方あるまい。なにせ今アルベルトが対峙しているのはナタリアとブレント。キャスリーンからしてみれば優しい両親だが、アルベルトにとっては別だ。

　彼にとっての二人は先代聖女と騎士の大先輩であり、トルステア家の夫妻であり、自分の故郷の不正を正すために一役買ってくれた恩人。そしてなにより恋人の両親なのだ。

　これに緊張するなという方が無理な話。いかに屈強な騎士と言えども話は別である。

「ごめんなさいね、アルベルト。急にお茶に誘ってしまって」

「い、いえ、俺も……いえ、私も、お二人と話をしたいと思っておりましたので」

「そんなに緊張しないでいいのよ。私は貴方がちゃんと扉から、それもノックをして入室してきてくれただけで充分なんだから」

「うっ……！」

　アルベルトが小さく呻き胸元を押さえる。それを見てキャスリーンが慌てて彼の腕を擦った。

「ナタリア様は、やはり以前の俺の不躾な行為を許してくださっていないのか……」

「違います、アルベルト隊長。お母様は気に入った人に意地悪するだけです。アルベルト隊長はお母様の『からかうと面白い枠』のトップ、お気に入りです。安心してください！」

「その話のどこにも安心出来る要素が見つからないんだが……」

「ちなみに、お母様の中でローディス達は『からかうよりも組んだ方が面白い枠』だそうです」

「不安しか湧かない」

　アルベルトが渋い表情を浮かべる。それを見て、キャスリーンは落ち着きなく紅茶と膝の上を行き来する彼の手を掴んだ。

　ナタリアがコロコロと笑いながら「手を握るなんて熱いわねぇ」とキャスリーン達を冷やかし、次いでチラと扉へと視線を向けた。だがすぐさま改めてアルベルトに向き直る。

「キャスリーンをキャスとして騎士隊に送る際、直感でアルベルトを選んだのよ。貴方ならキャスリーンを任せられる、貴方ならキャスリーンを守ってくれる……」

「ナタリア様……」

「貴方ならおもしろ……キャスリーンを幸せにしてくれるって、一目で分かったの」

　優しく微笑みながらナタリアが話す。一瞬不穏な言葉を口にしかけたが、どうやら押し通す事にしたらしい。なんとも優雅で美しく、それでいて白々しく有無を言わさぬ笑顔だ。

　アルベルトが反応に困り「そ、それは……恐縮です」と上擦った声で返す。

　彼らしからぬその声に、キャスリーンは慌てて握る手に力を入れた。ぎゅうと力を込め、ナタリアを睨み付ける。だがそんなキャスリーンの警戒心に気付くことなく、ナタリアの視線は扉へと向かっている。次いでようやくこちらに気付き、柔らかく微笑んだ。

　その視線の動きに、キャスリーンの中で疑問が浮かぶ。思い返してみれば、ナタリアは何度か扉に視線をやっていた。

　扉の向こうに何かあるのか、誰か来るのか。それとも、扉の向こうに誰か居るのか。

（……まさか）

　キャスリーンがとある事を考え、ナタリアに問おうとし……出かけた言葉を飲み込んだ。

　アルベルトが手を握り返してきたのだ。それも強く。大きな手に包まれ、スルリと指を絡められ、キャスリーンの胸にむず痒い甘さが湧き上がった。

　彼を見れば、まるで覚悟を決めたと言いたげな表情でナタリアとブレントを見つめている。

「本来であれば俺から伺うべきところ。挨拶が遅れて申し訳ありません」

「いいのよ、ちゃんと扉からノックして入ってきてくれたんだもの」

「うっ……うぐ……。お、お二人にきちんとお伝えしたいことがあります」

「あら持ち直した」

　強いわぁ、とナタリアが笑う。対してブレントはアルベルトが言おうとしている言葉を察したのか、「それぐらいにしておきなさい」とナタリアを宥めた。

　改められた場の空気に、キャスリーンの鼓動が高鳴る。窺うようにアルベルトに視線をやれば、彼は真っすぐにナタリア達を見つめ……そして深く頭を下げた。藍色の髪が揺れる。

「キャスを、キャスリーンを、俺にください。必ず幸せにすると誓います」

　はっきりと告げられるアルベルトの言葉に、キャスリーンの鼓動が早鐘を打つ。なんて彼らしく真っすぐで、そして熱い言葉だろうか。

　そんなアルベルトの熱意にあてられたのか、ブレントが満足そうな表情でアルベルトに顔を上げるよう促した。

「まさか氷騎士がここまで熱意をもって告げてくるとはな」

「キャスが、凍てついた氷の中に逃げ込んだ俺を温めて、救い出してくれたんです」

「熱い事を言ってくれる」

　ブレントが上機嫌で笑う。ナタリアも満足そうだ。

　キャスリーンは己の頰が熱くなるのを感じつつ、彼の手を強く握り返した。絡めた彼の手が熱い。今だけは自分の方が溶かされてしまいそうだ。

「アルベルト隊長……」

「キャス、必ず幸せにする。俺と一緒に生きてくれ」

「はい！」

　アルベルトの言葉に、キャスリーンが頷いて返す。

　なんて幸せなのだろうか。蕩けそうな幸福感に酔いしれ、アルベルトに寄り添い……、

「……気付いてますか？」

　と、小声で尋ねた。アルベルトが同じように小声で「あぁ」と返してくる。先程までの熱情的な声色とは違い、今のキャスリーンもアルベルトも騎士らしい真剣みを帯びた声だ。

　一転した二人の空気に何かを察したのか、ナタリアが口を開く。だが彼女の発言を遮るように、そして彼女の声を搔き消すように、キャスリーンが「お母様！」と彼女を呼んだ。

「お母様とお父様はどんな結婚式をしたの？　ねぇ、教えて！　話を聞かせて！」

「え、えぇ良いわ。でも」

「きっと素敵な式だったのよね！　どんなドレスにしたの？　楽団は？　料理は？」

　矢継ぎ早にキャスリーンが質問をする。「話を聞かせて」という割には返事を聞かずキャスリーンの独壇場だが、そもそもナタリアの発言を止めるのが目的なのだ。

　そんな中、アルベルトが小声で「失礼します」と告げて立ち上がった。足早に扉へと向かう。

　そうしてアルベルトが扉を開ければ、そこに居たのは……もちろん、ローディスとロイだ。

　扉の前にしゃがみこみ、まさに「盗み聞きしていました」と言わんばかりの体勢である。

　彼等は突然開いた扉に驚愕の色を浮かべ、次いでそこに立つアルベルトの顔を見て揃えたように顔色を青ざめさせた。次いで勢いよく立ち上がり、「それじゃ！」「お邪魔しました！」と告げるや揃えたように逃げ出した。

　その速さと言ったらなく、キャスリーンが二人の名を呼ぶよりも先に消えてしまう程だ。

「まったくあいつらは……！」

「聞かれちゃいましたね」

　ローディス達の消えていった先をアルベルトが睨む。キャスリーンもまた彼の隣に立ち通路の先を眺めつつ、当分冷やかされるのだろうと肩を竦めた。だが次の瞬間おやと隣を見上げたのは、アルベルトがにやりと笑みを浮かべたからだ。双子の盗み聞きを怒り、冷やかされると肩を落とすかと思ったのに、今の彼はどことなく満足そうにさえ見える。

「アルベルト隊長？」

「あいつらは直ぐに騎士隊中に言いふらすだろうな」

「えぇ、そうですね。きっと今日中、いえあと数十分後には……」

「もう周知の事だ。だからキャス、冷やかされるより先に皆に見せつけて、うんざりさせてやろう。俺達は騎士だから、やられっぱなしじゃいられない。反撃をしないとな」

　そうアルベルトが悪戯っぽく笑って片手を差し出してくる。手を繫いで騎士隊の仲間達のもとへ行こうという事だろう。

　これにはキャスリーンも笑みを浮かべ、彼の手をぎゅっと握って返した。
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お飾かざり聖せい女じよは前ぜん線せんで戦たたかいたい２
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